
始
ま
り
の
予
感

始
ま
り
の
予
感

４４
Apr. 2023Apr. 2023

　　622　　622No.No.
福賀小 校庭の桜福賀小 校庭の桜

令和５年４月20日令和５年４月20日



【
令
和
５
年
度
】 

施
政
方
針

　

阿
武
町
に
お
い
て
は
、他
の
自
治
体

と
同
様
、こ
こ
３
年
間
は
、コ
ロ
ナ
禍

に
よ
り
、多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
が

中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て

き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、特
に
昨
年
は

「
公
金
の
誤
振
込
み
」も
重
な
り
、本
町

に
と
っ
て
大
変
、厳
し
い
年
で
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、政
府
に
よ
る
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
に
係
る
マ
ス
ク

着
用
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、一
般
的

に
は
３
月
13
日
か
ら
、学
校
に
お
い
て

は
４
月
１
日
か
ら
、そ
れ
ぞ
れ
適
用

さ
れ
、マ
ス
ク
の
着
用
は
個
人
の
判
断

に
委
ね
ら
れ
ま
す
。

　

そ
し
て
、特
段
の
事
情
が
な
い
限
り
、

５
月
８
日
以
降
は
、感
染
症
法
上
の

位
置
付
け
を
、今
の「
２
類
相
当
」か
ら

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
と
同
じ

「
５
類
」に
移
行
す
る
方
針
が
決
定

さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、い
よ
い
よ

「
ア
フ
タ
ー・コ
ロ
ナ
」の
時
期
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
、新
年
度
に
お
い
て
は
、

地
方
創
生
の
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
に

立
っ
て
、「
ポ
ス
ト・コ
ロ
ナ
」の
時
代

を
見
据
え
た
、新
た
な
施
策
の
展
開
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

阿
武
町
で
は「
選
ば
れ
る
町
」に

向
け
た
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開

し
て
参
り
ま
し
た
が
、令
和
５
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
、人
口
定
住
対
策

を
、最
重
要
課
題
の
一
つ
と
位
置
付
け
、

各
種
定
住
奨
励
金
の
交
付
を
は
じ
め
、

「
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
」へ
の
対
応
や

「
１
／
４
ワ
ー
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を

推
進
し
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ

フ
ィ
ー
ル
ド
」と
、町
の
玄
関
口
で
あ
る

「
道
の
駅
阿
武
町
」の
相
乗
効
果

を
、さ
ら
に
図
る
と
共
に
、「
阿
武
町

観
光
ナ
ビ
協
議
会
」の
体
制
強
化
を

図
る
中
で
、「
体
験
型
観
光
」を
通
じ
て

来
訪
者
を
町
内
の
各
地
区
へ
誘
導
し
、

町
全
体
に
お
金
を
落
と
し
、町
内
で

経
済
を
回
し
て
い
く「
地
域
内
経
済

循
環
」を
促
進
す
る
ほ
か
、「
木
の
駅

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」や
地
域
通
貨
の
導
入

を
推
進
す
る
こ
と
で
、持
続
可
能
な

循
環
型
社
会
の
構
築
を
め
ざ
し
つ
つ
、

関
係
人
口
の
増
加
や
、町
内
へ
の

移
住・定
住
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み

を
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し

な
が
ら
、強
力
に
進
め
て
い
く
所
存

で
す
。

　

な
お
、Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャン
プ
フィ
ー
ル
ド

は
、昨
年
３
月
12
日
の
オ
ー
プ
ン
か
ら

１
年
が
経
過
し
た
こ
と
か
ら
、３
月

11
日
、12
日
の
２
日
間
に
わ
た
っ
て

「
一
周
年
祭
」を
開
催
し
、キ
ャ
ン
プ
場

利
用
者
を
中
心
に
、ク
ル
ー
ジ
ン
グ
や

シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク
、魚
さ
ば
き
体
験
、

無
角
和
種
堪
能
ツ
ア
ー
な
ど
の「
阿
武

を
感
じ
る
体
験
イ
ベ
ン
ト
」の
開
催
を

は
じ
め
、マ
グ
ロ
解
体
シ
ョ
ー
、福
賀

神
楽
保
存
会
に
よ
る「
大
蛇
」の
演
舞

披
露
の
ほ
か
、阿
武
町
の
豊
か
な
森
・

里
・
海
が
育
ん
だ
フ
ー
ド
や
物
販
な
ど

に
よ
り
、生
産
者
と
の
交
流
を
図
る

「
あ
ぶ
の
恵
み
ア
ウ
ト
ド
ア
マ
ー
ケ
ッ
ト
」

な
ど
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、新
年
度
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
道
の
駅
阿
武
町
」が
、平
成
５
年
４
月

22
日
に
、旧
・
建
設
省
道
路
局
長
の

登
録
証
を
受
け
て
以
来
、今
年
で
30
年

が
経
過
す
る
こ
と
か
ら
、８
月
中
旬
を

目
途
に
、道
の
駅
登
録
30
周
年
の
記
念

式
典
や
、発
祥
の
地
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

の
設
置
、ま
た
、交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を

大
々
的
に
開
催
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　

一
方
で
、本
町
に
お
け
る
喫
緊
の

課
題
の
一
つ
が
、出
生
率
の
向
上
対
策

で
あ
り
ま
す
が
、阿
武
町
の
出
生
者
数

は
、こ
こ
数
年
１
ケ
タ
台
が
続
い
て

お
り
、平
成
28
年
度
が
９
人
、29
年
度

も
９
人
、30
年
度
が
８
人
、令
和
元
年
度

が
４
人
、２
年
度
が
５
人
、３
年
度
が

８
人
と
推
移
し
て
き
ま
し
た
が
、令
和

４
年
度
に
つ
い
て
は
出
生
者
12
人
と
、

実
に
７
年
ぶ
り
に
２
ケ
タ
台
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
子
育
て
支
援
に
対
す
る

施
策
や
各
種
の
移
住
・
定
住
対
策
の

成
果
が
、一
定
程
度
現
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
受
け
止
め
て
お
り
、今
後
も
、

阿
武
町
ら
し
い
、さ
ま
ざ
ま
な
特
色

あ
る
施
策
を
、メ
リ
ハ
リ
を
付
け
た
中

で
、積
極
的
に
展
開
し
な
が
ら
、町
の

経
済
の
活
性
化
を
図
り
、魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
を
、さ
ら
に
進
め
て
参
り

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
度
に
お
い
て
も「
打
て
ば
響
く

町
民
一
人
ひ
と
り
に
寄
り
添
う
ま
ち

づ
く
り
」を
全
力
で
推
進
す
る
と
共
に
、

も
っ
と
チ
ェ
ン
ジ・も
っ
と
チ
ャ
レ
ン
ジ

の
精
神
を
持
っ
て
、町
民
の
み
な
さ
ま

が
よ
り
住
み
や
す
く
、よ
り
豊
か
に
、

よ
り
安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

が
実
現
で
き
る
よ
う
、常
に
問
題
意
識

と
コ
ス
ト
意
識
を
持
っ
て
、効
率
的

か
つ
重
点
的
な
施
策
の
展
開
を
図
り
、

途
中
経
過
や
成
果
に
つ
い
て
も
、町
民

の
み
な
さ
ま
に
見
え
る
形
で
お
示
し

し
な
が
ら
、地
域
と
行
政
が
一
体
と

な
っ
て
、夢
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
未
来
を

切
り
拓
い
て
い
け
る
よ
う
、誠
心
誠
意

努
め
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、ど
う
ぞ

ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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75
歳
以
上
の
方
を
は
じ
め
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
、

妊
産
婦
、透
析
患
者
な
ど
の
方

を
対
象
に
、
町
営
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
型
交
通
な
ど
の

利
用
運
賃
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

介
護
関
係

・
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
に
か
か
る

一
体
化
事
業

　
　
（
１
１
０
５
万
９
千
円
）

　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
の

委
託
を
受
け
、介
護
保
険
の

地
域
支
援
事
業
の
一
部
を
後
期

高
齢
者
の
保
健
事
業
に
移
行

し
、高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な

課
題
の
実
態
把
握
や
、介
護

予
防
、生
活
習
慣
病
な
ど
の

重
症
化
を
予
防
し
、健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

保
健
関
係

・
が
ん
検
診
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

（
107
万
８
千
円
）

　

新
た
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を

活
用
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
24
時
間
対
応
可
能
な

「
が
ん
検
診
」な
ど
の
予
約

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、受
診
率

向
上
や
、受
診
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
を
行
い
、が
ん
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
ま
す
。

・
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

（
25
万
円
）

　

帯
状
疱
疹
の
発
病
・
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
、新
た
に
、

50
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
半
額
を
助
成

し
ま
す
。

・こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
（
634
万
７
千
円
）

　

阿
武
町
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、引
き
続
き
、０
歳
児

か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
事
業

　
　
（
425
万
５
千
円
）

　

引
き
続
き
、75
歳
以
上
の
方

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

代
金
の
全
額
助
成
、そ
の
他
の

高
齢
者
の
接
種
費
用
の
軽
減

を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
等
へ
の

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

（
29
万
６
千
円
）

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と

そ
の
家
族
に
対
す
る「
風
疹

ワ
ク
チ
ン
」、子
ど
も
の「
流
行
性

耳
下
腺
炎
」、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
任
意
予
防
接
種
代
金
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
。

・
特
定
不
妊
治
療
支
援
事
業

　
　
（
49
万
５
千
円
）

　

不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

３
．人
が
集
ま
るまち

づ
く
り

（
観
光
／

住
宅
／

移
住
定
住

／

交
流
／

交
通
）

観
光
関
係

・
観
光
振
興
事
業（
200
万
円
）

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

へ
の
来
場
者
に
向
け
た
、体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
を

通
じ
て
、町
内
全
域
へ
の
相
乗

効
果
を
図
り
な
が
ら
、新
た
な

町
の
産
業
振
興
を
図
り
、観
光

振
興
の
要
と
な
る「
阿
武
町

観
光
ナ
ビ
協
議
会
」の
運
営
に

つ
い
て
、引
き
続
き
、支
援
を

行
い
ま
す
。

・西
台
展
望
台
設
置
事
業

　
　
（
900
万
円
）

　

福
賀
地
区
の
観
光
拠
点
の

ひ
と
つ
で
あ
る
西
台
の
高
原
に
、

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

展
望
台
を
設
置
し
ま
す
。

・
道
の
駅
阿
武
町

登
録
30
周
年
記
念
事
業

（
150
万
円
）

　

阿
武
町
の
観
光
や
経
済
の

拠
点
で
あ
る「
道
の
駅
阿
武
町
」

が
、今
年
で
道
の
駅
に
登
録

さ
れ
て
30
年
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、記
念
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
ほ
か
、新
た
に
、

「
道
の
駅
発
祥
の
地
」で
あ
る

こ
と
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

建
立
し
、さ
ら
な
る
発
展
を

め
ざ
し
ま
す
。

定
住
対
策
関
係

・
定
住
支
援
対
策
事
業

（
４
６
７
２
万
３
千
円
）

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金
、

就
業
支
度
金
、結
婚
・
出
産

祝
い
金
、住
宅
取
得
補
助
金
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
、不
要
物

撤
去
補
助
金
、家
賃
補
助
金
、

新
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の

交
付
事
業
の
対
象
を
拡
充
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
、１
／
４

ワ
ー
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

実
施
す
る
と
共
に
、新
た
に

各
地
区
に
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
し
、定
住
・
定
着
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

・
事
業
者
版

定
住
促
進
奨
励
補
助
事
業

　
　
（
200
万
円
）

　

町
内
事
業
者
の
働
き
か
け

で
、町
外
か
ら
新
た
に
社
員

な
ど
が
移
住
し
て
き
た
場
合

に
、事
業
者
を
対
象
に
奨
励
金

を
交
付
し
、官
民
で
定
住
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

生
活
交
通
関
係

・デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業

（
499
万
円
）

　

昨
年
度
、福
賀
地
区
で
先
行

開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
、新
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
奈
古
地
区
・
宇
田
郷

地
区
で
も
開
始
し
、高
齢
者

な
ど
の
足
の
確
保
と
交
通
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
地
方
バ
ス
路
線
維
持対

策
事
業

　
（
２
８
３
３
万
７
千
円
）

　

生
活
路
線
バ
ス
・
町
営
バ
ス

の
運
行
会
社
に
対
す
る
赤
字

補
填
を
行
い
、地
域
生
活
交
通

の
路
線
を
維
持
し
ま
す
。

４
．町
の
力
と
な
る

ひ
と
づ
く
り

（
保
育
／

学
校
教
育
／

社
会
教
育

／

協
働
／

住
民
自
治
）

子
育
て
関
係

・
子
育
て
徹
底
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
（
500
万
円
）

　

み
ど
り
保
育
園
の
保
育
料

に
つ
い
て
、国
の
制
度
で
は

無
償
化
対
象
外
の
０
〜
３
歳

未
満
児
も
、町
単
独
で
無
償
化

し
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園
改
修
事
業

（
３
８
０
０
万
円
）

　

み
ど
り
保
育
園
は
、竣
工
後

24
年
経
過
し
、老
朽
化
に
よ
る

危
険
な
劣
化
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、舗
装
や

床
・
壁
な
ど
を
改
修
し
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園

外
国
青
年
招
致
事
業

（
815
万
４
千
円
）

　

園
児
が
日
常
的
に
英
語
に

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

昨
年
度
か
ら
の
カ
ナ
ダ
人

保
育
士
補
助
員
２
人
体
制
を

継
続
す
る
と
共
に
、引
き
続
き

小
学
校
に
も
派
遣
し
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園発

達
支
援
事
業

（
296
万
円
）

　

発
達
支
援
が
必
要
な
園
児

の
保
育
を
支
援
す
る
た
め
、

専
任
の
保
育
士
を
雇
用
し
、

幅
広
い
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
ま
す
。

・フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
広
域
実
施
事
業

　
（
24
万
９
千
円
）

　

新
年
度
か
ら
、阿
武
町
民
も

「
は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
利
用
可
能
に
し
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

・
伴
走
型
相
談
支
援
及
び

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
事
業

　
　
（
280
万
７
千
円
）

　

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て

ま
で
、一
貫
し
た
相
談
支
援
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、妊
娠
・

出
生
の
届
出
を
行
っ
た
世
帯
に

対
し
て
、出
産
・
子
育
て
応
援

ギ
フ
ト
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

・
森
・
里
・
海
の
恵
み
で
育
つ

給
食
事
業

　
　
（
77
万
４
千
円
）

　

学
校
給
食
で
は
、地
元
野
菜

や
無
角
和
牛
、福
賀
す
い
か
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の

特
産
品
を
食
材
に
取
り
入
れ
、

児
童
生
徒
の
食
育
と
郷
土
愛

向
上
を
図
る
と
共
に
、第
一
次

産
業
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

・
子
育
て
支
援

　
　
　

  

学
校
給
食
費

無
償
化
事
業

（
949
万
１
千
円
）

　

新
年
度
か
ら
、小
・
中
学
校

の
学
校
給
食
費
を
、所
得
制
限

な
し
で
補
助
し
、学
校
給
食
費

の
完
全
無
償
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
れ
に
よ
り
、町
内
の

保
育
園
、小
学
校
、中
学
校
の
、

全
て
の
給
食
が
完
全
無
償
化

と
な
り
ま
す
。

・
高
校
生
修
学
支
援
事
業

　
　
（
214
万
１
千
円
）

　

奈
古
地
区
に
比
べ
て
高
校

へ
の
通
学
費
な
ど
の
負
担
が

大
き
い
、福
賀
地
区
、宇
田
郷

地
区
の
生
徒
を
対
象
に
、町
営

バ
ス
の
無
料
化
や
下
宿
代
の

一
部
補
助
を
、引
き
続
き
実
施

し
、保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

社
会
教
育
関
係

・
町
民
セ
ン
タ
ー文化

ホ
ー
ル
事
業

（
550
万
円
）

　

恒
例
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
支
援
や
、質
の
高
い

各
種
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
、

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
町
民
セ
ン
タ
ー
等
改
修
事
業

　
　
（
４
９
２
０
万
２
千
円
）

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
改
修
に

加
え
、竣
工
後
26
年
が
経
過

し
、一
部
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、設
備
の
修
繕
や

改
修
・
更
新
を
行
う
こ
と
で
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

・ま
ち
の
力
と
な
る
人
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
77
万
６
千
円
）

　

引
き
続
き
、「
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
」や「
こ
ど
も
ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
す
る

と
共
に
、「
阿
武
町
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
」の
開
講
な
ど
に

よ
り
、各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
取
り
組
み
に
よ
る
、

こ
れ
か
ら
の
町
の
力
と
な
る

人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

協
働
関
係

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
（
１
４
５
６
万
４
千
円
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
を

新
た
に
雇
用
し
、阿
武
町
版

総
合
戦
略
、地
域
再
生
計
画
に

係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
ま
す
。

・
集
落
支
援
員
事
業

　
　
（
１
０
３
５
万
１
千
円
）

　

集
落
支
援
員
１
名
を
新
た
に

募
集
し
、阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

の
運
営
や
、

ま
ち
の
縁
側
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

５
．未
来
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り

（
環
境
／

土
地
／

社
会
基
盤
）

環
境
関
係

・
阿
武
町
リ
サ
イ
ク
ルセン

タ
ー
内

作
業
機
械
等
更
新
事
業

　
　
（
２
０
８
１
万
２
千
円
）

　

新
た
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

圧
縮
梱
包
機
、ご
み
投
入
用

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
の
更
新
、

ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
ま
す
。

社
会
基
盤
関
係

・
県
営
農
村
災
害
対
策

整
備
事
業（
270
万
円
）

　

福
賀
地
区「
古
屋
た
め
池
」

の
危
険
た
め
池
整
備
を
、引
き

続
き
行
い
ま
す
。

・
町
道
亀
山
十
王
堂
線

道
路
改
良
事
業

（
４
１
２
０
万
円
）

　

バ
イ
パ
ス
お
よ
び
現
道
の
拡

幅
改
良
工
事
を
継
続
し
ま
す
。

・
鹿
島
大
橋
補
修
事
業

　
　
（
２
４
１
０
万
円
）

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、引
き
続
き
補
修

工
事
を
進
め
ま
す
。

・
水
車
橋
補
修
事
業（
910
万
円
）

　

福
賀
地
区
の
町
道
大
番
垰

水
車
線
に
架
か
る
水
車
橋
の

補
修
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
基
幹
町
道
等
側
溝
整
備
事
業

　
　
（
３
０
０
０
万
円
）

　

新
た
に
基
幹
町
道
改
修

計
画
を
策
定
し
、老
朽
化
が

激
し
い
道
路
側
溝
の
改
修

工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

・
町
道
松
原
遠
根
線

舗
装
補
修
事
業（
500
万
円
）

・
町
道
寺
ノ
下
宮
ノ
浴
線

路
肩
整
備
事
業（
600
万
円
）

　

町
道
松
原
遠
根
線
と
町
道

寺
ノ
下
宮
ノ
浴
線
の
路
肩
を

整
備
し
、利
用
者
の
安
全
安
心

を
確
保
し
ま
す
。

・
安
全
安
心
な
道
路
環
境

維
持
の
た
め
の

支
障
木
伐
採
事
業

　
　
（
500
万
円
）

 

通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る

道
路
法
面
の
支
障
木
の
伐
採

な
ど
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
町
道
草
刈
作
業
労
力

負
担
軽
減
事
業

（
２
０
０
０
万
円
）

　

引
き
続
き
、各
自
治
会
の

労
力
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

町
道
の
路
肩
や
法
面
の
舗
装

工
事
な
ど
を
、該
当
自
治
会
と

相
談
し
な
が
ら
、緊
急
性
の

高
い
箇
所
を
選
定
し
て
実
施

し
ま
す
。

・
大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線

奈
古
谷
橋
補
修
工
事

（
590
万
円
）

　

建
設
か
ら
39
年
経
過
す
る

大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線
奈

古
谷
橋
の
長
寿
命
化
対
策

工
事
を
行
い
ま
す
。

６
．安
全
安
心
な

暮
ら
し
づ
く
り

（
交
通
安
全
／

防
犯
／

防
災

／

空
き
家
／

消
費
者
行
政
）

防
災
関
係

・
消
防
救
急
事
務
委
託
事
業

　
　
（
６
３
１
６
万
８
千
円
）

　

令
和
７
年
度
か
ら
山
口
市
、

防
府
市
、萩
市
の
消
防
本
部
に

よ
る
消
防
通
信
指
令
業
務
を

共
同
運
用
し
、高
機
能
消
防

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
、指
令
業
務
の
迅
速
化
・

的
確
化
を
図
り
ま
す
。

・
消
防
自
動
車
更
新
事
業

　
　
（
１
２
７
７
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
消
防
団
福
賀

分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
更
新
し
ま
す
。

・
消
防
団
員

自
動
車
免
許
取
得

補
助
事
業（
30
万
円
）

　

若
い
団
員
が
、ポ
ン
プ
車
を

運
転
で
き
る
よ
う
に
、準
中
型

自
動
車
免
許
の
取
得
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
関
係

・
老
朽
危
険
空
き
家

除
去
促
進
事
業（
200
万
円
）

　

新
た
に
、倒
壊
危
険
家
屋

な
ど
の
除
去
に
要
す
る
経
費

の
一
部
補
助
を
行
い
、町
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
と
住
環
境

の
改
善
、お
よ
び
良
好
な
景
観

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

消
費
者
行
政
関
係

・
消
費
生
活
相
談
機
能
整
備
・

強
化
事
業（
17
万
１
千
円
）

　

多
様
化
す
る
消
費
生
活

ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、専
門
的
で

的
確
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

有
資
格
者
に
よ
る
毎
月
２
回

の
相
談
日
の
設
定
な
ど
、相
談

体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

７
．時
代
に
応
じ
た

行
財
政
運
営

（
行
財
政
／

議
会
）

行
財
政
関
係

・
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

　
　
（
800
万
円
）

　

国
の
方
針
に
基
づ
き
、町
に

お
い
て
も
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
、業
務
効
率
化
を

図
り
、町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
た
め
、「
阿
武
町
版
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ポ
リ
シ
ー
」の
改
定
を
行
い
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

議
会
関
係

・
議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

（
375
万
４
千
円
）

　

議
会
に
お
い
て
、議
員
と

議
会
参
与
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
配
備
し
、議
会
運
営
効
率
化

や
正
確
性
の
向
上
、さ
ら
に
、

資
料
作
成
な
ど
の
労
務
や

経
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

１
．誇
り
と
活
力
の
あ
る

仕
事
づ
く
り

（
産
業
／

経
済
／

労
働
／

雇
用
／

働
き
方
）

農
業
関
係

・
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連

農
地
整
備
事
業

（
523
万
５
千
円
）

　

県
営
奈
古
地
区
農
地
中
間

管
理
機
構
関
連
農
地
整
備

事
業
に
対
し
て
町
負
担
金
を

負
担
し
、ほ
場
整
備
に
よ
り
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
モ
デ
ル
園
地

の
造
成
に
よ
る
特
産
品
栽
培

支
援
や
、農
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
が
ん
ば
る
農
林
水
産
業

就
業
・
経
営
等
支
援
事
業

（
618
万
円
）

　

認
定
新
規
就
農
者
、法
人

就
業
者
、認
定
農
業
者
な
ど
に

対
し
、就
業
・
経
営
に
係
る

経
費
に
対
し
支
援
を
行
い
、

就
農
初
期
の
生
活
に
対
す
る

不
安
解
消
や
機
械
な
ど
の

購
入
や
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

・
新
た
な
農
業
加
工
の
た
め
の

施
設
整
備
事
業

（
100
万
円
）

　

特
産
品
生
産
支
援
の
一
環
で
、

福
賀
漬
物
部
会
が
行
う
、福
賀

す
い
か
幼
果
の
粕
漬
け
作
業
場

と
し
て
、福
賀
小
学
校
の
旧
・

給
食
調
理
場
を
改
修
し
、生
産

支
援
を
行
い
ま
す
。

・
集
落
営
農
法
人
連
合
体

形
成
加
速
化
事
業

（
973
万
５
千
円
）

　

集
落
営
農
法
人
連
合
体
に

必
要
な
機
械
購
入
へ
の
補
助
を

行
い
、農
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

畜
産
業
関
係

・
農
業
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
379
万
円
）

・
集
落
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
442
万
７
千
円
）

　

農
業
支
援
員
と
集
落
支
援
員

を
配
置
し
、無
角
和
種
を
中
心

と
し
た
畜
産
振
興
と
課
題

解
決
を
図
り
ま
す
。

・
資
源
循
環
型
肉
用
牛
経
営

育
成
事
業

（
225
万
８
千
円
）

　

育
成
牛
舎
の
整
備
の
た
め

の
助
成
を
行
い
、無
角
和
種
の

肉
質
、体
質
改
善
を
図
り
ま
す
。

林
業
関
係

・
林
業
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
853
万
４
千
円
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

を
活
用
し
、自
伐
型
林
業
を

実
践
す
る「
林
業
支
援
員
」を

採
用
し
、モ
デ
ル
林
整
備
と

研
修
会
を
通
じ
て
、３
年
間
で

自
伐
型
林
業
の
施
工
技
術
や

森
林
経
営
、知
識
の
向
上
に

努
め
る
と
共
に
、地
域
へ
の

適
正
な
ど
も
見
極
め
、任
期

満
了
後
も
定
住
で
き
る
よ
う

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

の
慢
性
的
な
担
い
手
不
足
の

解
消
と
、地
域
の
活
性
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

水
産
業
関
係

・
間
伐
材
魚
礁
整
備
事
業

　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

　

地
域
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
人
工
魚
礁
を
整
備
し
、

水
産
資
源
の
保
護
・
増
殖
を

図
り
ま
す
。

・
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

　
　
（
６
９
０
０
万
円
）

・
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　
　
（
２
２
０
０
万
円
）

・
漁
港
単
独
改
良
事
業

　
　
（
２
４
７
０
万
円
）

　

漁
港
施
設
の
機
能
保
全

工
事
な
ど
を
行
い
、漁
港
施
設

の
長
寿
命
化
と
更
新
コ
ス
ト
の

平
準
化
・
縮
減
を
図
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
関
係

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　
　
（
167
万
６
千
円
）

　

国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

有
害
鳥
獣
対
策
を
、町
単
独
で

支
援
し
、農
林
業
の
被
害
防
止

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、狩
猟
免
許
の
取
得
を

奨
励
し
、猟
友
会
員
の
担
い
手

を
確
保
し
ま
す
。

商
工
業
関
係

・
企
業
誘
致
推
進
事
業

　
　
（
208
万
６
千
円
）

　

町
内
進
出
を
希
望
す
る

企
業
に
、工
場
用
地
の
整
備
や

お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
提
供
を
行
う
な
ど
、柔
軟
で

積
極
的
な
支
援
を
実
施
し
、

雇
用
の
場
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
誘
致
推
進
員
と

共
に
積
極
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動

を
展
開
し
、地
縁
・
血
縁
を

活
か
し
た
企
業
誘
致
や
起
業
化

を
図
り
ま
す
。

・
地
域
内
循
環

地
方
創
生
特
別
事
業

（
６
２
３
４
万
１
千
円
）

　

第
２
次
阿
武
町
版
総
合

戦
略
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
、

阿
武
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
機
能
強
化

事
業
、地
域
通
貨
導
入
事
業
、

地
域
内
生
産
物
消
費
促
進

事
業
を
一
体
的
に
展
開
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
．個
が
尊
重
さ
れ
る

生
活
づ
く
り

（
福
祉
／

介
護
／

医
療
／

社
会
保
険 

／

男
女
共
同
参
画
／

人
権
）

福
祉
関
係

・
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

建
設
事
業

（
４
１
６
１
万
４
千
円
）

　

障
害
者
福
祉
を
社
会
的

使
命
と
捉
え
、一
方
で
は
農
福

連
携
、商
工
福
連
携
の
具
現
化

の
た
め
に
、令
和
７
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
計
や
用
地
取
得
を

行
い
ま
す
。

・あ
ぶ
健
康
い
き
い
き

フ
ェ
ス
タ
事
業

（
133
万
円
）

　

従
来
の「
敬
老
の
日
大
会
」

と「
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」を

一
体
化
し
た
行
事
と
し
て

「
あ
ぶ
健
康
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。

・
成
年
後
見
制
度利

用
促
進
事
業

（
17
万
５
千
円
）

　

新
た
に
、意
思
決
定
が
困
難

な
方
に
対
す
る「
成
年
後
見

制
度
中
核
機
関
」の
設
置
準
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
福
祉
バ
ス
等
助
成
事
業

　
　
（
120
万
円
）

　

引
き
続
き
、在
宅
の
高
齢
者

な
ど
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

一般会計　31億 7,800万円
特別会計　15億 5,037万３千円
総　　額　47億 2,837万３千円

子育てを応援し、産業や福祉を未来につなげる予算

令和５年度の当初予算などを審議する「阿武町議会３月定例会（令和５年第１回定例会）」が３月１日から17日まで（16日間）
開かれ、議案32件と諮問１件、発議１件、全員協議会での報告３件について、それぞれ原案どおり可決または承認されました。

令和５年度 当初予算が成立

　

令
和
５
年
度
の
阿
武
町
一
般
会
計
の
予
算
総
額
は
、昨
年
度
か
ら

５
０
０
０
万
円（
1.6
％
）の
増
額
で
す
。

　

な
お
、国
民
健
康
保
険
事
業
な
ど
７
つ
の
特
別
会
計
と
合
わ
せ
た

予
算
総
額
は
、昨
年
度
か
ら
334
万
２
千
円（
0.1
％
）の
減
額
で
す
。

　

当
初
予
算
の
主
要
事
業
を「
７
つ
の
柱
」に
沿
っ
て
説
明
し
ま
す
。

3



75
歳
以
上
の
方
を
は
じ
め
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
、

妊
産
婦
、透
析
患
者
な
ど
の
方

を
対
象
に
、
町
営
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
型
交
通
な
ど
の

利
用
運
賃
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

介
護
関
係

・
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
に
か
か
る

一
体
化
事
業

　
　
（
１
１
０
５
万
９
千
円
）

　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
の

委
託
を
受
け
、介
護
保
険
の

地
域
支
援
事
業
の
一
部
を
後
期

高
齢
者
の
保
健
事
業
に
移
行

し
、高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な

課
題
の
実
態
把
握
や
、介
護

予
防
、生
活
習
慣
病
な
ど
の

重
症
化
を
予
防
し
、健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

保
健
関
係

・
が
ん
検
診
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

（
107
万
８
千
円
）

　

新
た
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を

活
用
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
24
時
間
対
応
可
能
な

「
が
ん
検
診
」な
ど
の
予
約

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、受
診
率

向
上
や
、受
診
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
を
行
い
、が
ん
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
ま
す
。

・
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

（
25
万
円
）

　

帯
状
疱
疹
の
発
病
・
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
、新
た
に
、

50
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
半
額
を
助
成

し
ま
す
。

・こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
（
634
万
７
千
円
）

　

阿
武
町
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、引
き
続
き
、０
歳
児

か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
事
業

　
　
（
425
万
５
千
円
）

　

引
き
続
き
、75
歳
以
上
の
方

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

代
金
の
全
額
助
成
、そ
の
他
の

高
齢
者
の
接
種
費
用
の
軽
減

を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
等
へ
の

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

（
29
万
６
千
円
）

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と

そ
の
家
族
に
対
す
る「
風
疹

ワ
ク
チ
ン
」、子
ど
も
の「
流
行
性

耳
下
腺
炎
」、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
任
意
予
防
接
種
代
金
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
。

・
特
定
不
妊
治
療
支
援
事
業

　
　
（
49
万
５
千
円
）

　

不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

３
．人
が
集
ま
るまち

づ
く
り

（
観
光
／

住
宅
／

移
住
定
住

／

交
流
／

交
通
）

観
光
関
係

・
観
光
振
興
事
業（
200
万
円
）

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

へ
の
来
場
者
に
向
け
た
、体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
を

通
じ
て
、町
内
全
域
へ
の
相
乗

効
果
を
図
り
な
が
ら
、新
た
な

町
の
産
業
振
興
を
図
り
、観
光

振
興
の
要
と
な
る「
阿
武
町

観
光
ナ
ビ
協
議
会
」の
運
営
に

つ
い
て
、引
き
続
き
、支
援
を

行
い
ま
す
。

・西
台
展
望
台
設
置
事
業

　
　
（
900
万
円
）

　

福
賀
地
区
の
観
光
拠
点
の

ひ
と
つ
で
あ
る
西
台
の
高
原
に
、

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

展
望
台
を
設
置
し
ま
す
。

・
道
の
駅
阿
武
町

登
録
30
周
年
記
念
事
業

（
150
万
円
）

　

阿
武
町
の
観
光
や
経
済
の

拠
点
で
あ
る「
道
の
駅
阿
武
町
」

が
、今
年
で
道
の
駅
に
登
録

さ
れ
て
30
年
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、記
念
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
ほ
か
、新
た
に
、

「
道
の
駅
発
祥
の
地
」で
あ
る

こ
と
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

建
立
し
、さ
ら
な
る
発
展
を

め
ざ
し
ま
す
。

定
住
対
策
関
係

・
定
住
支
援
対
策
事
業

（
４
６
７
２
万
３
千
円
）

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金
、

就
業
支
度
金
、結
婚
・
出
産

祝
い
金
、住
宅
取
得
補
助
金
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
、不
要
物

撤
去
補
助
金
、家
賃
補
助
金
、

新
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の

交
付
事
業
の
対
象
を
拡
充
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
、１
／
４

ワ
ー
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

実
施
す
る
と
共
に
、新
た
に

各
地
区
に
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
し
、定
住
・
定
着
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

・
事
業
者
版

定
住
促
進
奨
励
補
助
事
業

　
　
（
200
万
円
）

　

町
内
事
業
者
の
働
き
か
け

で
、町
外
か
ら
新
た
に
社
員

な
ど
が
移
住
し
て
き
た
場
合

に
、事
業
者
を
対
象
に
奨
励
金

を
交
付
し
、官
民
で
定
住
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

生
活
交
通
関
係

・デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業

（
499
万
円
）

　

昨
年
度
、福
賀
地
区
で
先
行

開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
、新
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
奈
古
地
区
・
宇
田
郷

地
区
で
も
開
始
し
、高
齢
者

な
ど
の
足
の
確
保
と
交
通
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
地
方
バ
ス
路
線
維
持対

策
事
業

　
（
２
８
３
３
万
７
千
円
）

　

生
活
路
線
バ
ス
・
町
営
バ
ス

の
運
行
会
社
に
対
す
る
赤
字

補
填
を
行
い
、地
域
生
活
交
通

の
路
線
を
維
持
し
ま
す
。

４
．町
の
力
と
な
る

ひ
と
づ
く
り

（
保
育
／

学
校
教
育
／

社
会
教
育

／

協
働
／

住
民
自
治
）

子
育
て
関
係

・
子
育
て
徹
底
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
（
500
万
円
）

　

み
ど
り
保
育
園
の
保
育
料

に
つ
い
て
、国
の
制
度
で
は

無
償
化
対
象
外
の
０
〜
３
歳

未
満
児
も
、町
単
独
で
無
償
化

し
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園
改
修
事
業

（
３
８
０
０
万
円
）

　

み
ど
り
保
育
園
は
、竣
工
後

24
年
経
過
し
、老
朽
化
に
よ
る

危
険
な
劣
化
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、舗
装
や

床
・
壁
な
ど
を
改
修
し
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園

外
国
青
年
招
致
事
業

（
815
万
４
千
円
）

　

園
児
が
日
常
的
に
英
語
に

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

昨
年
度
か
ら
の
カ
ナ
ダ
人

保
育
士
補
助
員
２
人
体
制
を

継
続
す
る
と
共
に
、引
き
続
き

小
学
校
に
も
派
遣
し
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園発

達
支
援
事
業

（
296
万
円
）

　

発
達
支
援
が
必
要
な
園
児

の
保
育
を
支
援
す
る
た
め
、

専
任
の
保
育
士
を
雇
用
し
、

幅
広
い
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
ま
す
。

・フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
広
域
実
施
事
業

　
（
24
万
９
千
円
）

　

新
年
度
か
ら
、阿
武
町
民
も

「
は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
利
用
可
能
に
し
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

・
伴
走
型
相
談
支
援
及
び

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
事
業

　
　
（
280
万
７
千
円
）

　

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て

ま
で
、一
貫
し
た
相
談
支
援
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、妊
娠
・

出
生
の
届
出
を
行
っ
た
世
帯
に

対
し
て
、出
産
・
子
育
て
応
援

ギ
フ
ト
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

・
森
・
里
・
海
の
恵
み
で
育
つ

給
食
事
業

　
　
（
77
万
４
千
円
）

　

学
校
給
食
で
は
、地
元
野
菜

や
無
角
和
牛
、福
賀
す
い
か
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の

特
産
品
を
食
材
に
取
り
入
れ
、

児
童
生
徒
の
食
育
と
郷
土
愛

向
上
を
図
る
と
共
に
、第
一
次

産
業
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

・
子
育
て
支
援

　
　
　

  

学
校
給
食
費

無
償
化
事
業

（
949
万
１
千
円
）

　

新
年
度
か
ら
、小
・
中
学
校

の
学
校
給
食
費
を
、所
得
制
限

な
し
で
補
助
し
、学
校
給
食
費

の
完
全
無
償
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
れ
に
よ
り
、町
内
の

保
育
園
、小
学
校
、中
学
校
の
、

全
て
の
給
食
が
完
全
無
償
化

と
な
り
ま
す
。

・
高
校
生
修
学
支
援
事
業

　
　
（
214
万
１
千
円
）

　

奈
古
地
区
に
比
べ
て
高
校

へ
の
通
学
費
な
ど
の
負
担
が

大
き
い
、福
賀
地
区
、宇
田
郷

地
区
の
生
徒
を
対
象
に
、町
営

バ
ス
の
無
料
化
や
下
宿
代
の

一
部
補
助
を
、引
き
続
き
実
施

し
、保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

社
会
教
育
関
係

・
町
民
セ
ン
タ
ー文化

ホ
ー
ル
事
業

（
550
万
円
）

　

恒
例
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
支
援
や
、質
の
高
い

各
種
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
、

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
町
民
セ
ン
タ
ー
等
改
修
事
業

　
　
（
４
９
２
０
万
２
千
円
）

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
改
修
に

加
え
、竣
工
後
26
年
が
経
過

し
、一
部
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、設
備
の
修
繕
や

改
修
・
更
新
を
行
う
こ
と
で
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

・ま
ち
の
力
と
な
る
人
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
77
万
６
千
円
）

　

引
き
続
き
、「
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
」や「
こ
ど
も
ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
す
る

と
共
に
、「
阿
武
町
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
」の
開
講
な
ど
に

よ
り
、各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
取
り
組
み
に
よ
る
、

こ
れ
か
ら
の
町
の
力
と
な
る

人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

協
働
関
係

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
（
１
４
５
６
万
４
千
円
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
を

新
た
に
雇
用
し
、阿
武
町
版

総
合
戦
略
、地
域
再
生
計
画
に

係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
ま
す
。

・
集
落
支
援
員
事
業

　
　
（
１
０
３
５
万
１
千
円
）

　

集
落
支
援
員
１
名
を
新
た
に

募
集
し
、阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

の
運
営
や
、

ま
ち
の
縁
側
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

５
．未
来
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り

（
環
境
／

土
地
／

社
会
基
盤
）

環
境
関
係

・
阿
武
町
リ
サ
イ
ク
ルセン

タ
ー
内

作
業
機
械
等
更
新
事
業

　
　
（
２
０
８
１
万
２
千
円
）

　

新
た
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

圧
縮
梱
包
機
、ご
み
投
入
用

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
の
更
新
、

ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
ま
す
。

社
会
基
盤
関
係

・
県
営
農
村
災
害
対
策

整
備
事
業（
270
万
円
）

　

福
賀
地
区「
古
屋
た
め
池
」

の
危
険
た
め
池
整
備
を
、引
き

続
き
行
い
ま
す
。

・
町
道
亀
山
十
王
堂
線

道
路
改
良
事
業

（
４
１
２
０
万
円
）

　

バ
イ
パ
ス
お
よ
び
現
道
の
拡

幅
改
良
工
事
を
継
続
し
ま
す
。

・
鹿
島
大
橋
補
修
事
業

　
　
（
２
４
１
０
万
円
）

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、引
き
続
き
補
修

工
事
を
進
め
ま
す
。

・
水
車
橋
補
修
事
業（
910
万
円
）

　

福
賀
地
区
の
町
道
大
番
垰

水
車
線
に
架
か
る
水
車
橋
の

補
修
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
基
幹
町
道
等
側
溝
整
備
事
業

　
　
（
３
０
０
０
万
円
）

　

新
た
に
基
幹
町
道
改
修

計
画
を
策
定
し
、老
朽
化
が

激
し
い
道
路
側
溝
の
改
修

工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

・
町
道
松
原
遠
根
線

舗
装
補
修
事
業（
500
万
円
）

・
町
道
寺
ノ
下
宮
ノ
浴
線

路
肩
整
備
事
業（
600
万
円
）

　

町
道
松
原
遠
根
線
と
町
道

寺
ノ
下
宮
ノ
浴
線
の
路
肩
を

整
備
し
、利
用
者
の
安
全
安
心

を
確
保
し
ま
す
。

・
安
全
安
心
な
道
路
環
境

維
持
の
た
め
の

支
障
木
伐
採
事
業

　
　
（
500
万
円
）

 

通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る

道
路
法
面
の
支
障
木
の
伐
採

な
ど
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
町
道
草
刈
作
業
労
力

負
担
軽
減
事
業

（
２
０
０
０
万
円
）

　

引
き
続
き
、各
自
治
会
の

労
力
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

町
道
の
路
肩
や
法
面
の
舗
装

工
事
な
ど
を
、該
当
自
治
会
と

相
談
し
な
が
ら
、緊
急
性
の

高
い
箇
所
を
選
定
し
て
実
施

し
ま
す
。

・
大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線

奈
古
谷
橋
補
修
工
事

（
590
万
円
）

　

建
設
か
ら
39
年
経
過
す
る

大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線
奈

古
谷
橋
の
長
寿
命
化
対
策

工
事
を
行
い
ま
す
。

６
．安
全
安
心
な

暮
ら
し
づ
く
り

（
交
通
安
全
／

防
犯
／

防
災

／

空
き
家
／

消
費
者
行
政
）

防
災
関
係

・
消
防
救
急
事
務
委
託
事
業

　
　
（
６
３
１
６
万
８
千
円
）

　

令
和
７
年
度
か
ら
山
口
市
、

防
府
市
、萩
市
の
消
防
本
部
に

よ
る
消
防
通
信
指
令
業
務
を

共
同
運
用
し
、高
機
能
消
防

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
、指
令
業
務
の
迅
速
化
・

的
確
化
を
図
り
ま
す
。

・
消
防
自
動
車
更
新
事
業

　
　
（
１
２
７
７
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
消
防
団
福
賀

分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
更
新
し
ま
す
。

・
消
防
団
員

自
動
車
免
許
取
得

補
助
事
業（
30
万
円
）

　

若
い
団
員
が
、ポ
ン
プ
車
を

運
転
で
き
る
よ
う
に
、準
中
型

自
動
車
免
許
の
取
得
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
関
係

・
老
朽
危
険
空
き
家

除
去
促
進
事
業（
200
万
円
）

　

新
た
に
、倒
壊
危
険
家
屋

な
ど
の
除
去
に
要
す
る
経
費

の
一
部
補
助
を
行
い
、町
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
と
住
環
境

の
改
善
、お
よ
び
良
好
な
景
観

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

消
費
者
行
政
関
係

・
消
費
生
活
相
談
機
能
整
備
・

強
化
事
業（
17
万
１
千
円
）

　

多
様
化
す
る
消
費
生
活

ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、専
門
的
で

的
確
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

有
資
格
者
に
よ
る
毎
月
２
回

の
相
談
日
の
設
定
な
ど
、相
談

体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

７
．時
代
に
応
じ
た

行
財
政
運
営

（
行
財
政
／

議
会
）

行
財
政
関
係

・
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

　
　
（
800
万
円
）

　

国
の
方
針
に
基
づ
き
、町
に

お
い
て
も
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
、業
務
効
率
化
を

図
り
、町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
た
め
、「
阿
武
町
版
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ポ
リ
シ
ー
」の
改
定
を
行
い
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

議
会
関
係

・
議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

（
375
万
４
千
円
）

　

議
会
に
お
い
て
、議
員
と

議
会
参
与
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
配
備
し
、議
会
運
営
効
率
化

や
正
確
性
の
向
上
、さ
ら
に
、

資
料
作
成
な
ど
の
労
務
や

経
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

１
．誇
り
と
活
力
の
あ
る

仕
事
づ
く
り

（
産
業
／

経
済
／

労
働
／

雇
用
／

働
き
方
）

農
業
関
係

・
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連

農
地
整
備
事
業

（
523
万
５
千
円
）

　

県
営
奈
古
地
区
農
地
中
間

管
理
機
構
関
連
農
地
整
備

事
業
に
対
し
て
町
負
担
金
を

負
担
し
、ほ
場
整
備
に
よ
り
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
モ
デ
ル
園
地

の
造
成
に
よ
る
特
産
品
栽
培

支
援
や
、農
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
が
ん
ば
る
農
林
水
産
業

就
業
・
経
営
等
支
援
事
業

（
618
万
円
）

　

認
定
新
規
就
農
者
、法
人

就
業
者
、認
定
農
業
者
な
ど
に

対
し
、就
業
・
経
営
に
係
る

経
費
に
対
し
支
援
を
行
い
、

就
農
初
期
の
生
活
に
対
す
る

不
安
解
消
や
機
械
な
ど
の

購
入
や
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

・
新
た
な
農
業
加
工
の
た
め
の

施
設
整
備
事
業

（
100
万
円
）

　

特
産
品
生
産
支
援
の
一
環
で
、

福
賀
漬
物
部
会
が
行
う
、福
賀

す
い
か
幼
果
の
粕
漬
け
作
業
場

と
し
て
、福
賀
小
学
校
の
旧
・

給
食
調
理
場
を
改
修
し
、生
産

支
援
を
行
い
ま
す
。

・
集
落
営
農
法
人
連
合
体

形
成
加
速
化
事
業

（
973
万
５
千
円
）

　

集
落
営
農
法
人
連
合
体
に

必
要
な
機
械
購
入
へ
の
補
助
を

行
い
、農
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

畜
産
業
関
係

・
農
業
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
379
万
円
）

・
集
落
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
442
万
７
千
円
）

　

農
業
支
援
員
と
集
落
支
援
員

を
配
置
し
、無
角
和
種
を
中
心

と
し
た
畜
産
振
興
と
課
題

解
決
を
図
り
ま
す
。

・
資
源
循
環
型
肉
用
牛
経
営

育
成
事
業

（
225
万
８
千
円
）

　

育
成
牛
舎
の
整
備
の
た
め

の
助
成
を
行
い
、無
角
和
種
の

肉
質
、体
質
改
善
を
図
り
ま
す
。

林
業
関
係

・
林
業
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
853
万
４
千
円
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

を
活
用
し
、自
伐
型
林
業
を

実
践
す
る「
林
業
支
援
員
」を

採
用
し
、モ
デ
ル
林
整
備
と

研
修
会
を
通
じ
て
、３
年
間
で

自
伐
型
林
業
の
施
工
技
術
や

森
林
経
営
、知
識
の
向
上
に

努
め
る
と
共
に
、地
域
へ
の

適
正
な
ど
も
見
極
め
、任
期

満
了
後
も
定
住
で
き
る
よ
う

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

の
慢
性
的
な
担
い
手
不
足
の

解
消
と
、地
域
の
活
性
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

水
産
業
関
係

・
間
伐
材
魚
礁
整
備
事
業

　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

　

地
域
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
人
工
魚
礁
を
整
備
し
、

水
産
資
源
の
保
護
・
増
殖
を

図
り
ま
す
。

・
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

　
　
（
６
９
０
０
万
円
）

・
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　
　
（
２
２
０
０
万
円
）

・
漁
港
単
独
改
良
事
業

　
　
（
２
４
７
０
万
円
）

　

漁
港
施
設
の
機
能
保
全

工
事
な
ど
を
行
い
、漁
港
施
設

の
長
寿
命
化
と
更
新
コ
ス
ト
の

平
準
化
・
縮
減
を
図
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
関
係

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　
　
（
167
万
６
千
円
）

　

国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

有
害
鳥
獣
対
策
を
、町
単
独
で

支
援
し
、農
林
業
の
被
害
防
止

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、狩
猟
免
許
の
取
得
を

奨
励
し
、猟
友
会
員
の
担
い
手

を
確
保
し
ま
す
。

商
工
業
関
係

・
企
業
誘
致
推
進
事
業

　
　
（
208
万
６
千
円
）

　

町
内
進
出
を
希
望
す
る

企
業
に
、工
場
用
地
の
整
備
や

お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
提
供
を
行
う
な
ど
、柔
軟
で

積
極
的
な
支
援
を
実
施
し
、

雇
用
の
場
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
誘
致
推
進
員
と

共
に
積
極
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動

を
展
開
し
、地
縁
・
血
縁
を

活
か
し
た
企
業
誘
致
や
起
業
化

を
図
り
ま
す
。

・
地
域
内
循
環

地
方
創
生
特
別
事
業

（
６
２
３
４
万
１
千
円
）

　

第
２
次
阿
武
町
版
総
合

戦
略
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
、

阿
武
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
機
能
強
化

事
業
、地
域
通
貨
導
入
事
業
、

地
域
内
生
産
物
消
費
促
進

事
業
を
一
体
的
に
展
開
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
．個
が
尊
重
さ
れ
る

生
活
づ
く
り

（
福
祉
／

介
護
／

医
療
／

社
会
保
険 

／

男
女
共
同
参
画
／

人
権
）

福
祉
関
係

・
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

建
設
事
業

（
４
１
６
１
万
４
千
円
）

　

障
害
者
福
祉
を
社
会
的

使
命
と
捉
え
、一
方
で
は
農
福

連
携
、商
工
福
連
携
の
具
現
化

の
た
め
に
、令
和
７
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
計
や
用
地
取
得
を

行
い
ま
す
。

・あ
ぶ
健
康
い
き
い
き

フ
ェ
ス
タ
事
業

（
133
万
円
）

　

従
来
の「
敬
老
の
日
大
会
」

と「
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」を

一
体
化
し
た
行
事
と
し
て

「
あ
ぶ
健
康
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。

・
成
年
後
見
制
度利

用
促
進
事
業

（
17
万
５
千
円
）

　

新
た
に
、意
思
決
定
が
困
難

な
方
に
対
す
る「
成
年
後
見

制
度
中
核
機
関
」の
設
置
準
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
福
祉
バ
ス
等
助
成
事
業

　
　
（
120
万
円
）

　

引
き
続
き
、在
宅
の
高
齢
者

な
ど
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

4



シ
バ
ノ

75
歳
以
上
の
方
を
は
じ
め
、

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
、

妊
産
婦
、透
析
患
者
な
ど
の
方

を
対
象
に
、
町
営
バ
ス
や

デ
マ
ン
ド
型
交
通
な
ど
の

利
用
運
賃
を
一
部
助
成
し
ま
す
。

介
護
関
係

・
高
齢
者
の
保
健
事
業
と

介
護
予
防
に
か
か
る

一
体
化
事
業

　
　
（
１
１
０
５
万
９
千
円
）

　

後
期
高
齢
者
広
域
連
合
の

委
託
を
受
け
、介
護
保
険
の

地
域
支
援
事
業
の
一
部
を
後
期

高
齢
者
の
保
健
事
業
に
移
行

し
、高
齢
者
の
心
身
の
多
様
な

課
題
の
実
態
把
握
や
、介
護

予
防
、生
活
習
慣
病
な
ど
の

重
症
化
を
予
防
し
、健
康
寿
命

の
延
伸
を
図
り
ま
す
。

保
健
関
係

・
が
ん
検
診
等

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
）

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

（
107
万
８
千
円
）

　

新
た
に
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

の
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
ア
プ
リ
を

活
用
し
て
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
通
じ
て
24
時
間
対
応
可
能
な

「
が
ん
検
診
」な
ど
の
予
約

シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、受
診
率

向
上
や
、受
診
し
や
す
い
体
制

づ
く
り
を
行
い
、が
ん
の
早
期

発
見
に
つ
な
げ
ま
す
。

・
帯
状
疱
疹
予
防
ワ
ク
チ
ン

接
種
事
業

（
25
万
円
）

　

帯
状
疱
疹
の
発
病
・
重
症
化

を
予
防
す
る
た
め
、新
た
に
、

50
歳
以
上
の
方
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
費
用
の
半
額
を
助
成

し
ま
す
。

・こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業

　
　
（
634
万
７
千
円
）

　

阿
武
町
独
自
の
取
り
組
み

と
し
て
、引
き
続
き
、０
歳
児

か
ら
高
校
生
ま
で
の
医
療
費

の
無
料
化
を
実
施
し
ま
す
。

・
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
助
成
事
業

　
　
（
425
万
５
千
円
）

　

引
き
続
き
、75
歳
以
上
の
方

の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

代
金
の
全
額
助
成
、そ
の
他
の

高
齢
者
の
接
種
費
用
の
軽
減

を
行
い
ま
す
。

・
子
ど
も
等
へ
の

任
意
予
防
接
種
助
成
事
業

（
29
万
６
千
円
）

　

妊
娠
を
希
望
す
る
女
性
と

そ
の
家
族
に
対
す
る「
風
疹

ワ
ク
チ
ン
」、子
ど
も
の「
流
行
性

耳
下
腺
炎
」、「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」

の
任
意
予
防
接
種
代
金
の

半
額
を
助
成
し
ま
す
。

・
特
定
不
妊
治
療
支
援
事
業

　
　
（
49
万
５
千
円
）

　

不
妊
治
療
の
経
済
的
負
担

を
軽
減
す
る
た
め
、治
療
費
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

３
．人
が
集
ま
るまち

づ
く
り

（
観
光
／

住
宅
／

移
住
定
住

／

交
流
／

交
通
）

観
光
関
係

・
観
光
振
興
事
業（
200
万
円
）

　

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド

へ
の
来
場
者
に
向
け
た
、体
験

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
な
ど
を

通
じ
て
、町
内
全
域
へ
の
相
乗

効
果
を
図
り
な
が
ら
、新
た
な

町
の
産
業
振
興
を
図
り
、観
光

振
興
の
要
と
な
る「
阿
武
町

観
光
ナ
ビ
協
議
会
」の
運
営
に

つ
い
て
、引
き
続
き
、支
援
を

行
い
ま
す
。

・西
台
展
望
台
設
置
事
業

　
　
（
900
万
円
）

　

福
賀
地
区
の
観
光
拠
点
の

ひ
と
つ
で
あ
る
西
台
の
高
原
に
、

新
た
な
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て

展
望
台
を
設
置
し
ま
す
。

・
道
の
駅
阿
武
町

登
録
30
周
年
記
念
事
業

（
150
万
円
）

　

阿
武
町
の
観
光
や
経
済
の

拠
点
で
あ
る「
道
の
駅
阿
武
町
」

が
、今
年
で
道
の
駅
に
登
録

さ
れ
て
30
年
目
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、記
念
式
典
や
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
ほ
か
、新
た
に
、

「
道
の
駅
発
祥
の
地
」で
あ
る

こ
と
を
示
す
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
を

建
立
し
、さ
ら
な
る
発
展
を

め
ざ
し
ま
す
。

定
住
対
策
関
係

・
定
住
支
援
対
策
事
業

（
４
６
７
２
万
３
千
円
）

　

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
奨
励
金
、

就
業
支
度
金
、結
婚
・
出
産

祝
い
金
、住
宅
取
得
補
助
金
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
、不
要
物

撤
去
補
助
金
、家
賃
補
助
金
、

新
婚
新
生
活
支
援
補
助
金
の

交
付
事
業
の
対
象
を
拡
充
し
、

空
き
家
バ
ン
ク
事
業
、１
／
４

ワ
ー
ク
ス
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も

実
施
す
る
と
共
に
、新
た
に

各
地
区
に
定
住
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
配
置
し
、定
住
・
定
着
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

・
事
業
者
版

定
住
促
進
奨
励
補
助
事
業

　
　
（
200
万
円
）

　

町
内
事
業
者
の
働
き
か
け

で
、町
外
か
ら
新
た
に
社
員

な
ど
が
移
住
し
て
き
た
場
合

に
、事
業
者
を
対
象
に
奨
励
金

を
交
付
し
、官
民
で
定
住
の

促
進
を
図
り
ま
す
。

生
活
交
通
関
係

・デ
マ
ン
ド
型
交
通
運
行
事
業

（
499
万
円
）

　

昨
年
度
、福
賀
地
区
で
先
行

開
始
し
た
デ
マ
ン
ド
型
交
通

サ
ー
ビ
ス
を
、新
年
度
か
ら
は
、

新
た
に
奈
古
地
区
・
宇
田
郷

地
区
で
も
開
始
し
、高
齢
者

な
ど
の
足
の
確
保
と
交
通
の

利
便
性
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
地
方
バ
ス
路
線
維
持対

策
事
業

　
（
２
８
３
３
万
７
千
円
）

　

生
活
路
線
バ
ス
・
町
営
バ
ス

の
運
行
会
社
に
対
す
る
赤
字

補
填
を
行
い
、地
域
生
活
交
通

の
路
線
を
維
持
し
ま
す
。

４
．町
の
力
と
な
る

ひ
と
づ
く
り

（
保
育
／

学
校
教
育
／

社
会
教
育

／

協
働
／

住
民
自
治
）

子
育
て
関
係

・
子
育
て
徹
底
サ
ポ
ー
ト
事
業

　
　
（
500
万
円
）

　

み
ど
り
保
育
園
の
保
育
料

に
つ
い
て
、国
の
制
度
で
は

無
償
化
対
象
外
の
０
〜
３
歳

未
満
児
も
、町
単
独
で
無
償
化

し
、子
育
て
世
帯
の
経
済
的
な

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園
改
修
事
業

（
３
８
０
０
万
円
）

　

み
ど
り
保
育
園
は
、竣
工
後

24
年
経
過
し
、老
朽
化
に
よ
る

危
険
な
劣
化
箇
所
が
見
受
け

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、舗
装
や

床
・
壁
な
ど
を
改
修
し
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園

外
国
青
年
招
致
事
業

（
815
万
４
千
円
）

　

園
児
が
日
常
的
に
英
語
に

ふ
れ
あ
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

昨
年
度
か
ら
の
カ
ナ
ダ
人

保
育
士
補
助
員
２
人
体
制
を

継
続
す
る
と
共
に
、引
き
続
き

小
学
校
に
も
派
遣
し
ま
す
。

・み
ど
り
保
育
園発

達
支
援
事
業

（
296
万
円
）

　

発
達
支
援
が
必
要
な
園
児

の
保
育
を
支
援
す
る
た
め
、

専
任
の
保
育
士
を
雇
用
し
、

幅
広
い
保
育
ニ
ー
ズ
に
対
応

し
ま
す
。

・フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
広
域
実
施
事
業

　
（
24
万
９
千
円
）

　

新
年
度
か
ら
、阿
武
町
民
も

「
は
ぎ
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
利
用
可
能
に
し
、

子
育
て
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

・
伴
走
型
相
談
支
援
及
び

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
事
業

　
　
（
280
万
７
千
円
）

　

妊
娠
期
か
ら
出
産
・
子
育
て

ま
で
、一
貫
し
た
相
談
支
援
の

充
実
を
図
る
と
共
に
、妊
娠
・

出
生
の
届
出
を
行
っ
た
世
帯
に

対
し
て
、出
産
・
子
育
て
応
援

ギ
フ
ト
と
し
て
、そ
れ
ぞ
れ

５
万
円
を
給
付
す
る
こ
と
で
、

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す
。

・
森
・
里
・
海
の
恵
み
で
育
つ

給
食
事
業

　
　
（
77
万
４
千
円
）

　

学
校
給
食
で
は
、地
元
野
菜

や
無
角
和
牛
、福
賀
す
い
か
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
な
ど
の

特
産
品
を
食
材
に
取
り
入
れ
、

児
童
生
徒
の
食
育
と
郷
土
愛

向
上
を
図
る
と
共
に
、第
一
次

産
業
の
振
興
を
推
進
し
ま
す
。

・
子
育
て
支
援

　
　
　

  

学
校
給
食
費

無
償
化
事
業

（
949
万
１
千
円
）

　

新
年
度
か
ら
、小
・
中
学
校

の
学
校
給
食
費
を
、所
得
制
限

な
し
で
補
助
し
、学
校
給
食
費

の
完
全
無
償
化
を
図
り
ま
す
。

　

な
お
、こ
れ
に
よ
り
、町
内
の

保
育
園
、小
学
校
、中
学
校
の
、

全
て
の
給
食
が
完
全
無
償
化

と
な
り
ま
す
。

・
高
校
生
修
学
支
援
事
業

　
　
（
214
万
１
千
円
）

　

奈
古
地
区
に
比
べ
て
高
校

へ
の
通
学
費
な
ど
の
負
担
が

大
き
い
、福
賀
地
区
、宇
田
郷

地
区
の
生
徒
を
対
象
に
、町
営

バ
ス
の
無
料
化
や
下
宿
代
の

一
部
補
助
を
、引
き
続
き
実
施

し
、保
護
者
の
負
担
軽
減
を

図
り
ま
す
。

社
会
教
育
関
係

・
町
民
セ
ン
タ
ー文化

ホ
ー
ル
事
業

（
550
万
円
）

　

恒
例
の
ジ
ャ
ズ
コ
ン
サ
ー
ト

の
開
催
支
援
や
、質
の
高
い

各
種
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
を
、

引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
町
民
セ
ン
タ
ー
等
改
修
事
業

　
　
（
４
９
２
０
万
２
千
円
）

　

図
書
コ
ー
ナ
ー
の
改
修
に

加
え
、竣
工
後
26
年
が
経
過

し
、一
部
が
老
朽
化
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、設
備
の
修
繕
や

改
修
・
更
新
を
行
う
こ
と
で
、

利
便
性
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

・ま
ち
の
力
と
な
る
人
づ
く
り

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

（
77
万
６
千
円
）

　

引
き
続
き
、「
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
タ
」や「
こ
ど
も
ミ
ラ
イ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
実
施
す
る

と
共
に
、「
阿
武
町
オ
ー
プ
ン

カ
レ
ッ
ジ
」の
開
講
な
ど
に

よ
り
、各
世
代
の
ニ
ー
ズ
に

合
っ
た
取
り
組
み
に
よ
る
、

こ
れ
か
ら
の
町
の
力
と
な
る

人
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

協
働
関
係

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業

　
　
（
１
４
５
６
万
４
千
円
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
２
名
を

新
た
に
雇
用
し
、阿
武
町
版

総
合
戦
略
、地
域
再
生
計
画
に

係
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進

し
ま
す
。

・
集
落
支
援
員
事
業

　
　
（
１
０
３
５
万
１
千
円
）

　

集
落
支
援
員
１
名
を
新
た
に

募
集
し
、阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

の
運
営
や
、

ま
ち
の
縁
側
事
業
を
推
進

し
ま
す
。

５
．未
来
に
つ
な
ぐ

環
境
づ
く
り

（
環
境
／

土
地
／

社
会
基
盤
）

環
境
関
係

・
阿
武
町
リ
サ
イ
ク
ルセン

タ
ー
内

作
業
機
械
等
更
新
事
業

　
　
（
２
０
８
１
万
２
千
円
）

　

新
た
に
、ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等

圧
縮
梱
包
機
、ご
み
投
入
用

ホ
イ
ー
ル
ロ
ー
ダ
ー
の
更
新
、

ト
イ
レ
を
水
洗
化
し
ま
す
。

社
会
基
盤
関
係

・
県
営
農
村
災
害
対
策

整
備
事
業（
270
万
円
）

　

福
賀
地
区「
古
屋
た
め
池
」

の
危
険
た
め
池
整
備
を
、引
き

続
き
行
い
ま
す
。

・
町
道
亀
山
十
王
堂
線

道
路
改
良
事
業

（
４
１
２
０
万
円
）

　

バ
イ
パ
ス
お
よ
び
現
道
の
拡

幅
改
良
工
事
を
継
続
し
ま
す
。

・
鹿
島
大
橋
補
修
事
業

　
　
（
２
４
１
０
万
円
）

　

橋
梁
長
寿
命
化
修
繕
計
画

に
基
づ
き
、引
き
続
き
補
修

工
事
を
進
め
ま
す
。

・
水
車
橋
補
修
事
業（
910
万
円
）

　

福
賀
地
区
の
町
道
大
番
垰

水
車
線
に
架
か
る
水
車
橋
の

補
修
設
計
業
務
を
行
い
ま
す
。

・
基
幹
町
道
等
側
溝
整
備
事
業

　
　
（
３
０
０
０
万
円
）

　

新
た
に
基
幹
町
道
改
修

計
画
を
策
定
し
、老
朽
化
が

激
し
い
道
路
側
溝
の
改
修

工
事
を
計
画
的
に
進
め
ま
す
。

・
町
道
松
原
遠
根
線

舗
装
補
修
事
業（
500
万
円
）

・
町
道
寺
ノ
下
宮
ノ
浴
線

路
肩
整
備
事
業（
600
万
円
）

　

町
道
松
原
遠
根
線
と
町
道

寺
ノ
下
宮
ノ
浴
線
の
路
肩
を

整
備
し
、利
用
者
の
安
全
安
心

を
確
保
し
ま
す
。

・
安
全
安
心
な
道
路
環
境

維
持
の
た
め
の

支
障
木
伐
採
事
業

　
　
（
500
万
円
）

 

通
行
に
支
障
を
来
し
て
い
る

道
路
法
面
の
支
障
木
の
伐
採

な
ど
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

・
町
道
草
刈
作
業
労
力

負
担
軽
減
事
業

（
２
０
０
０
万
円
）

　

引
き
続
き
、各
自
治
会
の

労
力
負
担
軽
減
を
図
る
た
め
、

町
道
の
路
肩
や
法
面
の
舗
装

工
事
な
ど
を
、該
当
自
治
会
と

相
談
し
な
が
ら
、緊
急
性
の

高
い
箇
所
を
選
定
し
て
実
施

し
ま
す
。

・
大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線

奈
古
谷
橋
補
修
工
事

（
590
万
円
）

　

建
設
か
ら
39
年
経
過
す
る

大
規
模
林
道
波
佐
阿
武
線
奈

古
谷
橋
の
長
寿
命
化
対
策

工
事
を
行
い
ま
す
。

６
．安
全
安
心
な

暮
ら
し
づ
く
り

（
交
通
安
全
／

防
犯
／

防
災

／

空
き
家
／

消
費
者
行
政
）

防
災
関
係

・
消
防
救
急
事
務
委
託
事
業

　
　
（
６
３
１
６
万
８
千
円
）

　

令
和
７
年
度
か
ら
山
口
市
、

防
府
市
、萩
市
の
消
防
本
部
に

よ
る
消
防
通
信
指
令
業
務
を

共
同
運
用
し
、高
機
能
消
防

通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に

よ
る
、指
令
業
務
の
迅
速
化
・

的
確
化
を
図
り
ま
す
。

・
消
防
自
動
車
更
新
事
業

　
　
（
１
２
７
７
万
円
）

　

老
朽
化
し
た
消
防
団
福
賀

分
団
の
小
型
動
力
ポ
ン
プ
付

積
載
車
を
更
新
し
ま
す
。

・
消
防
団
員

自
動
車
免
許
取
得

補
助
事
業（
30
万
円
）

　

若
い
団
員
が
、ポ
ン
プ
車
を

運
転
で
き
る
よ
う
に
、準
中
型

自
動
車
免
許
の
取
得
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
関
係

・
老
朽
危
険
空
き
家

除
去
促
進
事
業（
200
万
円
）

　

新
た
に
、倒
壊
危
険
家
屋

な
ど
の
除
去
に
要
す
る
経
費

の
一
部
補
助
を
行
い
、町
民
の

安
全
・
安
心
の
確
保
と
住
環
境

の
改
善
、お
よ
び
良
好
な
景
観

の
維
持
に
努
め
ま
す
。

消
費
者
行
政
関
係

・
消
費
生
活
相
談
機
能
整
備
・

強
化
事
業（
17
万
１
千
円
）

　

多
様
化
す
る
消
費
生
活

ト
ラ
ブ
ル
に
対
し
、専
門
的
で

的
確
な
相
談
に
応
じ
る
た
め
、

有
資
格
者
に
よ
る
毎
月
２
回

の
相
談
日
の
設
定
な
ど
、相
談

体
制
を
充
実
さ
せ
ま
す
。

７
．時
代
に
応
じ
た

行
財
政
運
営

（
行
財
政
／

議
会
）

行
財
政
関
係

・
行
政
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
事
業

　
　
（
800
万
円
）

　

国
の
方
針
に
基
づ
き
、町
に

お
い
て
も
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の

活
用
に
よ
る
、業
務
効
率
化
を

図
り
、町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を

図
る
た
め
、「
阿
武
町
版
Ｄ
Ｘ

推
進
計
画
」、「
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・

ポ
リ
シ
ー
」の
改
定
を
行
い
、

自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
ま
す
。

議
会
関
係

・
議
会
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

シ
ス
テ
ム
導
入
事
業

（
375
万
４
千
円
）

　

議
会
に
お
い
て
、議
員
と

議
会
参
与
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
配
備
し
、議
会
運
営
効
率
化

や
正
確
性
の
向
上
、さ
ら
に
、

資
料
作
成
な
ど
の
労
務
や

経
費
の
削
減
を
図
り
ま
す
。

１
．誇
り
と
活
力
の
あ
る

仕
事
づ
く
り

（
産
業
／

経
済
／

労
働
／

雇
用
／

働
き
方
）

農
業
関
係

・
農
地
中
間
管
理
機
構
関
連

農
地
整
備
事
業

（
523
万
５
千
円
）

　

県
営
奈
古
地
区
農
地
中
間

管
理
機
構
関
連
農
地
整
備

事
業
に
対
し
て
町
負
担
金
を

負
担
し
、ほ
場
整
備
に
よ
り
、

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
モ
デ
ル
園
地

の
造
成
に
よ
る
特
産
品
栽
培

支
援
や
、農
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
を
推
進
し
ま
す
。

・
が
ん
ば
る
農
林
水
産
業

就
業
・
経
営
等
支
援
事
業

（
618
万
円
）

　

認
定
新
規
就
農
者
、法
人

就
業
者
、認
定
農
業
者
な
ど
に

対
し
、就
業
・
経
営
に
係
る

経
費
に
対
し
支
援
を
行
い
、

就
農
初
期
の
生
活
に
対
す
る

不
安
解
消
や
機
械
な
ど
の

購
入
や
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

・
新
た
な
農
業
加
工
の
た
め
の

施
設
整
備
事
業

（
100
万
円
）

　

特
産
品
生
産
支
援
の
一
環
で
、

福
賀
漬
物
部
会
が
行
う
、福
賀

す
い
か
幼
果
の
粕
漬
け
作
業
場

と
し
て
、福
賀
小
学
校
の
旧
・

給
食
調
理
場
を
改
修
し
、生
産

支
援
を
行
い
ま
す
。

・
集
落
営
農
法
人
連
合
体

形
成
加
速
化
事
業

（
973
万
５
千
円
）

　

集
落
営
農
法
人
連
合
体
に

必
要
な
機
械
購
入
へ
の
補
助
を

行
い
、農
作
業
の
省
力
化
・

効
率
化
を
図
り
ま
す
。

畜
産
業
関
係

・
農
業
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
379
万
円
）

・
集
落
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
442
万
７
千
円
）

　

農
業
支
援
員
と
集
落
支
援
員

を
配
置
し
、無
角
和
種
を
中
心

と
し
た
畜
産
振
興
と
課
題

解
決
を
図
り
ま
す
。

・
資
源
循
環
型
肉
用
牛
経
営

育
成
事
業

（
225
万
８
千
円
）

　

育
成
牛
舎
の
整
備
の
た
め

の
助
成
を
行
い
、無
角
和
種
の

肉
質
、体
質
改
善
を
図
り
ま
す
。

林
業
関
係

・
林
業
支
援
員
設
置
事
業

　
　
（
853
万
４
千
円
）

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
制
度

を
活
用
し
、自
伐
型
林
業
を

実
践
す
る「
林
業
支
援
員
」を

採
用
し
、モ
デ
ル
林
整
備
と

研
修
会
を
通
じ
て
、３
年
間
で

自
伐
型
林
業
の
施
工
技
術
や

森
林
経
営
、知
識
の
向
上
に

努
め
る
と
共
に
、地
域
へ
の

適
正
な
ど
も
見
極
め
、任
期

満
了
後
も
定
住
で
き
る
よ
う

必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
で
、

町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
林
業

の
慢
性
的
な
担
い
手
不
足
の

解
消
と
、地
域
の
活
性
化
を

め
ざ
し
ま
す
。

水
産
業
関
係

・
間
伐
材
魚
礁
整
備
事
業

　
　
（
１
０
０
０
万
円
）

　

地
域
間
伐
材
な
ど
を
活
用

し
た
人
工
魚
礁
を
整
備
し
、

水
産
資
源
の
保
護
・
増
殖
を

図
り
ま
す
。

・
水
産
物
供
給
基
盤
整
備
事
業

　
　
（
６
９
０
０
万
円
）

・
海
岸
保
全
施
設
整
備
事
業

　
　
（
２
２
０
０
万
円
）

・
漁
港
単
独
改
良
事
業

　
　
（
２
４
７
０
万
円
）

　

漁
港
施
設
の
機
能
保
全

工
事
な
ど
を
行
い
、漁
港
施
設

の
長
寿
命
化
と
更
新
コ
ス
ト
の

平
準
化
・
縮
減
を
図
り
ま
す
。

有
害
鳥
獣
対
策
関
係

・
有
害
鳥
獣
対
策
事
業

　
　
（
167
万
６
千
円
）

　

国
の
補
助
対
象
と
な
ら
な
い

有
害
鳥
獣
対
策
を
、町
単
独
で

支
援
し
、農
林
業
の
被
害
防
止

を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、狩
猟
免
許
の
取
得
を

奨
励
し
、猟
友
会
員
の
担
い
手

を
確
保
し
ま
す
。

商
工
業
関
係

・
企
業
誘
致
推
進
事
業

　
　
（
208
万
６
千
円
）

　

町
内
進
出
を
希
望
す
る

企
業
に
、工
場
用
地
の
整
備
や

お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

の
提
供
を
行
う
な
ど
、柔
軟
で

積
極
的
な
支
援
を
実
施
し
、

雇
用
の
場
確
保
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、企
業
誘
致
推
進
員
と

共
に
積
極
的
な
セ
ー
ル
ス
活
動

を
展
開
し
、地
縁
・
血
縁
を

活
か
し
た
企
業
誘
致
や
起
業
化

を
図
り
ま
す
。

・
地
域
内
循
環

地
方
創
生
特
別
事
業

（
６
２
３
４
万
１
千
円
）

　

第
２
次
阿
武
町
版
総
合

戦
略
に
基
づ
く
施
策
と
し
て
、

阿
武
町
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
機
能
強
化

事
業
、地
域
通
貨
導
入
事
業
、

地
域
内
生
産
物
消
費
促
進

事
業
を
一
体
的
に
展
開
し
、

持
続
可
能
な
循
環
型
社
会

構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

２
．個
が
尊
重
さ
れ
る

生
活
づ
く
り

（
福
祉
／

介
護
／

医
療
／

社
会
保
険 

／

男
女
共
同
参
画
／

人
権
）

福
祉
関
係

・
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

建
設
事
業

（
４
１
６
１
万
４
千
円
）

　

障
害
者
福
祉
を
社
会
的

使
命
と
捉
え
、一
方
で
は
農
福

連
携
、商
工
福
連
携
の
具
現
化

の
た
め
に
、令
和
７
年
度
の

供
用
開
始
に
向
け
、グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
の
設
計
や
用
地
取
得
を

行
い
ま
す
。

・あ
ぶ
健
康
い
き
い
き

フ
ェ
ス
タ
事
業

（
133
万
円
）

　

従
来
の「
敬
老
の
日
大
会
」

と「
福
祉
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」を

一
体
化
し
た
行
事
と
し
て

「
あ
ぶ
健
康
い
き
い
き
フ
ェ
ス
タ
」

を
開
催
し
ま
す
。

・
成
年
後
見
制
度利

用
促
進
事
業

（
17
万
５
千
円
）

　

新
た
に
、意
思
決
定
が
困
難

な
方
に
対
す
る「
成
年
後
見

制
度
中
核
機
関
」の
設
置
準
備

に
取
り
組
み
ま
す
。

・
福
祉
バ
ス
等
助
成
事
業

　
　
（
120
万
円
）

　

引
き
続
き
、在
宅
の
高
齢
者

な
ど
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
、

5



人口減少に歯止めを

阿武町の定住対策
　

阿
武
町
で
は
、人
口
減
少
を
喫
緊
の
課
題
と
定
め
、

定
住
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

令
和
４
年
度
の
人
口
動
態
で
は
、前
年
度
と
比
べ
、

自
然
増
減
マ
イ
ナ
ス
60
人（
死
亡
72
人
・
出
生
12
人
）に

対
し
、社
会
増
減
プ
ラ
ス
17
人（
転
出
88
人
・
転
入
105
人
）、

合
計
の
人
口
増
減
は
マ
イ
ナ
ス
43
人
と
な
っ
て
お
り
、

こ
れ
は
、過
去
数
十
年
の
集
計
に
お
い
て
、最
も
、

社
会
増
が
大
き
く
、最
も
、人
口
の
減
少
幅
が
少
な
い

結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
町
が
進
め
て
き
た
定
住
対
策
の
効
果
が
、

目
に
見
え
る
数
字
と
し
て
表
れ
て
き
た
、ひ
と
つ
の

成
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
も
、充
実
の
定
住
対
策
で
存
在
感
を
発
揮
し
、

「
選
ば
れ
る
町
」と
な
れ
る
よ
う
に
取
り
組
み
ま
す
。

自然増減 ： 出生・死亡による人口増減　　社会増減 ： 転入・転出による人口増減
　令和４年度の人口動態は、過去数十年で最大の社会増があり、人口全体の減少幅も　
　最少となりました。また、「出生12人」という数字は、７年ぶりの「２ケタ」の大台です。   

このほか、高校生までの医療費無料化、保育料の完全無償化など、
さまざまな子育て支援の取り組みを、継続して進めてまいります。

４月１日～
阿武町でも利用可能に！

ファミリー・
 　サポート・
 　　センター
子育ての手助けをしてほしい人と、
子育てをお手伝いしたい人が、
お互いに助けられたり、助けたりして
育児の相互援助を行う組織です。
子育てしやすい環境を整え、

地域全体で援助していくことによって
「安心して子育てができる地域」を

めざしています。

健康福祉課 ☎2-3115

利用には会員登録が必要です。
詳しくはお問い合わせください。

子育て支援
学校給食無償化事業
　阿武町では、子育て支援施策の一環として、
令和５年度から、学校給食の無償化を行います！
　町内に住所があり義務教育を受けている、すべての児童生徒の保護者が対象です。
　町立小中学校に通学の場合は手続きが不要ですが、町外の義務教育諸学校に通学している
　場合は手続きが必要です。 　　（該当すると思われるご家庭には５月中に案内文書をお送りします）

教育委員会 ☎2-0501

子育てしやすい町をめざして
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人口 4,531人
　転入 99人
　転出 150人
　出生 24人
　死亡 74人

平成14～令和４年度
人口移動報告書を基に作成

人口 4,064人
　転入 93人
　転出 121人
　出生 22人
　死亡 79人

人口 3,749人
　転入 108人
　転出 100人
　出生 19人
　死亡 82人

人口 3,360人
　転入 90人
　転出 105人
　出生 9人
　死亡 102人

人口 3,046人
　転入 105人
　転出  88人
　出生  12人
　死亡  72人
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就業支度金

結婚新生活支援補助金結婚祝金
男女ともに町内で暮らし、
住み続ける意思のある方が
結婚された場合、
町から10万円の「祝金」を
贈ります！

夫婦ともに39歳以下で
世帯所得500万円未満の
新婚世帯に、住宅取得・
賃貸・引っ越し・住宅リフォームの
費用を補助します！（上限30万円）

家賃補助金
新たにＵ・Ｉターン世帯が町内の賃貸住宅に入居された場合、６ヶ月ごとの申請で
家賃の２分の１の額を、２年間補助します！（上限：月２万円）

住宅取得補助金
１．基本補助金　　　
　①～④のいずれかの方が住宅を取得された場合、対象経費の10分の１の額を補助
　【①新婚世帯】　【②子育て世帯】　【③Ｉターン者】　【④Ｕターン者（65歳以下）】
　　　(１) 新築住宅取得（150万円が上限）　　(２) 中古住宅取得（30万円が上限）
２．加算補助金　
　　　(１) 町内業者の施工で新築住宅を取得された場合は、基本補助金に50万円を加算
　　　(２) 町の分譲宅地を購入し住宅を新築された場合は、基本補助金に30万円を加算

空き家リフォーム補助金
１．リフォーム　
　町の空き家バンク登録物件に、50万円以上のリフォームを行った場合
　　　（１）町内建築業者の場合 …… 補助対象経費の２分の１の額を補助（上限100万円）
　　　（２）町外建築業者の場合 …… 補助対象経費の２分の１の額を補助（上限75万円）　　
２．不要物の撤去補助金　
　町の空き家バンクに登録された物件の不要物撤去を、町内の業者に委託して10万円以上の
　一般廃棄物処理を適正に行った場合、補助対象経費の２分の１の額を補助（上限30万円）

町内で暮らしている方が新卒で就業
された場合、「支度金」を交付します！
　（１） 町内就業　　　  10万円
　（２） 町外就業（通勤）   ５万円

阿武っ子出産祝金
町民の方の出産時に、「祝金」を贈ります！
　　（１） 第１子　　　　20万円
　　（２） 第２子　　　　30万円
　　（３） 第３子　　　　50万円
　　（４） 第４子以降　  100万円

町内の第一次産業への初就業者には
さらに５万円を交付！（転職含む）

双方が29歳以下の場合は上限60万円

定住意思のある65歳以下の方が、
就業のためにＵターンされた場合、
奨励金を交付します！
　　単身世帯：10万円
　　家族世帯：20万円

Uターン奨励金

定住意思のある方がＩターンされた
場合、奨励金を交付します！
　　単身世帯：10万円
　　家族世帯：20万円

Iターン奨励金

Ｕ・Ｉターンともに
中学生以下１人につき
10万円を加算します！
（上限30万円）

◆
定
住
奨
励
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、い
く
つ
か
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。申
請
に
あ
た
っ
て
は
、事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　

ま
ち
づ
く
り
推
進
課 

☎
２‐

３
１
１
１

定住奨励金
令和５年度から、ますます拡充！
　・「Uターン奨励金」の対象者を50歳以下から65歳以下へ拡大
　・「結婚新生活支援補助金」の対象となる世帯の範囲を拡大

新生活のスタートは阿武町で！
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な
が
や
ま

ま
さ
の
り

キ
ヨ
ガ
ハ
マ

ベ
ー
ス

ベ
ー
ス

エ
ン
ガ
ワ

議
案
審
議（
32
件
）

◆
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例

　

令
和
３
年
５
月
19
日
公
布

の「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」に

お
い
て
、「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」が
新
保
護
法
と

し
て
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど

に
関
す
る
共
通
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
、今
年
度
か
ら
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、

「
阿
武
町
個
人
情
報
保
護

条
例
」を
廃
止
し
、本
条
例
を

新
た
に
制
定
し
ま
す
。

◆
情
報
公
開・個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

　

個
人
情
報
保
護
制
度
の

適
正
・
公
正
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、現
行
の「
阿
武
町

情
報
公
開
審
査
会
」を
改
め
、

新
た
に「
阿
武
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
」を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の一
部
改
正

　

職
員
の
定
年
の
段
階
的

引
き
上
げ
に
つ
い
て
、福
賀

診
療
所
医
師
を
除
外
す
る
旨

を
明
記
し
、現
行
ど
お
り
定
年

を
65
歳
と
し
、役
職
定
年
制
を

超
え
た
役
職
群
の
設
定
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
一
般
職
職
員
等
の

旅
費
に
関
す
る
条
例

　

職
員
な
ど
の
旅
費
に
つ
い
て
、

他
市
町
と
比
較
し
て
支
給

内
容
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た

た
め
、時
代
に
沿
っ
た
も
の
と

な
る
よ
う
、山
口
県
お
よ
び

萩
市
と
同
じ
内
容
で
新
た
に

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、こ
の
条
例
の
制
定
に

よ
り
、阿
武
町
旅
費
支
給
条
例

を
廃
止
し
、関
連
す
る
４
つ
の

条
例
に
つ
い
て
は
、附
則
に

お
い
て
、廃
止
お
よ
び
条
文
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
す
。

◆
定
住
促
進
条
例
の一
部
改
正

　

Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
に
お
け
る

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
義
の
年
齢
を

「
50
歳
以
下
」か
ら「
65
歳
未
満
」

に
要
件
緩
和
し
、促
進
を
図
る

も
の
で
す
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フィ
ス
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

企
業
誘
致
促
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、町
内
に
テ
レ
ワ
ー
ク
・

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

開
設
促
進
の
た
め
、施
設
な
ど

の
提
供
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、事
業
者
が
進
出
決
定

す
る
ま
で
の
お
試
し
の
施
設
で

あ
り
、正
式
に
進
出
決
定
の
際

は
、別
に
物
件
を
斡
旋
し
ま
す
。

◆
ま
ち
の
縁
側
拠
点
施
設

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ

フィ
ー
ル
ド
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の一
部
改
正

　

山
口
県
か
ら
譲
与
を
受
け

た
遠
岳
野
営
場
を
Ａ
Ｂ
Ｕ

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
部

と
し
て
新
た
に
加
え
、道
の
駅

の
隣
接
地
を「E

N
G
A
W
A 

B
A
S
E

」、遠
岳
野
営
場
を

「KIYO
G
AH
AM
A 
BASE

」

と
し
て
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の一
部
改
正

　

４
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ゴ
ン
の
運
行
を
廃
止
し
、

各
地
区
で
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

運
行
を
開
始
す
る
た
め
の

改
正
で
、運
賃
規
定
な
ど
を

条
例
か
ら
削
除
し
、運
行
時
間
、

運
賃
を
規
則
で
定
め
る
ほ
か
、

予
約
に
よ
る
利
用
方
法
を

新
た
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成

　
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の一
部
改
正

　

安
全
計
画
の
策
定
な
ど
の

義
務
化
に
伴
う
条
文
の
追
加
、

業
務
継
続
計
画
の
策
定
な
ど

の
努
力
義
務
化
に
伴
う
条
文

の
追
加
、自
動
車
を
運
行
す
る

場
合
の
所
在
の
確
認
の
義
務

付
け
に
伴
う
条
文
の
追
加
を

行
う
ほ
か
、感
染
症
、食
中
毒

の
予
防
・
ま
ん
延
防
止
に
必
要

な
措
置
を
明
確
化
す
る
た
め

の
条
文
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

◆
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

　

安
全
計
画
の
策
定
な
ど
の

義
務
化
に
伴
う
条
文
の
追
加
、

保
育
と
発
達
支
援
の
一
体
的

実
施
を
図
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

保
育
を
可
能
と
す
る
た
め
の

設
備
・
人
員
基
準
の
緩
和
、

感
染
症
、食
中
毒
の
予
防
・

ま
ん
延
防
止
に
必
要
な
措
置

の
明
確
化
の
ほ
か
、施
設
の
長

な
ど
の
懲
戒
権
限
の
濫
用

禁
止
に
関
す
る
条
文
の
削
除
、

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の

所
在
確
認
・
安
全
装
置
装
備
の

義
務
付
け
に
伴
う
条
文
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
特
定
教
育・保
育
施
設
及
び

　
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一
部
改
正

　
「
学
校
教
育
法
」の「
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
」の
改
正
に

に
伴
う
対
応
の
ほ
か
、施
設
の

長
な
ど
の
懲
戒
権
限
の
濫
用

禁
止
に
関
す
る
条
文
を
削
除

す
る
も
の
で
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設

い
ら
お
苑
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
「
い
ら
お
苑
」の
管
理
・
運
営

を
委
託
し
て
い
る
阿
武
福
祉
会

か
ら
の
要
請
に
よ
り
、小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
の
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
利
用
定
員
を
５
人

か
ら
３
人
に
、認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
定
員

を
７
人
か
ら
６
人
に
そ
れ
ぞ
れ

定
数
減
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
の
方
針
に
よ
り
、出
産

育
児
一
時
金
を
現
行
の
40
万

８
千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町

　
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　
及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の

構
成
団
体
の
変
更

　
並
び
に 

こ
れ
に
伴
う

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
「
山
口
県
市
町
総
合
事
務

組
合
」に
お
け
る
構
成
団
体
と

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町

総
合
事
務
組
合
の

財
産
処
分
に
つ
い
て

　
「
周
陽
環
境
整
備
組
合
」が

解
散
し
、「
山
口
県
市
町
総
合

事
務
組
合
」か
ら
離
脱
す
る
こ

と
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
在
１
期
４
年
目
の
長
山  

雅
範  

監
査
委
員
の
任
期
が

５
月
８
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

た
め
、そ
の
再
任
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

　

６
千
825
万
９
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
35
億
１
千
695
万

５
千
円
で
、主
に
は
事
業
の

精
算
見
込
み
に
よ
る
減
額
と
、

一
般
財
政
調
整
基
金
に
１
億
円
、

公
共
施
設
整
備
基
金
に
１
億

５
千
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積
み

立
て
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
４
年
度

　
７
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
回
） 

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
回
）

　
・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

　
・介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
回
）

　
・簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　
・農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　
・漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
第
３
回
）

　

主
に
精
算
見
込
み
に
よ
る

補
正
で
す
。

　

総
額
は
16
億
１
３
０
２
万

５
千
円
で
、合
計
817
万
８
千
円

の
減
額
で
す
。

◆
令
和
５
年
度

一
般
会
計 

当
初
予
算

　

総
額
は
31
億
７
８
０
０
万
円

で
、対
前
年
度
比
５
０
０
０
万

円（
1.6
％
）の
増
額
で
す
。

◆
令
和
５
年
度 

　
７
つ
の
特
別
会
計 

当
初
予
算

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

　
・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
・介
護
保
険
事
業

　
・簡
易
水
道
事
業

　
・農
業
集
落
排
水
事
業

　
・漁
業
集
落
排
水
事
業

　

総
額
は
15
億
５
０
３
７
万

３
千
円
で
、
対
前
年
度
比

５
３
３
４
万
２
千
円（
3.3
％
）

の
減
額
で
す
。

　

主
な
減
額
要
因
は
、国
民

健
康
保
険
事
業
の
事
業
勘
定

に
お
け
る
国
保
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
等
業
務
委
託
料
の

減
額
、見
込
み
に
よ
る
１
人

当
た
り
の
医
療
費
お
よ
び

被
保
険
者
数
の
変
更
に
よ
る

療
養
給
付
費
・
医
療
給
付
費

な
ど
の
減
額
、直
診
勘
定
に

お
け
る
医
師
住
宅
の
改
修
や

光
フ
ァ
イ
バ
引
き
込
み
工
事

完
了
に
よ
る
減
額
の
ほ
か
、

見
込
み
に
よ
る
医
療
品
投
薬

に
係
る
材
料
の
減
額
、簡
易

水
道
事
業
に
お
け
る
公
営

企
業
会
計
移
行
業
務
に
係
る

委
託
料
の
減
額
、漁
業
集
落

排
水
事
業
に
お
け
る
施
設

保
全
改
修
工
事
に
係
る
経
費

の
減
額
な
ど
で
す
。

諮
問（
１
件
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

町
長
が
推
薦
し
、法
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
委
員
３
人
の
う
ち
、

水
津 

明
文 

委
員
が
６
月
末
で

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
人
権

擁
護
委
員
法
に
よ
り
再
任
の

推
薦
に
つ
い
て
議
会
の
意
見
を

求
め
る
も
の
で
す
。

発
議（
１
件
）

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

　
　
　
　
《
議
員
提
出
議
案
》　

　
　
　

      

提
案
者
：
市
原   

旭   

議
員

　

 　
　

     

賛
成
者
：
池
田 

倫
拓 

議
員

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」の
改
正
に
伴
い

設
定
さ
れ
た
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
共
通

ル
ー
ル
が
、議
会
に
は
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、制
度
的

空
白
状
態
を
回
避
す
る
た
め
、

議
会
独
自
で
、新
た
に「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

反
対
１
人
、賛
成
６
人
で
可
決

成
立
と
な
り
ま
し
た
。

全
員
協
議
会 

報
告（
３
件
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

❶
１
／
４
ワ
ー
ク
ス

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
工
事

【
２
４
８
４
万
９
千
円
】

（
㈲
三
友
設
備
建
築
ス
タ
ジ
オ
）

❷
阿
武
町
役
場・各
支
所

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
工
事

【
663
万
６
千
300
円
】

（
㈱
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
）

❸
阿
武
町
農
村
環
境

　
改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

【
847
万
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❹
阿
武
町
体
育
セ
ン
タ
ー

　
外
装
等
改
修
工
事

【
３
０
２
５
万
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❺
道
路
橋
点
検
業
務

【
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
リ
ア
リ
ン
グ
】

（
891
万
円
）

❻
町
道
草
刈
労
力

軽
減
対
策
工
事（
福
賀
）

【
小
田
建
設
㈱
】

（
634
万
４
千
800
円
）

❼
鹿
島
大
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
３
２
４
２
万
１
千
400
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❽
令
和
４
年
災

　
補
災
道
46
号

町
道
福
田
中
央
線

道
路
災
害
復
旧
工
事

【
779
万
９
千
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❾
町
道
亀
山
十
王
堂
線

道
路
改
良
工
事

（
第
２
工
区
）

【
720
万
５
千
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

10
町
道
郷
川
線
拡
幅
工
事

【
１
９
０
７
万
７
千
300
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

◆
㈲
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

　
阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、町
が
出
資
費
率
50
％

以
上
の
出
資
法
人
で
あ
る「
㈲

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
」の

経
営
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
内
部
統
制

基
本
方
針
に
つ
い
て

　
「
内
部
統
制
基
本
方
針
」は
、

地
方
自
治
法
な
ど
の
一
部
改
正

に
伴
い
、事
務
の
適
正
な
管
理
、

執
行
を
確
保
す
る
た
め
の

方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

県
・
政
令
指
定
都
市
以
外

の
市
町
村
で
の
策
定
は
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

阿
武
町
は
昨
年
の
公
金

誤
振
込
み
に
対
す
る
再
発

防
止
策
の
一
環
と
し
て
策
定
し
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。

阿
武
町
議
会

３
月
定
例
会

会
期
：
３
月
１
日
〜
17
日

＊　＊
ツ

＊
ネ

＊
ヨ

＊　

　
教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。
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空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。
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す
い
ず　

 
あ
き
ふ
み

い
ち
は
ら 

あ
き
ら

い
け
だ 

み
ち
ひ
ろ

議
案
審
議（
32
件
）

◆
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
施
行
条
例

　

令
和
３
年
５
月
19
日
公
布

の「
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
形
成
を

図
る
た
め
の
関
係
法
律
の

整
備
に
関
す
る
法
律
」に

お
い
て
、「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」が
新
保
護
法
と

し
て
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い

個
人
情
報
の
取
り
扱
い
な
ど

に
関
す
る
共
通
ル
ー
ル
が

定
め
ら
れ
、今
年
度
か
ら
適
用

さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
て
、

「
阿
武
町
個
人
情
報
保
護

条
例
」を
廃
止
し
、本
条
例
を

新
た
に
制
定
し
ま
す
。

◆
情
報
公
開・個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

　

個
人
情
報
保
護
制
度
の

適
正
・
公
正
な
運
営
を
確
保

す
る
た
め
、現
行
の「
阿
武
町

情
報
公
開
審
査
会
」を
改
め
、

新
た
に「
阿
武
町
情
報
公
開
・

個
人
情
報
保
護
審
査
会
」を

設
置
す
る
も
の
で
す
。

◆
職
員
の
定
年
等
に
関
す
る

条
例
の一
部
改
正

　

職
員
の
定
年
の
段
階
的

引
き
上
げ
に
つ
い
て
、福
賀

診
療
所
医
師
を
除
外
す
る
旨

を
明
記
し
、現
行
ど
お
り
定
年

を
65
歳
と
し
、役
職
定
年
制
を

超
え
た
役
職
群
の
設
定
を

行
う
も
の
で
す
。

◆
阿
武
町
一
般
職
職
員
等
の

旅
費
に
関
す
る
条
例

　

職
員
な
ど
の
旅
費
に
つ
い
て
、

他
市
町
と
比
較
し
て
支
給

内
容
に
大
き
な
差
が
あ
っ
た

た
め
、時
代
に
沿
っ
た
も
の
と

な
る
よ
う
、山
口
県
お
よ
び

萩
市
と
同
じ
内
容
で
新
た
に

条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、こ
の
条
例
の
制
定
に

よ
り
、阿
武
町
旅
費
支
給
条
例

を
廃
止
し
、関
連
す
る
４
つ
の

条
例
に
つ
い
て
は
、附
則
に

お
い
て
、廃
止
お
よ
び
条
文
の

一
部
改
正
を
行
い
ま
す
。

◆
定
住
促
進
条
例
の一
部
改
正

　

Ｕ
タ
ー
ン
奨
励
金
に
お
け
る

Ｕ
タ
ー
ン
者
の
定
義
の
年
齢
を

「
50
歳
以
下
」か
ら「
65
歳
未
満
」

に
要
件
緩
和
し
、促
進
を
図
る

も
の
で
す
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フィ
ス
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

企
業
誘
致
促
進
事
業
の
一
環

と
し
て
、町
内
に
テ
レ
ワ
ー
ク
・

サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
な
ど
の

開
設
促
進
の
た
め
、施
設
な
ど

の
提
供
を
行
う
も
の
で
す
。

　

な
お
、事
業
者
が
進
出
決
定

す
る
ま
で
の
お
試
し
の
施
設
で

あ
り
、正
式
に
進
出
決
定
の
際

は
、別
に
物
件
を
斡
旋
し
ま
す
。

◆
ま
ち
の
縁
側
拠
点
施
設

Ａ
Ｂ
Ｕ
キ
ャ
ン
プ

フィ
ー
ル
ド
の

設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の一
部
改
正

　

山
口
県
か
ら
譲
与
を
受
け

た
遠
岳
野
営
場
を
Ａ
Ｂ
Ｕ

キ
ャ
ン
プ
フ
ィ
ー
ル
ド
の
一
部

と
し
て
新
た
に
加
え
、道
の
駅

の
隣
接
地
を「E

N
G
A
W
A 

B
A
S
E

」、遠
岳
野
営
場
を

「KIYO
G
AH
AM
A 
BASE

」

と
し
て
名
称
を
変
更
し
ま
す
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の一
部
改
正

　

４
月
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ワ
ゴ
ン
の
運
行
を
廃
止
し
、

各
地
区
で
デ
マ
ン
ド
型
交
通
の

運
行
を
開
始
す
る
た
め
の

改
正
で
、運
賃
規
定
な
ど
を

条
例
か
ら
削
除
し
、運
行
時
間
、

運
賃
を
規
則
で
定
め
る
ほ
か
、

予
約
に
よ
る
利
用
方
法
を

新
た
に
規
定
す
る
も
の
で
す
。

◆
放
課
後
児
童
健
全
育
成

　
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の一
部
改
正

　

安
全
計
画
の
策
定
な
ど
の

義
務
化
に
伴
う
条
文
の
追
加
、

業
務
継
続
計
画
の
策
定
な
ど

の
努
力
義
務
化
に
伴
う
条
文

の
追
加
、自
動
車
を
運
行
す
る

場
合
の
所
在
の
確
認
の
義
務

付
け
に
伴
う
条
文
の
追
加
を

行
う
ほ
か
、感
染
症
、食
中
毒

の
予
防
・
ま
ん
延
防
止
に
必
要

な
措
置
を
明
確
化
す
る
た
め

の
条
文
の
改
正
を
行
い
ま
す
。

◆
家
庭
的
保
育
事
業
等
の

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
条
例
の

一
部
改
正

　

安
全
計
画
の
策
定
な
ど
の

義
務
化
に
伴
う
条
文
の
追
加
、

保
育
と
発
達
支
援
の
一
体
的

実
施
を
図
る
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ

保
育
を
可
能
と
す
る
た
め
の

設
備
・
人
員
基
準
の
緩
和
、

感
染
症
、食
中
毒
の
予
防
・

ま
ん
延
防
止
に
必
要
な
措
置

の
明
確
化
の
ほ
か
、施
設
の
長

な
ど
の
懲
戒
権
限
の
濫
用

禁
止
に
関
す
る
条
文
の
削
除
、

自
動
車
を
運
行
す
る
場
合
の

所
在
確
認
・
安
全
装
置
装
備
の

義
務
付
け
に
伴
う
条
文
を

追
加
す
る
も
の
で
す
。

◆
特
定
教
育・保
育
施
設
及
び

　
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の

運
営
に
関
す
る
基
準
を

定
め
る
条
例
の一
部
改
正

　
「
学
校
教
育
法
」の「
子
ど
も

・
子
育
て
支
援
法
」の
改
正
に

に
伴
う
対
応
の
ほ
か
、施
設
の

長
な
ど
の
懲
戒
権
限
の
濫
用

禁
止
に
関
す
る
条
文
を
削
除

す
る
も
の
で
す
。

◆
高
齢
者
福
祉
複
合
施
設

い
ら
お
苑
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

　
「
い
ら
お
苑
」の
管
理
・
運
営

を
委
託
し
て
い
る
阿
武
福
祉
会

か
ら
の
要
請
に
よ
り
、小
規
模

多
機
能
型
居
宅
介
護
の
宿
泊

サ
ー
ビ
ス
利
用
定
員
を
５
人

か
ら
３
人
に
、認
知
症
高
齢
者

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
入
居
定
員

を
７
人
か
ら
６
人
に
そ
れ
ぞ
れ

定
数
減
を
図
る
も
の
で
す
。

◆
国
民
健
康
保
険
条
例
の

一
部
改
正

　

国
の
方
針
に
よ
り
、出
産

育
児
一
時
金
を
現
行
の
40
万

８
千
円
か
ら
48
万
８
千
円
に

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町

　
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す
る

　
地
方
公
共
団
体
の
数
の
減
少

　
及
び
共
同
処
理
す
る
事
務
の

構
成
団
体
の
変
更

　
並
び
に 

こ
れ
に
伴
う

規
約
の
変
更
に
つ
い
て

　
「
山
口
県
市
町
総
合
事
務

組
合
」に
お
け
る
構
成
団
体
と

規
約
の
変
更
に
つ
い
て
、地
方

自
治
法
の
規
定
に
よ
り
議
決

を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
山
口
県
市
町

総
合
事
務
組
合
の

財
産
処
分
に
つ
い
て

　
「
周
陽
環
境
整
備
組
合
」が

解
散
し
、「
山
口
県
市
町
総
合

事
務
組
合
」か
ら
離
脱
す
る
こ

と
に
伴
う
財
産
処
分
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り

議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

◆
監
査
委
員
の

選
任
に
つ
き
同
意
を

求
め
る
こ
と
に
つ
い
て

　

現
在
１
期
４
年
目
の
長
山  

雅
範  

監
査
委
員
の
任
期
が

５
月
８
日
を
も
っ
て
満
了
す
る

た
め
、そ
の
再
任
に
つ
い
て
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、

議
会
の
同
意
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

　

６
千
825
万
９
千
円
を
追
加

し
、総
額
を
35
億
１
千
695
万

５
千
円
で
、主
に
は
事
業
の

精
算
見
込
み
に
よ
る
減
額
と
、

一
般
財
政
調
整
基
金
に
１
億
円
、

公
共
施
設
整
備
基
金
に
１
億

５
千
万
円
を
そ
れ
ぞ
れ
積
み

立
て
る
も
の
で
す
。

◆
令
和
４
年
度

　
７
つ
の
特
別
会
計
補
正
予
算

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
回
） 

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
回
）

　
・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　

特
別
会
計
補
正
予
算（
第
１
回
）

　
・介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
４
回
）

　
・簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　
・農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
３
回
）

　
・漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　

補
正
予
算（
第
３
回
）

　

主
に
精
算
見
込
み
に
よ
る

補
正
で
す
。

　

総
額
は
16
億
１
３
０
２
万

５
千
円
で
、合
計
817
万
８
千
円

の
減
額
で
す
。

◆
令
和
５
年
度

一
般
会
計 
当
初
予
算

　

総
額
は
31
億
７
８
０
０
万
円

で
、対
前
年
度
比
５
０
０
０
万

円（
1.6
％
）の
増
額
で
す
。

◆
令
和
５
年
度 

　
７
つ
の
特
別
会
計 

当
初
予
算

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
事
業
勘
定
）

　
・国
民
健
康
保
険
事
業（
直
診
勘
定
）

　
・後
期
高
齢
者
医
療
事
業

　
・介
護
保
険
事
業

　
・簡
易
水
道
事
業

　
・農
業
集
落
排
水
事
業

　
・漁
業
集
落
排
水
事
業

　

総
額
は
15
億
５
０
３
７
万

３
千
円
で
、
対
前
年
度
比

５
３
３
４
万
２
千
円（
3.3
％
）

の
減
額
で
す
。

　

主
な
減
額
要
因
は
、国
民

健
康
保
険
事
業
の
事
業
勘
定

に
お
け
る
国
保
オ
ン
ラ
イ
ン

資
格
確
認
等
業
務
委
託
料
の

減
額
、見
込
み
に
よ
る
１
人

当
た
り
の
医
療
費
お
よ
び

被
保
険
者
数
の
変
更
に
よ
る

療
養
給
付
費
・
医
療
給
付
費

な
ど
の
減
額
、直
診
勘
定
に

お
け
る
医
師
住
宅
の
改
修
や

光
フ
ァ
イ
バ
引
き
込
み
工
事

完
了
に
よ
る
減
額
の
ほ
か
、

見
込
み
に
よ
る
医
療
品
投
薬

に
係
る
材
料
の
減
額
、簡
易

水
道
事
業
に
お
け
る
公
営

企
業
会
計
移
行
業
務
に
係
る

委
託
料
の
減
額
、漁
業
集
落

排
水
事
業
に
お
け
る
施
設

保
全
改
修
工
事
に
係
る
経
費

の
減
額
な
ど
で
す
。

諮
問（
１
件
）

◆
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

　

町
長
が
推
薦
し
、法
務
大
臣

が
委
嘱
す
る
委
員
３
人
の
う
ち
、

水
津 
明
文 

委
員
が
６
月
末
で

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
人
権

擁
護
委
員
法
に
よ
り
再
任
の

推
薦
に
つ
い
て
議
会
の
意
見
を

求
め
る
も
の
で
す
。

発
議（
１
件
）

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
条
例

　
　
　
　
《
議
員
提
出
議
案
》　

　
　
　

      

提
案
者
：
市
原   

旭   

議
員

　

 　
　

     

賛
成
者
：
池
田 

倫
拓 

議
員

　
「
個
人
情
報
の
保
護
に

関
す
る
法
律
」の
改
正
に
伴
い

設
定
さ
れ
た
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
に
関
す
る
共
通

ル
ー
ル
が
、議
会
に
は
適
用

さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、制
度
的

空
白
状
態
を
回
避
す
る
た
め
、

議
会
独
自
で
、新
た
に「
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
」

を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

　

本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、

反
対
１
人
、賛
成
６
人
で
可
決

成
立
と
な
り
ま
し
た
。

全
員
協
議
会 

報
告（
３
件
）

◆
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

❶
１
／
４
ワ
ー
ク
ス

シ
ェ
ア
ハ
ウ
ス
改
修
工
事

【
２
４
８
４
万
９
千
円
】

（
㈲
三
友
設
備
建
築
ス
タ
ジ
オ
）

❷
阿
武
町
役
場・各
支
所

Ｗ
ｉ
Ｆ
ｉ
整
備
工
事

【
663
万
６
千
300
円
】

（
㈱
ネ
ッ
ト
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
）

❸
阿
武
町
農
村
環
境

　
改
善
セ
ン
タ
ー
改
修
工
事

【
847
万
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❹
阿
武
町
体
育
セ
ン
タ
ー

　
外
装
等
改
修
工
事

【
３
０
２
５
万
円
】

（
阿
武
建
設
㈱
）

❺
道
路
橋
点
検
業
務

【
㈱
タ
マ
エ
ン
ジ
ニ
リ
ア
リ
ン
グ
】

（
891
万
円
）

❻
町
道
草
刈
労
力

軽
減
対
策
工
事（
福
賀
）

【
小
田
建
設
㈱
】

（
634
万
４
千
800
円
）

❼
鹿
島
大
橋
橋
梁
補
修
工
事

【
３
２
４
２
万
１
千
400
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❽
令
和
４
年
災

　
補
災
道
46
号

町
道
福
田
中
央
線

道
路
災
害
復
旧
工
事

【
779
万
９
千
円
】

（
㈲
吉
岡
土
建
）

❾
町
道
亀
山
十
王
堂
線

道
路
改
良
工
事

（
第
２
工
区
）

【
720
万
５
千
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

10
町
道
郷
川
線
拡
幅
工
事

【
１
９
０
７
万
７
千
300
円
】

（
小
田
建
設
㈱
）

◆
㈲
ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム

　
阿
武
の
経
営
状
況
に
つ
い
て

　

地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
、町
が
出
資
費
率
50
％

以
上
の
出
資
法
人
で
あ
る「
㈲

ド
リ
ー
ム
フ
ァ
ー
ム
阿
武
」の

経
営
状
況
を
報
告
し
ま
し
た
。

◆
阿
武
町
内
部
統
制

基
本
方
針
に
つ
い
て

　
「
内
部
統
制
基
本
方
針
」は
、

地
方
自
治
法
な
ど
の
一
部
改
正

に
伴
い
、事
務
の
適
正
な
管
理
、

執
行
を
確
保
す
る
た
め
の

方
針
を
定
め
る
も
の
で
す
。

　

県
・
政
令
指
定
都
市
以
外

の
市
町
村
で
の
策
定
は
努
力

義
務
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

阿
武
町
は
昨
年
の
公
金

誤
振
込
み
に
対
す
る
再
発

防
止
策
の
一
環
と
し
て
策
定
し
、

そ
の
概
要
を
報
告
し
ま
し
た
。

民生費
23.6%

総務費
18.3%

農林
水産業費
13.1%

土木費
9.0%

教育費
8.1%

消防費
7.8%

公債費
7.3%

衛生費
6.8%

商工費 4.1%商工費 4.1%
議会費 1.4%議会費 1.4%
予備費 0.3%予備費 0.3%

労働費 0.1%労働費 0.1%
災害復旧費 0.1%災害復旧費 0.1%

地方交付税
53.5%

町債
9.9%

町税
8.4%

県支出金
6.7%

繰越金
6.3%

国庫支出金 6.3%国庫支出金 6.3%
繰入金 1.8%繰入金 1.8%

地方消費税交付金 1.7%地方消費税交付金 1.7%
使用料および手数料 1.6%使用料および手数料 1.6%

地方譲与税 1.3%地方譲与税 1.3%
諸収入 1.0%諸収入 1.0% 分担金および負担金 0.4%分担金および負担金 0.4%

財産収入 0.4%財産収入 0.4%
寄附金 0.3%寄附金 0.3%
法人事業税交付金 0.2%法人事業税交付金 0.2%
その他 0.2%その他 0.2%

歳出

歳入

令和５年度一般会計
予算総額 31億7,800万円

令和５年度
当初予算額

    31億7,800万円　  
15億5,037万3千円 
5億4,942万4千円 
5,286万5千円
8,162万7千円 

      6億3,046万円　   
6,963万2千円 
7,959万2千円 
8,677万3千円 

47億2,837万3千円

区 分

一般会計
特別会計
国保（事業勘定）
国保（直診勘定）
後期高齢
介護保険
簡易水道
農業集落
漁業集落
合　計

構成比
67.2%
32.8%
11.6%
1.1%
1.7%
13.3%
1.5%
1.7%
1.8%

100.0%

前年度との比較
増減額
5,000万円　　

▲ 5,334万2千円
▲ 4,100万4千円
▲ 503万5千円
144万1千円

▲ 167万4千円
▲ 416万7千円
175万1千円

▲ 465万4千円
▲ 334万2千円

増減率
1.6%
▲3.3%
▲6.9%
▲8.7%
1.8%
▲0.3%
▲5.6%
2.2%
▲5.1%
▲0.1%

令和５年度 会計別予算状況

＊　＊
ツ

＊
ネ

＊
ヨ

＊　

　
教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ
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阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
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＊
マ
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ

＊　

　
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。
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お
の

し
ば
た

や
な
い

す
ぎ
や
ま

わ
だ

あ
ざ
か
み

お
ん
だ

お
の

の
と

と
も
ひ
こ

な
みみ

え
こ

か
ず
と

ま
こ
と

ゆ
き

あ
や
こ

と
し
の
り

ゆ
う
じ

う
め
だ

さ
か
も
と

の
は
ら

す
い
づ

こ
ん
ど
う

お
の

い
ず
は

お
お
た
に

い
と
う

の
は
ら

す
い
づ

く
ど
う

は
と
り

あ
や
み

た
く
み

あ
つ
し

し
げ
な
り

す
す
む

ひ
ろ
ふ
み

な
お
ゆ
き

る
み
こ

こ
う

あ
つ
し

し
げ
な
り

し
げ
あ
つ

す
み
か

み
う
ら

た
ば
た

お
の

や
な
い

す
ぎ
や
ま

お
の

さ
か
も
と

く
ど
う

よ
う
ど
の

ふ
か
た

ひ
ろ
こ

そ
う

と
も
ひ
こ

み
え
こ

か
ず
と

と
し
の
り

た
く
み

し
げ
あ
つ

ま
さ
か
ず

ひ
で
さ
と

町
長
部
局

【
異
動
】４
月
１
日
付

▼
小
野 

智
彦
＝
宇
田
郷
支
所
長

（
主
幹
の
職
）

〈
戸
籍
税
務
課 

課
長
補
佐

（兼）
税
務
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
柴
田 

奈
美
＝
出
納
室
長

（
課
長
補
佐
の
職
）

（兼）
出
納
係
長
事
務
取
扱

　
　

 〈
出
納
室 

室
長
補
佐 　
　

（兼）
出
納
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
柳
井 

美
恵
子
＝
戸
籍
税
務
課

課
長
補
佐

　
　
　
　

（兼）
税
務
係
長
事
務
取
扱

 　
　

   〈
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

　
　
　
　
　
　

   （
課
長
補
佐
の
職
）   

（兼）
総
務
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
杉
山 

和
人
＝
教
育
委
員
会
へ
出
向

　
〈
土
木
建
築
課 

課
長
補
佐
〉

▼
和
田 

誠
＝
総
務
課〈
健
康
福
祉
課
〉

▼
阿
座
上 

友
紀
＝
健
康
福
祉
課

　
〈
戸
籍
税
務
課
〉

▼
恩
田 

紋
子
＝
戸
籍
税
務
課

　
〈
農
林
水
産
課
〉

▼
小
野 

敏
範
＝
土
木
建
築
課

　
〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

▼
能
登 

佑
治
＝
出
納
室〈
総
務
課
〉

▼
梅
田 

絢
美
＝
健
康
福
祉
課

〈
農
林
水
産
課
〉

▼
坂
本  

匠
＝
福
賀
支
所〈戸

籍
税
務
課
〉

【
退
職
】３
月
31
日
付

▼
野
原  

淳
＝
再
任
用

  〈
農
林
水
産
課
長
〉

▼
水
津 

繁
斉
＝
再
任
用  

  〈
戸
籍
税
務
課
長（
主
幹
の
職
）

（兼）
戸
籍
住
民
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
近
藤  
進  〈
出
納
室
長（
主
幹
の
職
）〉

▼
小
野 
裕
史  〈
宇
田
郷
支
所
長

（
主
幹
の
職
）〉

▼
出
羽 

直
之  〈
農
林
水
産
課 

主
幹

（兼）
農
林
水
産
係
長
事
務
取
扱
〉

▼
大
谷 

留
美
子 〈
福
賀
診
療
所事務

長

（
課
長
補
佐
の
職
）〉

▼
伊
藤  

功  〈
総
務
課
〉

【
再
任
用
】４
月
１
日
付

▼
野
原  

淳
＝
農
林
水
産
課
長

（兼）
農
林
水
産
係
長
事
務
取
扱

〈
農
林
水
産
課
長
〉

▼
水
津 

繁
斉
＝
戸
籍
税
務
課
長

（
主
幹
の
職
）

（兼）
戸
籍
住
民
係
長
事
務
取
扱

〈
同
〉

▼
工
藤 

茂
篤
＝
宇
田
郷
支
所〈
同
〉

▼
羽
鳥 

純
香
＝
福
賀
診
療
所

〈
福
賀
支
所
〉

【
新
規
採
用
】４
月
１
日
付

▼
三
浦 

寛
子
＝
農
林
水
産
課

▼
田
畑  

奏
＝
戸
籍
税
務
課

教
育
長
部
局

【
異
動
】４
月
１
日
付

▼
小
野 

智
彦
＝
（併）
宇
田
郷
公
民
館
長

▼
柳
井 

美
恵
子
＝
町
長
部
局
へ
出
向

〈
教
育
委
員
会
事
務
局
次
長

　
　
　
　
　
　
（
課
長
補
佐
の
職
）〉

▼
杉
山 

和
人
＝
教
育
委
員
会
事
務
局

次
長（
課
長
補
佐
の
職
）

（兼）
総
務
係
長
事
務
取
扱

　
〈
土
木
建
築
課 

課
長
補
佐
〉

▼
小
野 

敏
範
＝
町
長
部
局
へ
出
向

　
〈
教
育
委
員
会
事
務
局
〉

▼
坂
本  

匠
＝
（併）
福
賀
公
民
館

【
再
任
用
】４
月
１
日
付

▼
工
藤 
茂
篤
＝
（併）
宇
田
郷
公
民
館〈同

〉

【
転
任
】４
月
１
日
付

▼
用
殿 

正
和
＝
充
て
指
導
主
事

（兼）
学
校
教
育
係
長

〈
阿
武
小
学
校
〉

【
転
出
】３
月
31
日
付

▼
深
田 

秀
郷 

＝
防
府
市
立

華
城
小
学
校 

教
頭

　
　
　
　
　
　
〈
充
て
指
導
主
事　

（兼）
学
校
教
育
係
長
〉

町
職
員
の
異
動
等

〈
〉は
旧
職
名
等　

（兼）
は
兼
務　

（併）
は
併
任

＊　＊
ツ

＊
ネ

＊
ヨ

＊　

　
教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

　
マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
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＊
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空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

　阿武町を選んだきっかけは、ABUキャンプフィールドを両親の勧めで
知り、そこから魅力的な自然を知るなかで、「ここで働き、ここで生活して
みたいなぁ」と思うようになったことです。
　高校までは野球部に所属しており、そこで「忍耐力」を身につけました。
　この力は、さまざまな場面で役立つのではないかと思います。
　町民のみなさまの生活を支え、暮らしを豊かにできるようにがんばり
ますので、どうぞ、よろしくお願いします。

　阿武町出身で、約20年ぶりに阿武町に戻って
まいりました！
　これまでは北九州市にいましたが、阿武町に
戻ってきたときの印象は「自然が昔と変わって
いないな」ということです。
　一番、変わっていて驚いたことは、道の駅周辺
と、小学校が、自分が通っていたころとは全然
違う形になっていたことですね。
　阿武町出身なので、やっぱり、「ふるさとを
住みやすい町にしたい、より良くしたい」という
想いは負けないつもりです。
　まだ、自分に何ができるかはわかりませんが、
まずは、目の前のことを、ひとつずつがんばって
いきたいと思っています。
　見かけたらお気軽に声をかけていただけたら
嬉しく思います。よろしくお願いします。

田畑 奏 （22）田畑 奏 （22）
出身：北九州市　趣味：野球観戦出身：北九州市　趣味：野球観戦 三浦 寛子 （38）三浦 寛子 （38）

出身：西の一　趣味：旅行出身：西の一　趣味：旅行

たばた　  そうたばた　  そう
みうら　　ひろこみうら　　ひろこ

令和５年度
新規採用職員

よろしくお願いします！よろしくお願いします！
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
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＊
イ
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阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
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＊
マ
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ

＊　

　
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

か
わ
い
　
　か
ん
じ
ろ
う

よ
う
ど
の
　  

ま
さ
か
ず

ふかた　    ひでさと

　
こ
の
度
の
人
事
異
動
で
阿
武
町
教
育
委
員
会
に

着
任
し
ま
し
た
。

　
こ
の
３
月
ま
で
は
、阿
武
小
学
校
に
６
年
間
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
、私
の
思
い
は
次
の
言
葉
に
表
さ
れ
ま
す
。

　
「
過
去
が
咲
い
て
い
る
今

  

未
来
の
蕾
で
い
っ
ぱ
い
な
今
」

　
こ
れ
は
、陶
芸
家・河
井 

寛
次
郎
の
言
葉
で
す
。

　
阿
武
町
は
、ど
こ
に
も
負
け
な
い
魅
力
や
価
値
で

あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
ま
で
先
人
の
方
々
が
や
り
遂
げ
て

こ
ら
れ
た
、多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
私
自
身
、「
阿
武
町
で
働
く
教
員
」と
い
う
立
場

の
中
で
、そ
の
こ
と
を
実
感
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
さ
に
過
去
が
咲
く
今
で
す
。

　

そ
し
て
、こ
れ
か
ら
咲
く
で
あ
ろ
う
多
く
の

蕾
の
育
ち
を
決
め
る
の
は
、今
を
ど
れ
ほ
ど
大
切
に

す
る
か
に
か
か
って
い
ま
す
。

　
新
し
い
環
境
で
す
が
、目
の
前
の「
今
」に
し
っか
り

と
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
み
な
さ
ま
、ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
用
殿 

正
和

着
任 （
４
月
１
日
付
）

阿武町
教育委員会

充て指導主事の
転出・着任

「充て指導主事」：
学校教育・学習指導などに関する
専門的な職員として教育委員会の
事務に従事する公立学校の教員

　３年間、大変お世話になりました。
　小学校、中学校だけでなく保育園や高校とも関わったり、
文化ホール事業などで地域の方とも関わったりと、他の市町
では経験できないようなことに携わることができました。
　とても貴重な経験を、阿武町という素敵な町ですることが
できました。
　ありがとうございました。　　華城小学校 教頭  深田 秀郷

転 出 （３月31日付）

阿武町 地域おこし協力隊 
時光  希 （43）
ときみつ　　   のぞみ

神奈川県
横浜市出身

　私の母の地元が、阿武町のすぐとなりの旧･須佐町なので、
縁のある土地に来ることができて、すごく嬉しい気持ちです。
　阿武町は、山と海がとても近くて、どちらも楽しめるという点
で珍しいと思います。自然の中でアウトドアを楽しみたい人
にも、景色を眺めてのんびり癒されたいという人にもオススメ
できるなぁ、と感じています。
　まずは町のことを知りたいです。どんなスポットがあるのか、
地域の方たちが、これまでどのようなことをされてきて、地域に
にどんな想いを持っているのか、など、いろいろ教わりたいです。
　みなさま、これから、どうぞよろしくお願いいたします！

　

阿
武
町
の
新
た
な「
地
域
お
こ
し

協
力
隊
」と
し
て
、神
奈
川
県
出
身

の
時
光  

希 

さ
ん
に
委
嘱
状
が

交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

時
光
さ
ん
は
東
京
都
の
大
学
を

卒
業
後
、小
さ
な
旅
館
に
住
み
込
み

で
働
き
、そ
の
後
は
横
浜
市
の
外
郭

団
体
で
約
15
年
間
、経
理
の
仕
事
を

勤
め
て
い
ま
し
た
。

　

数
年
前
か
ら
両
親
の
地
元
近
く

の
北
浦
周
辺
へ
の
移
住
を
検
討
し
、

こ
の
度
、縁
あ
っ
て
阿
武
町
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
に
着
任
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、町
の
観
光
振
興
に

臨
む
こ
と
に
な
り
、こ
れ
ま
で
の

観
光
業
と
事
務
職
の
両
方
の
経
験

を
活
か
し
、「
阿
武
町
観
光
ナ
ビ

協
議
会
」の
事
務
局
と
し
て
活
躍

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

と
き
み
つ 

の
ぞ
み

新たに着任！ ４/１～　ミッションは阿武町の観光振興！

町民のみなさまへ
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

　
マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
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＊
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
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＊
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空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

米津 高明 議員 
よねつ　たかあき

白松 靖之 議員 
しらまつ  やすゆき

一
般
質
問  

第
１
回
定
例
会    

３
月
14
日
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ
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阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
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＊
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阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ

＊　

　
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

ま
さ
い 　

と
し
の
り

市原  旭 議員 
いちはら  あきら

松田  穣 議員 
まつだ　 みのる

警告メッセージ付き
通話録音装置

問
：
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

☎
０
８
３
８
８‐

２‐

３
１
１
１
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＊　＊
ツ

＊
ネ

＊
ヨ

＊　

　
教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

　
マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ

＊　

　
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

シ  

バ  

ノ

上村 萌那 議員 
かみむら　 もな

西村 容子 議員 
にしむら    ようこ

松田  穣 委員長
まつだ　 みのる

行
財
政
改
革
等

特
別
委
員
会

３
月
15
日 

開
催
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ
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空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

現地踏査  ３月14日実施
議員全員で、事業が進められている
現場を視察し、説明を受けました。

 ❶道の駅阿武町 物販棟 改修工事

 ❷宇田郷漁港海岸 ロ長浜護岸
　　　　  海岸保全施設 整備工事
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

な
が
お
か    

ま
さ
き

  

い
と
う　

り
ゅ
う
た

よ
し
お
か　

  

ま
ほ

す
み
や　

た
い
ぞ
う

た
な
か　
　

や
す
こ

   

ま
つ
だ   

こ
う
い
ち

に
し
む
ら　

か
ず
こ

た
か
む
ら  

か
ず
た
か

は
ら
だ　

  

よ
し
え

す
ぎ
や
ま　

な
お
き

な
か
む
ら 　

て
つ

か
ね
こ　

  

さ
と
み

ふ
る
や

お
ん
む
ら

さ
ど

よ
う
ど
の

な
か
の

し
み
ず

く
ら
な
が

お
の

お
ど

こ
た
に

あ
り
た

い
く
こ

け
い
こ

ま
い

ま
さ
か
ず

た
つ
し

ま
な
ぶ

き
ょ
う
こ

じ
ゅ
ん
こ

あ
つ
し

き
ょ
う
か

ひ
さ
し

町
内
小・中
学
校

教
職
員
の
転
出
な
ど

〈
敬
称
略
〉

【
阿
武
小
学
校
】

▼
教
頭　
古
屋 

郁
子
＝
そ
お
小（
岩
国
市
）

▼
教
諭　
恩
村 

恵
子
＝
蓋
井
小（
下
関
市
）

▼
教
諭　
佐
戸 

真
伊
＝
明
木
小（
萩
市
）

▼
教
諭　
用
殿 

正
和
＝
阿
武
町
教
委

【
福
賀
小
学
校
】

▼
校
長　
中
野 

達
史
＝
小
串
小（
下
関
市
）

▼
教
諭　
清
水　

 

学
＝
再
任
用

▼
教
諭　
藏
永 

京
子
＝
三
見
小（
萩
市
）

【
阿
武
中
学
校
】

▼
教
諭　
小
野 

純
子
＝
福
栄
中（
萩
市
）

▼
教
諭　
小
戸 

淳
＝
夢
が
丘
中（
下
関
市
）

▼
教
諭　
古
谷 

恭
花
＝
阿
東
中（
山
口
市
）

▼
養
護　
有
田 

尚
司
＝
田
万
川
中（
萩
市
）

原
田 

佳
慧

阿
武
中

 

養
護
教
諭

〈
大
井
小
中
〉

 

よ
く
道
の
駅
に
来
て
い
た
の
で
、

阿
武
町
は
自
然
豊
か
な
場
所

だ
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
心
と
体
の
成
長
を

サ
ポ
ー
ト
し
た
い
と
思
い
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

長
岡 

正
紀

福
賀
小 

校
長 

〈
華
城
小
〉

　

素
敵
な
自
然
と
素
敵
な
人
に

囲
ま
れ
た
町
で
、子
ど
も
た
ち
と

過
ご
せ
る
こ
と
が
楽
し
み
で
す
。

　

地
域
の
方
と
も
、さ
ま
ざ
ま
な

交
流
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

伊
藤 

龍
太

阿
武
小 

教
頭

〈
深
川
小
〉

　

美
し
い
景
色
を
見
に
行
く
こ
と

や
美
術
館
巡
り
が
好
き
で
、ま
た
、

空
手
と
柔
道
も
し
て
い
ま
す
。

　

阿
武
町
は
初
め
て
の
土
地
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、地
域
の
良
い
所
を

た
く
さ
ん
教
え
て
く
だ
さ
い
。

杉
山 

直
樹

阿
武
中 

教
諭

（
理
科
）

〈
萩
西
中
〉

　

実
は
10
年
前
、福
賀
中
学
校
で

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

い
ろ
ん
な
地
域
行
事
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。

　

卓
球
が
大
好
き
で
す
。卓
球
部

を
強
い
チ
ー
ム
に
仕
上
げ
ま
す
！

松
田 

光
一

福
賀
小 

教
諭

〈
育
英
小
〉

　

か
な
り
昔
、宇
田
小
で
教
え
て

い
ま
し
た
が
、子
ど
も
た
ち
と

一
緒
に
海
に
潜
っ
て
自
然
観
察
を

し
た
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。

　

恵
ま
れ
た
自
然
の
す
ば
ら
し
さ

を
、し
っ
か
り
と
伝
え
た
い
で
す
。

吉
岡 

茉
穂

阿
武
小 

教
諭 

〈
明
倫
小
〉

　

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
大
好
き

で
す
。な
に
か
を
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
、あ
い
さ
つ
の
と
き
、

友
だ
ち
と
一
緒
に
遊
ぶ
と
き
な
ど
、

み
な
さ
ん
の
笑
顔
が
た
く
さ
ん

増
え
る
よ
う
に
、が
ん
ば
り
ま
す
。

中
村  

哲

阿
武
中 

教
諭

（
社
会
科
）

〈
旭
中
〉

　

萩
市
の
出
身
で
す
が
、奈
古
の

「
ち
っ
ぽ
ら
食
堂
」に
は
、よ
く

通
っ
て
い
ま
し
た
。

　

日
々
、い
ろ
ん
な
体
験
や
実
践

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、一
緒
に

学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

西
村 

和
子

阿
武
中 

教
諭

（
国
語
）

〈
萩
東
中
〉

　

国
語
の
授
業
を
通
し
て
話
し

合
っ
た
り
、い
ろ
ん
な
考
え
方
を

知
っ
た
り
聞
い
た
り
で
き
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
、こ
れ
か
ら
一
緒
に

楽
し
く
学
ん
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

角
屋 

泰
造

阿
武
小 

教
諭

〈
新
規
採
用
〉

　

こ
の
春
、山
口
大
学
を
卒
業
し
、

教
員
に
な
り
ま
し
た
。

　

阿
武
小
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

勉
強
や
運
動
を
す
る
こ
と
、ま
た
、

自
然
豊
か
な
阿
武
町
の
美
味
し
い

魚
を
食
べ
る
の
が
楽
し
み
で
す
！

金
子 

里
美

阿
武
中 

教
諭

（
通
級
教
室
）

〈
去
年
８
月
〜
〉

　

私
は
阿
武
町
生
ま
れ
阿
武
町

育
ち
で
、母
校
に
帰
っ
て
こ
れ
た

こ
と
を
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ん
の
得
意
な
こ
と
に

自
信
を
も
っ
て
、勉
強
や
部
活
動

に
励
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
！

髙
村 

和
孝

阿
武
中 

教
諭

（
数
学
）

〈
新
規
採
用
〉

　

野
球
、柔
道
、ラ
ン
ニ
ン
グ
が

趣
味
で
す
。町
内
を
走
っ
て
い
る

こ
と
が
あ
る
と
思
う
の
で
声
を

か
け
て
も
ら
え
る
と
嬉
し
い
で
す

し
、な
る
べ
く
多
く
の
地
域
行
事

に
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
す
！

田
中 

康
子

阿
武
小 

教
諭

〈
明
倫
小
〉

　

一
昨
年
度
は
福
賀
小
で
教
え
て

い
ま
し
た
が
、再
び
、阿
武
町
に

戻
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

明
る
く
て
、素
敵
な
笑
顔
の

阿
武
小
の
み
な
さ
ん
、こ
れ
か
ら

一
緒
に
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

大野 元大
教頭

おおの　 もとひろ

能美 聡
教諭（農業）

のうみ　さとし

富重 朋子
事務主事

とみしげ　 ともこ

横田 沙織
実習助手（農業）

よこた　　さおり

藤岡 晶
主事

ふじおか あきら

神﨑 正明
実習助手（農業）

こうざき   まさあき

萩高校
奈古分校の
　　 新しい
　　 先生たち

敬称略

12
人
の

新
し
い

先
生
た
ち

敬
称
略

〈
〉は

前
任
校
な
ど

16
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

　
マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
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＊
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空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

令和５年度
入園・入学式

・みどり保育園 本園：７人（全36人） ・分園：２人（全5人） ・阿武小学校：11人（全校96人）
・阿武中学校：21人（全校64人） 　  ・萩高校奈古分校：15人 ※うち町内進学４人 （全校47人）

それぞれの
新入生

「ありがとうね」って言って
もらえる運行をめざします。
ちょっとのことでも、気軽に
利用してくださいね。

どうぞ、たくさんのご利用を
お待ちしております！

花田 和典 会長花田 和典 会長
はなだ　かずのりはなだ　かずのり

車がない者にとって、一番の助けです。
買い物に、病院に利用しますので、
安全運転でよろしくお願いいたします。

　　　　　小田 妙子さん（宇久・85）　
おだ　    たえこ

乗
客 

第
１
号

念願の運行開始です。病院だけでなく、
友だちとのお出かけにも使いたいです。
みなさま、本当にありがとうございます。

　　　　　小野 昌子さん（宇田浦・83）　
おの　    まさこ

乗
客 

第
１
号

何をするにも、気兼ねなく、
便利に移動できることは
大事なことだと思います！
住みよい地区を作るため、
やれる人が、やれることで
役立てたらなと思います。

茂刈 克巳 会長茂刈 克巳 会長
もがり　 かつみもがり　 かつみ

なごやか便なごやか便

ふれあい便ふれあい便
宇田宇田

　 新たなデマンド型交通

　なごやか便　宇田ふれあい便  出発式４/１

「デマンド型交通」のサービスについて詳しくは、広報あぶ３月号または阿武町ウェブサイトをご覧ください。

役場の前で出発式！みどり保育園の
園児たちが、おゆうぎで祝いました。

満開の桜をバックに、宇田さくら会の
銭太鼓！華やかに式を盛り上げました。
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
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＊
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阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ

＊　

　
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

打
ば
て

響
く

町長
コラム

や
ま
も
と    

て
つ
や

い
わ
さ
き

ひ
ろ
み

こ
く
ぶ     

ひ
ろ
こ

　

歌
手
・
岩
崎 

宏
美
さ
ん
の
情
感
あ
ふ
れ
る
歌
声
と
、

世
界
中
を
魅
了
す
る
ジ
ャ
ズ
ピ
ア
ニ
ス
ト
・
国
府

弘
子
さ
ん
の
演
奏
が
、文
化
ホ
ー
ル
に
響
き
ま
し
た
。

　

普
段
の
コ
ン
サ
ー
ト
と
は
ひ
と
味
ち
が
い
、会
場

ス
ク
リ
ー
ン
で
は
、阿
武
町
の「
旅
番
組
」の
上
映
も
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
前
日
か
ら
岩
崎
さ
ん
と
国
府
さ
ん
の

２
人
と
、パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と
し
て
駆
け
付
け
た
萩
市

出
身
の
山
本 

哲
也
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
阿
武
町
を
訪
れ
、

「
阿
武
の
鶴
酒
造
」と「
道
の
駅
」周
辺
の
ロ
ケ
を
敢
行
。

　

こ
だ
わ
り
の
酒
造
り
に
触
れ
、鹿
島
の
夕
日
を

眺
め
な
が
ら
、「
無
角
和
牛
」と「
ほ
ろ
酔
い
さ
ば
」に

舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
映
像
を
交
え
つ
つ
、出
演
者
た
ち
が
壇
上

で
阿
武
町
の
魅
力
を
語
る
ト
ー
ク
コ
ー
ナ
ー
も
繰
り

広
げ
ら
れ
、会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

い
わ
さ
き
　
ひ
ろ
み

こ
く
ぶ

や
ま
も
と
　
て
つ
や

　３月12日に奈古地区寺東で起きた火事の際、現場の近所

に住む消防団員の父・梅地 諭史さんとともに、いちはやく

周囲の人たちに火災発生を知らせるなど、初期消火活動に

協力した功績により、梅地 大海さん（高校３年）、海悠さん

（中学３年）、海心くん（小学４年）の３兄弟に、阿武町から

感謝状が贈られました。

初期消火活動に貢献！

梅地３兄弟に感謝状
うめじ　  さとし

うめじ　 だいかい かいゆう

かいしん

３/４ 岩崎 宏美 × 国府 弘子 ピアノソングス in 阿武町
ひ
ろ
こ

お手柄！梅地３兄弟　写真左から 大海さん、海心くん、海悠さん

うめじ

阿武の鶴酒造 酒蔵の見学 道の駅にて  無角和牛の肉を発見！

　

３
月
４
日
の
町
民
セ
ン
タ
ー
文
化

ホ
ー
ル
で
の
コ
ン
サ
ー
ト
、「
岩
崎

宏
美×

国
府
弘
子
ピ
ア
ノ
ソ
ン
グ
ス
」

の
と
き
の
お
話
で
す
。

　

プ
ロ
モ
ー
ト
を
Ｎ
Ｈ
Ｋ
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
願
い
し
て
い
た
と
こ
ろ
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
、司
会
に
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

元
・エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

山
本　
哲
也
さ
ん
に
来
て
い
た
だ
け
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

山
本
ア
ナ
と
い
え
ば
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
の

看
板
番
組
、毎
週
日
曜
朝
８
時
の

「
小
さ
な
旅
」。全
国
津
々
浦
々
の

町
を
探
訪
し
、何
気
な
い
日
常
や

そ
こ
に
暮
ら
す
人
た
ち
を
素
朴
な

形
で
紹
介
す
る
番
組
で
、私
も
、ほ
ぼ

毎
週
、楽
し
み
に
見
て
い
ま
す
。

　

実
は
、コ
ン
サ
ー
ト
の
前
日
、背
景

に
使
う
写
真
や
動
画
を
収
録
す
る

た
め
に
、山
本
ア
ナ
を
含
め
た
出
演

者
３
人
と
私
の
、合
わ
せ
て
４
人
で
、

町
歩
き
を
し
、夕
食
も
ご
一
緒
に

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

そ
の
印
象
と
し
て
は
、３
人
と
も

私
と
年
齢
が
同
じ
く
ら
い
だ
か
ら
か
、

最
初
か
ら
、な
ん
だ
か
同
級
生
と

話
し
て
い
る
よ
う
な
安
心
感
が

あ
り
ま
し
た
。

　

特
に
、山
本
ア
ナ
と
は
話
が
合
っ
た

の
で
す
が
、聞
い
て
み
る
と
、萩
市

（
旧
・
旭
村
）佐
々
並
の
農
家
の
次
男

だ
そ
う
で
、年
齢
も
私
の
１
つ
下
の

昭
和
31
年
生
ま
れ
と
の
こ
と
。

　

意
気
投
合
し
、ロ
ケ
そ
っ
ち
の
け

で
、ず
い
ぶ
ん
長
く
２
人
で
話
を

し
た
の
で
す
が
、私
の
ま
ち
づ
く
り

の
話
を
熱
心
に
聞
い
て
く
れ
、ま
た
、

山
本
ア
ナ
も
、佐
々
並
に
い
た
頃
の

思
い
出
を
語
り
、「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

は
間
違
い
な
く
ふ
る
さ
と
佐
々
並
に

あ
る
」と
の
想
い
、さ
ら
に
は
、リ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
な
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が

（
た
ぶ
ん
本
音
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
）、

「
単
独
町
政
で
が
ん
ば
っ
て
い
る

阿
武
町
の
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
い
」

と
言
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

山
本
ア
ナ
と
は
今
回
の
ご
縁
を

大
切
に
、私
が
東
京
に
行
っ
た
と
き
、

山
本
ア
ナ
が
佐
々
並
に
帰
る
と
き
に

「
一
杯
飲
も
う
」と
、連
絡
先
を
交
換

し
ま
し
た
。

　

い
ろ
い
ろ
な
人
た
ち
と
、丁
寧
に

つ
な
が
り
を
深
め
て
行
く
こ
と
が
、

き
っ
と
、町
の
発
展
に
も
つ
な
が
っ
て

い
く
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。

新
た
な
ご
縁
を
大
切
に

花田 憲彦 町長
はなだ　 のりひこ
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

　
マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ
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空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

集落支援員　
吉岡風詩乃　
卒業によせて

　５年前、奈古浦地区にとって縁もゆかりもない私が、
ぽんっとshiBanoに入った時、優しく受け入れてくださった
奈古浦のみなさんには本当に感謝しています。

　shiBanoニュースの取材を快く受けてくださったみなさん、
小学生との授業がある度に頼り、無茶振りに応えてくださった
みなさん、日々、shiBanoを利用してくださったみなさん、
本当に本当にありがとうございました。

　この5年間、shiBanoという場所を通して、いろんなチャレンジ
を間近で応援することができましたし、町内で事業を営んで
いる方や、新たな活動をされている方にお話を伺う機会にも
恵まれ、いろんな生き方に触れることができ、多くの刺激を
いただきました。　
　
　苦労もたくさんあるとは思いますが、それでも自分の
やりたいことを自分のやり方で、自信と責任を持ち生きて
いる。そんなみなさんを間近でみていると、自分もそうしない
理由がない、言い訳なんてしていられないと感じるように
なりました。

　その結果、雇われていたい派だった私が気づけば開業して
いたのです。
（私が任期満了と聞き、今後のことを心配してくださっていた
みなさん！なんと吉岡、開業しました！）

　不安もありますが、阿武町には自立して生きているたくさん
の先輩がいる。それは間違いなく阿武町の魅力で、その背中を
追っていけばきっとなんとかなると思っています。
　楽観的で心配されそうですが、心配してくれる優しい人が
たくさんいるのもまた、この町の魅力。どうぞ心配してやって
ください。笑

　shiBano最後の２週間、「５年間、本当にお世話になりまし展」
と称して、この5年間にshiBanoで撮った写真を展示しました。
　展示した写真を見に来てくださった方と一緒に、当時のことを
思い出したり、子どもの成長に驚いたり、もう会うことが
叶わなくなってしまった方との思い出話をしたり。
　shiBanoという場所があったことの意味を感じると同時に、
写真の持つ可能性というものも再認識しました。
　そして、私はやっぱり人の写真が好きなんだ、という自分の
想いにも気づくことができました。
　
　今後は阿武町の集落支援員ではなくなりますが、阿武町の
フォトグラファー、写真家として、家族との大切な時間、子ども
の成長などを写真に残していくお手伝いをしていきたいと
思っています。
　他にもイベント撮影や、福祉施設様向けのプランなど、
自分は何ができるのか、わくわくしながら考えています。
　
　これからも変わらず阿武町内をうろうろしていると思います
ので、見かけた時は声をかけてやってくださいね。
　５年間、本当にお世話になりました。そしてこれからも
よろしくお願いいたします。

　元・阿武町集落支援員

こんにちは、元・shiBanoスタッフのふーちゃんです。私が
阿武町暮らし支援センターshiBanoのスタッフとして就任
して5年。任期満了に伴い、3月末に卒業しました。この場を
お借りして、みなさんに向けてお手紙を書いてみました
ので、お時間のあるときに読んでいただけると幸いです。

任期：平成30年４月16日～令和５年３月31日
福賀地区出身。介護福祉施設や「BARフジヤマ」の勤務経験を
活かし、｢阿武町暮らし支援センターshiBano｣のスタッフとして
町内外の人をつなぎ、すまいと仕事の相談窓口を務め、奈古浦
の集落点検に取り組んだ。卒業後はフォトグラファーとして起業。

吉岡
風詩乃
よしおか ふしの
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
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＊
イ
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阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 

医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
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＊
マ
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マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
ミ

＊
カ

＊　

　
町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
シ

＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

昭和37年４月２日～昭和54年４月１日に
生まれた男性の方が対象です！ 接種日時点で50歳以上の方が対象です！

【抗体検査・予防接種の受け方】
  ①抗体検査：４月に送付したクーポン券を利用
　▼検査会場
　・町で6月・11月に実施する集団健診会場
　・事業所が実施する健診会場（勤務先に確認）
　・全国の実施医療機関など
　　　　  厚生労働省ウェブサイトに掲載➡

  ②予防接種：十分な量の抗体がなかった場合、
　　　　　    予防接種を受けましょう

【費用】
　抗体検査・予防接種ともに無料

【クーポン券有効期限】
　令和7年3月31日

【予防接種の受け方】
  ・医療機関に直接申し込み
【ワクチンの種類・接種回数】助成は、どちらか一方のみ
　・水痘ワクチン：1回
　・帯状疱疹ワクチン：１～2回
　  　※2回目の接種は、1回目の後、2～６ヶ月の期間

【費用】
　・医療機関によって異なります。
　  医療機関に直接お問い合わせください。
【助成額】
　・令和5年度内に接種した費用の半額
【申請方法】
　申請書と下記の書類を健康福祉課・各支所へ提出
　・接種したことがわかる証明書（接種済証や明細など）
　・接種費用がわかる領収書

1人につき生涯１回の助成です

風しん抗体検査・予防接種 帯状疱疹ワクチン

予防接種のお知らせ
阿武町新型コロナワクチン接種相談窓口　☎08388-2-0200　FAX：08388-2-2300

　【５歳から11歳までの方】 ※対象の方には順次、接種券を発送しています。届かない場合はご連絡ください。
 　◎初回（１・２回目）接種を完了し、３ヶ月以上経過した方はオミクロン対応ワクチンを受けることができます。
 　◎接種を希望される方は、下記相談窓口へご連絡ください。接種医療機関を調整します。

現行の12歳以上の全員を対象としたオミクロン株対応ワクチンの追加接種（令和4年秋～）は５月７日で
終了します。接種をご希望の方は、お早めに下記の相談窓口へご連絡ください。
それ以降は年２回の接種の対象者を除き、９月までは接種できません。
 ※初回接種（１・２回目）がまだの人は、５月７日以降も引き続き、従来型ワクチンでの接種が受けられます。

注  

意

追加接種の対象者・接種回数
初回（１・２回目）接種を完了し、前回接種から少なくとも３ヶ月が経過した方で､下記の
①～③のいずれかに該当する方は、オミクロン株対応ワクチンを１回接種
　①満65歳以上の高齢者
　②満５歳以上64歳以下で基礎疾患のある人
　　または重症化リスクが高いと医師が認める人
　③医療機関や高齢者施設、障害者施設などの従事者
追加接種可能なすべての年齢の者（満５歳以上）を対象として、秋～冬（９月～12月）に
かけて１回接種（ワクチンは未定）

接種時期

令和５年春開始接種
（５月８日～８月末）

令和５年秋開始接種
（９月～12月）

基礎疾患を有する方の　
範囲はコチラ➡

　ワクチン接種の実施期間が令和６年３月末日まで延長されたことから、
令和５年度も引き続き、自己負担なく新型コロナワクチン接種が受けられます。
　令和５年度の新型コロナワクチンの追加接種は、ワクチンの有効性の持続期間などを踏まえ、下記のとおり
春夏と秋冬の年２回の期間にわけて実施することとされました。昨年秋以降のオミクロン株対応２価ワクチン
を接種された方のうち、春開始接種の対象者には、4月末から順次、新しい接種券（水色）を送付する予定です。

令和5年度の新型コロナワクチン接種
令和５年４月14日現在

健康福祉課 ☎2-3113
20
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教
育
費
の完全

無
償
化
を

　
状
況
や
必
要
に
応
じ

思
い
切
っ
た
施
策
も

検
討
す
る

問　
阿
武
町
の
子
育
て
支
援

は
充
実
し
て
い
る
が
、や
は
り

副
教
材
や
体
育
服
な
ど
の

負
担
は
大
き
く
、中
学
卒
業

ま
で
に
約
50
万
円
か
か
る
。

　

国
は「
異
次
元
の
少
子
化

対
策
」を
掲
げ
て
い
る
が
、

町
と
し
て
も
、国
に
対
し
て

「
教
育
費
の
完
全
無
償
化
」を

働
き
か
け
る
べ
き
で
は
。

　

あ
わ
せ
て
、町
の
独
自
施
策

と
し
て
も
、教
育
費
の
完
全

無
償
化
を
実
現
し
て
ほ
し
い
。

町
長　

新
年
度
予
算
で
は

「
子
育
て
支
援
学
校
給
食
費

無
償
化
事
業
」を
創
設
し
た
。

　

子
育
て
家
庭
の
負
担
軽
減

策
と
し
て
、低
所
得
世
帯
に
は

国
の「
就
学
援
助
制
度
」の

補
助
金
が
用
意
さ
れ
て
い
る
。

　

教
育
分
野
に
関
し
て
は
、国

の
施
策
の
補
完
的
な
役
割
を

阿
武
町
が
担
う
こ
と
が
重
要

だ
と
考
え
て
い
る
。

　
風
力
発
電
と

自
然
保
護
に
つ
い
て

町
の
考
え
方
は

　
生
態
系
へ
の
配
慮
を

県
知
事
と
事
業
者
に

求
め
て
い
る

問　
阿
武
町
は「
森
・
里
・
海

の
自
然
環
境
の
恵
み
を
享
受

し
、同
時
に
そ
の
生
態
系
を

保
護
し
て
き
た
」と
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
が
、実
際
の
と
こ
ろ
、

希
少
野
生
動
植
物
に
対
し
て

は
、ど
の
よ
う
な
保
護
活
動

を
し
て
き
た
の
か
。

　

ま
た
、自
然
保
護
と
大
型

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス
に

つ
い
て
の
考
え
は
。

町
長　
町
内
に
は
県
指
定
の

天
然
・
自
然
記
念
物
が
６
つ

あ
る
が
、町
指
定
の
記
念
物

は
存
在
せ
ず
、特
別
な
生
息

調
査
な
ど
は
行
っ
て
い
な
い
。

　

な
お
、「
ミ
ヤ
マ
ウ
メ
モ
ド
キ

群
落
」に
は
、繁
殖
地
で
あ
る

こ
と
を
示
す
看
板
を
設
置

し
て
い
る
。

　

こ
の
群
落
周
辺
の
湿
地
帯

に「
ア
ブ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
」

の
生
息
が
確
認
さ
れ
て
い
る

が
、町
と
し
て
生
息
状
況
を

調
査
し
た
こ
と
は
な
い
。

　

風
力
発
電
と
の
バ
ラ
ン
ス

に
つ
い
て
は
、県
知
事
お
よ
び

事
業
者
で
あ
る
Ｈ
Ｓ
Ｅ
社
に

対
し
て
、希
少
生
物
の
生
態
系

へ
の
影
響
を
最
大
限
に
低
減

す
る
よ
う
に
意
見
し
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、法
律
に
基
づ
き
、

関
係
す
る
住
民
な
ど
の
合
意

を
得
て
、事
業
者
に
よ
る
適
切

な
施
工
と
生
態
系
保
護
な
ど

の
措
置
が
さ
れ
る
と
確
認

で
き
れ
ば
、そ
れ
は
適
正
な

開
発
だ
と
考
え
て
い
る
。

　
補
聴
器
の

購
入
補
助
に
つ
い
て

　
検
討
課
題
と
し
て

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
る

問　
高
齢
化
に
伴
い
、難
聴
者

が
増
え
て
い
る
。

　
「
障
害
者
総
合
支
援
法
」で

補
聴
器
の
購
入
補
助
制
度
は

設
け
ら
れ
て
い
る
が
、軽
度
〜

中
等
度
の
症
状
の
方
は
補
助

対
象
外
で
あ
る
。

　

難
聴
の
放
置
は
認
知
症
の

リ
ス
ク
を
高
め
る
こ
と
が

医
学
的
に
証
明
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
て
、「
高
齢
者

に
も
優
し
い
町
」と
な
る
た
め

に
、軽
度
難
聴
者
か
ら
対
象

と
な
る
補
聴
器
の
購
入
補
助

制
度
を
、ぜ
ひ
、町
と
し
て

設
け
て
ほ
し
い
。

町
長　
全
国
的
に
見
る
と
、

中
等
度
難
聴
者
へ
の
補
聴
器

購
入
に
助
成
す
る
自
治
体
も

増
え
て
は
い
る
が
、県
内
に
は

ま
だ
存
在
し
な
い
。

　

他
市
町
の
動
向
な
ど
を

見
極
め
つ
つ
、今
後
の
検
討

課
題
と
す
る
。＊

ツ
＊
マ

＊
ラ

＊
シ

＊　

　
阿
武
町
の

特
殊
詐
欺
対
策
は

　
通
話
録
音
装
置

無
料
貸
出
制
度
の

周
知
に
努
め
る

問　
ネ
ッ
ト
や
テ
レ
ビ
な
ど

で
報
道
さ
れ
て
い
る
東
京
都

狛
江
市
の
強
盗
致
死
事
件
を

は
じ
め
と
し
た
広
域
強
盗

事
件
は
、
世
間
に
大
き
な

衝
撃
を
与
え
た
。

　

各
家
庭
で
実
践
で
き
る

防
犯
対
策
の
一
つ
と
し
て

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
あ
り
、

設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、犯
罪

の
抑
止
や
早
期
発
見
・
早
期

解
決
、住
民
の
安
心
感
な
ど

に
つ
な
が
る
。

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
の

実
現
に
向
け
、防
犯
カ
メ
ラ
の

設
置
補
助
金
制
度
の
創
設
を

提
案
す
る
。

町
長　
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置

に
は
一
定
の
効
果
が
あ
る
し
、

犯
罪
の
な
い
安
全
安
心
な

地
域
社
会
実
現
の
た
め
に

補
助
金
制
度
創
設
を
求
め
る

趣
旨
は
理
解
で
き
る
。

　

し
か
し
、ど
こ
ま
で
を
個
人

あ
る
い
は
行
政
の
持
ち
分
と

す
る
か
の
線
引
き
が
難
し
く
、

他
市
町
の
状
況
な
ど
を
調
べ
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

問　
警
察
庁
の
発
表
で
は
、

令
和
４
年
の
特
殊
詐
欺
被
害

認
知
件
数
は
、全
国
で
１
万

７
千
520
件
、被
害
額
は
361
億

４
０
４
４
万
５
千
円
。

　

県
内
で
は
107
件
で
、被
害
額

は
、２
億
５
２
３
８
万
円
と

な
っ
て
い
る
。

　

架
空
請
求
詐
欺
、還
付
金

詐
欺
、オ
レ
オ
レ
詐
欺（
な
り

す
ま
し
詐
欺
）な
ど
の
手
口
が

あ
る
が
、こ
れ
ら
の
詐
欺
の

手
段
と
し
て
は
、電
話
が
88.9
％
、

電
子
メ
ー
ル
が
７
％
、は
が
き

・
封
書
が
4.1
％
と
、圧
倒
的
に

電
話
に
よ
る
詐
欺
が
多
数
を

占
め
て
い
る
。

　

町
は
現
在
、ま
ち
づ
く
り

推
進
課
に「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ

付
き
通
話
録
音
装
置
」の

無
料
貸
出
窓
口
を
設
置
し
て

い
る
が
、「
広
報
あ
ぶ
」に
は

平
成
27
年
８
月
号
以
降
の

掲
載
は
な
く
、十
分
に
周
知

さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
。

　

不
審
電
話
な
ど
に
係
る

相
談
件
数
と
、「
通
話
録
音

装
置
」の
貸
出
実
績
・
推
移
は
。

町
長　
町
で
は
、貸
出
用
の

「
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
付
き
通
話

録
音
装
置
」を
５
台
所
有

し
て
い
る
。

　

装
置
貸
出
は
、平
成
27
年

９
月
か
ら
行
っ
て
お
り
、対
象

は
、町
内
に
住
む
65
歳
以
上
で

①「
一
人
暮
ら
し
の
方
」、②

「
高
齢
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る

世
帯
の
方
」、③「
同
居
家
族

は
い
る
が
日
中
は
一
人
暮
ら
し

ま
た
は
高
齢
者
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
に
該
当
す
る
方
」

と
し
て
い
る
。

　

申
請
後
、審
査
を
経
て
、

半
年
以
内
の
無
料
貸
出
を

行
っ
て
い
る
。

　

周
知
に
つ
い
て
は
、防
災

無
線
で
の
呼
び
か
け
の
ほ
か
、

高
齢
者
や
消
費
者
団
体
へ
の

出
前
講
座
な
ど
の
際
に
案
内

を
し
て
い
る
。

　

町
で
は
、毎
月
第
２
・
第
４

月
曜
を
消
費
生
活
相
談
日
に

定
め
て
お
り
、平
成
27
年
度
に

３
件
、
28
年
度
に
15
件
、

29
年
度
に
27
件
、30
年
度
に

33
件
、令
和
元
年
度
に
19
件
、

２
年
度
に
13
件
、３
年
度
に

９
件
、４
年
度
は
２
月
末
ま
で

に
６
件
の
相
談
が
あ
っ
た
。

　
「
通
話
録
音
装
置
」の
貸
出

実
績
は
、
平
成
27
年
度
が

５
件
、29
年
度
が
１
件
、令
和

元
年
度
が
１
件
、２
年
度
が

２
件
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
中
、阿
武
町
で
は

多
額
の
金
銭
被
害
の
報
告
は

な
い
が
、今
後
は
、広
報
紙
や

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
を
活
用

し
て
、一
層
の
周
知
強
化
と
、

装
置
の
活
用
促
進
を
図
る
。

＊
ラ

＊
ハ

＊
チ

＊
イ

＊　

　
阿
武
町
の

地
域
医
療
に
つ
い
て

　
地
域
医
療
の
確
保
と

生
活
支
援
体
制
の

整
備
を
進
め
る

問　
萩
圏
域
の「
中
核
病
院

づ
く
り
に
向
け
た
取
り
組
み
」

は
、阿
武
町
に
と
っ
て
も
、

重
要
で
あ
る
。

　

そ
の
進
捗
状
況
と
、町
長
の

率
直
な
意
見
は
。

町
長　
圏
域
内
で
は
、医
師
・

看
護
師
な
ど
の
医
療
従
事
者

の
高
齢
化
や
人
材
不
足
が

深
刻
化
し
て
い
る
。

　

必
要
不
可
欠
な
医
療
提
供

体
制
維
持
の
た
め
に
も
、早
期

に「
新
中
核
病
院
」の
設
置
が

決
ま
る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

　

萩
市
議
会
で
特
別
委
員
会

が
設
け
ら
れ
、来
年
４
月
の

発
足
を
め
ざ
す
協
議
が
展
開

さ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
る

た
め
、町
と
し
て
は
現
時
点

で
の
発
言
は
控
え
た
い
。

問　
か
つ
て
は
不
治
の
病
と

さ
れ
た
が
ん
も
、定
期
検
診
で

の
早
期
発
見
に
よ
り
完
治

し
た
話
を
よ
く
耳
に
す
る
。

　

阿
武
町
の
疾
病
予
防
の

取
り
組
み
は
。

町
長　
疾
病
の
早
期
発
見
・

早
期
治
療
は
、医
療
機
関
の

負
担
軽
減
に
も
つ
な
が
る
と

考
え
、
多
く
の
方
に
健
康

診
断
の
受
診
を
促
す
と
共
に
、

個
人
負
担
軽
減
や
未
受
診
者

へ
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
る
。

　

個
人
負
担
額
に
つ
い
て
も
、

令
和
４
年
度
か
ら
は
、経
費
の

１
割
程
度
を
目
安
に
、従
来

よ
り
安
価
に
設
定
し
て
い
る
。

問　
福
賀
診
療
所
の
医
師
の

定
年
が
迫
っ
て
い
る
。

　

特
に
診
療
所
に
は「
総
合

診
療
医
」的
な
見
立
て
の
良
い

医
師
が
求
め
ら
れ
る
が
、

現
在
の
政
井 

俊
憲 
医
師
は
、

住
民
の
信
頼
も
厚
く
、福
賀

に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
、大
切

な
人
材
で
あ
る
。

　

診
療
所
で
の
受
診
に
よ
り
、

初
期
の
段
階
で
病
気
が
発
見

さ
れ
て
大
病
院
に
移
り
、命
が

救
わ
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も

非
常
に
多
い
。

　

医
療
機
関
の
確
保
は
住
民

の
自
助
・
共
助
が
及
ば
な
い

問
題
で
あ
る
た
め
、町
の
施
策

に
よ
る
診
療
所
存
続
を
強
く

望
む
が
、町
の
構
想
は
。

町
長　
政
井
医
師
は
、平
成

５
年
か
ら
勤
務
し
、
今
年

６
月
で
、勤
続
30
年
に
な
る
。

　

条
例
で
、医
師
の
定
年
は

満
65
歳
と
な
っ
て
お
り
、来
年

３
月
末
で
定
年
を
迎
え
る
。

　

本
人
と
の
話
の
中
で
は
、

「
福
賀
へ
の
愛
着
も
あ
り
、

要
請
が
あ
れ
ば
、定
年
後
も

体
力
と
相
談
し
な
が
ら
勤
務

日
数
を
調
整
し
、嘱
託
と
し
て

し
ば
ら
く
勤
務
し
て
も
よ
い
」

と
の
意
向
を
い
た
だ
き
、大
変

あ
り
が
た
く
思
う
と
共
に
、

今
後
も
何
ら
か
の
形
で
診
療

を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。

　

一
方
、福
賀
診
療
所
は
大
幅

な
赤
字
経
営
で
あ
り
、令
和

元
年
度
以
降
、診
療
収
入
で

人
件
費
さ
え
賄
え
て
い
な
い

状
態
が
続
い
て
お
り
、今
後
も
、

さ
ら
な
る
人
口
減
少
に
よ
り

赤
字
拡
大
が
顕
著
に
な
る
と

容
易
に
想
像
で
き
る
。

　

も
ち
ろ
ん
望
む
わ
け
で
は

な
い
が
、中
期
的
に
は
、収
入

で
人
件
費
が
賄
え
る
よ
う
に

縮
小
が
求
め
ら
れ
、い
ず
れ
は

閉
所
な
ど
を
検
討
せ
ざ
る
を

得
な
い
時
期
が
訪
れ
る
こ
と

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

町
全
体
の
医
療
機
関
の

見
直
し
に
つ
い
て
は
、ま
だ

説
明
で
き
る
段
階
で
は
な
い

が
、す
で
に
数
回
、協
議
の
場

を
設
け
て
い
る
。

　

今
後
も
、町
の
医
療
体
制

確
保
を
推
し
進
め
て
い
く
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

　
マ
グ
ロ
混
獲
回
避
に

町
独
自
の
施
策
は

　
現
状
把
握
の
た
め

水
揚
げ
現
場
に

立
ち
会
う

問　
国
際
的
な
資
源
保
護
の

取
り
組
み
に
対
し
、町
独
自
に

漁
獲
枠
を
増
や
す
の
は

不
可
能
で
あ
る
と
容
易
に

想
像
で
き
る
が
、漁
業
者
に

対
し
、何
ら
か
の
形
で
町
独
自

の
支
援
が
で
き
な
い
も
の
か
。

町
長　
漁
獲
枠
は
国
際
機
関

が
決
め
る
も
の
で
、漁
業
法
と

の
兼
ね
合
い
も
あ
る
た
め
、町

で
は
ど
う
に
も
で
き
な
い
。

　

ま
た
、国
の
支
援
制
度
が

あ
る
中
、さ
ら
に
単
独
町
費
で

上
乗
せ
す
る
こ
と
は
現
時
点

で
は
難
し
い
。

　

国
や
県
に
対
し
て
は
、毎
年

実
施
さ
れ
る
与
党
山
口
県
連

の
政
調
会
な
ど
に
お
い
て
、

捕
獲
枠
の
確
保
や
混
獲
防
止

に
か
か
る
技
術
支
援
な
ど
に

つ
い
て
、機
会
あ
る
ご
と
に

要
望
し
て
い
る
。

　

な
お
、私
は
、昨
年
末
か
ら

「
全
国
市
町
村
水
産
業
振
興

対
策
協
議
会
」の
理
事
お
よ
び

山
口
県
支
部
長
に
就
任
し
た

た
め
、現
場
の
状
況
や
漁
獲

枠
の
確
保
に
つ
い
て
は
、ぜ
ひ
、

国
の
関
係
省
庁
に
も
直
接

要
望
し
て
い
き
た
い
。

問　
ど
の
よ
う
に
マ
グ
ロ
を

放
流
す
る
の
か
、あ
る
い
は
、

漁
業
者
が
ど
れ
だ
け
困
っ
て

い
る
の
か
に
つ
い
て
、状
況
を

把
握
す
る
た
め
に
視
察
な
ど

を
行
う
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長　
２
年
前
か
ら
、農
林

水
産
課
長
も
同
行
し
た
上
で

「
宇
田
郷
定
置
網
」の
水
揚
げ

現
場
に
立
ち
会
い
た
い
と

考
え
、乗
船
日
程
も
決
め
て

い
た
が
、天
候
不
良
に
よ
り

い
ま
だ
実
現
し
て
い
な
い
。

　

宇
田
郷
は
宇
田
郷
と
し
て

再
度
日
程
を
調
整
し
つ
つ
、

今
回
の
ご
提
案
を
契
機
に
、

奈
古
の
定
置
網
に
つ
い
て
も
、

ぜ
ひ
乗
船
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
く
、改
め
て
日
程
調
整
を

し
た
い
。

　
住
民
生
活
へ
の

経
済
支
援
に
つ
い
て

　
財
源
な
ど
の
要
素
を

見
極
め

総
合
的
に
判
断
す
る

問　
現
在
の
物
価
高
に
よ
る

家
計
負
担
が
大
き
く
な
っ
て

い
る
中
、住
民
の
生
活
で
は
、

お
宮
の
補
修
や
空
き
家
解
体

の
個
人
負
担
な
ど
、突
発
的

な
出
費
も
あ
る
か
と
思
う
が
、

融
資
制
度
な
ど
は
考
え
ら
れ

な
い
か
。

町
長　
「
融
資
」は
、一
般
的
に

金
融
機
関
が
行
う
が
、収
入
・

年
齢
条
件
な
ど
に
よ
っ
て
は
、

金
融
機
関
か
ら
の
融
資
が

難
し
い
場
合
も
あ
る
。

　

そ
う
い
っ
た
方
を
対
象
に
、

社
会
福
祉
協
議
会
で
、生
活

資
金
な
ど
の
貸
付
制
度
が

す
で
に
用
意
さ
れ
て
お
り
、

相
談
・
申
し
込
み
は
、町
社
協

が
窓
口
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
融
資
制
度
が

す
で
に
あ
る
以
上
、町
独
自
で

制
度
を
創
設
す
る
こ
と
は

現
時
点
で
は
考
え
て
い
な
い
。

　

し
か
し
な
が
ら
、こ
の
制
度

の
こ
と
を
知
ら
な
い
方
も

多
い
と
思
わ
れ
る
た
め
、今
後
、

社
協
と
連
携
し
な
が
ら
周
知

に
努
め
て
い
き
た
い
。

問　
昨
年
度
は
、家
計
支
援

に
関
し
て
、Ｖ
字
回
復
応
援
券

や
商
品
券
な
ど
、全
町
民
に

行
き
渡
る
支
援
策
が
あ
っ
た

が
、今
後
は
。

町
長　
令
和
４
年
度
の
商
品
券

事
業
は
、国
の「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
」を
活
用

し
、不
足
分
は
町
の
一
般
財
源

も
投
入
し
て
実
施
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
に
つ
い
て
は
、一
応

の
収
束
を
見
せ
る
一
方
、物
価

な
ど
の
高
騰
は
続
い
て
い
る
。

　

現
在
、政
府
で
は
、３
月
末

を
目
途
に
、物
価
や
燃
料
費
の

高
騰
に
対
す
る
追
加
対
策
の

方
針
を
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

　

ど
の
よ
う
な
国
の
方
針
が

打
ち
出
さ
れ
る
の
か
、ま
た
、

「
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
」

な
ど
の
交
付
金
の
有
無
や

財
源
に
つ
い
て
も
、事
業
実
施

の
判
断
に
大
き
な
影
響
が

あ
る
た
め
、そ
れ
ら
を
見
極
め
、

町
独
自
の
施
策
が
必
要
だ
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、事
業
を

実
施
す
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
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＊
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町
の
子
育
て
支
援
に

つ
い
て

　
懇
談
会
を
通
じ
て

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
つ
つ

理
解
を
求
め
る

問　
子
育
て
世
帯
に
対
す
る

町
独
自
施
策
の
財
源
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

　

町
民
に
し
っ
か
り
と
説
明

し
、理
解
を
い
た
だ
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

町
長　
町
で
は
長
期
に
渡
り

健
全
な
財
政
状
況
に
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、過
去
５
年
間
で

９
億
円
の
基
金
積
み
増
し
を

実
現
し
て
お
り
、一
般
財
源
を

投
じ
た
町
独
自
の
子
育
て

支
援
が
十
分
に
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
、各
々
の
持
ち

も
の
や
食
べ
る
も
の
ま
で
、

公
費
で
負
担
す
る
こ
と
に

反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
が
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
、

全
国
的
な
流
れ
も
考
慮
し
、

今
回
、拡
充
し
た
。

問　
町
は
、子
育
て
世
帯
や

新
婚
世
帯
な
ど
の
意
見
を

ど
の
よ
う
に
得
て
い
る
の
か
。

町
長　
こ
れ
ま
で
も
各
小
中

学
校
や
保
育
園
で
実
施
し
て

い
る「
カ
ジ
ュ
ア
ル
ト
ー
ク
」

を
は
じ
め
と
す
る
、さ
ま
ざ
ま

な
懇
談
会
で
意
見
を
頂
戴
し
、

施
策
に
反
映
さ
せ
て
き
た
。

　

今
後
も
可
能
な
限
り
多
く

の
会
合
に
出
席
し
な
が
ら
、

子
育
て
世
帯
に
限
ら
ず
、

全
世
代
の
町
民
の
意
向
や

要
望
を
聞
き
、住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
と
、魅
力
あ
る
ま
ち

づ
く
り
に
つ
な
げ
る
。

＊
ラ

＊
ム

＊
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＊
ニ

＊　

　
空
き
家
対
策
と

定
住
対
策
に
つ
い
て

　
自
治
会
長
集
会
で

「
空
き
家
調
査
」を

お
願
い
す
る

問　
昨
年
３
月
の「
空
き
家

セ
ミ
ナ
ー
な
ん
で
も
相
談
会
」

の
結
果
は
。

町
長　
平
成
30
年
７
月
か
ら
、

「
阿
武
町
暮
ら
し
支
援

セ
ン
タ
ーshiBano

」を
会
場

に
、一
般
社
団
法
人「
山
口
県

古
民
家
再
生
協
会
」の
代
表

を
講
師
に
招
い
て
実
施
し
て

い
る
。

　

不
定
期
開
催
で
は
あ
る
が
、

昨
年
３
月
ま
で
に
、空
き
家
の

利
活
用
、相
続
な
ど
の
手
続
き
、

家
の
老
朽
化
チ
ェ
ッ
ク
、解
体

費
用
、古
民
家
再
生
・
利
活
用

の
事
例
、売
買
・
賃
貸
の
た
め

の
必
要
事
項
、空
き
家
バ
ン
ク

の
登
録
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、

10
回
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
て
い
る
。

問　
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

状
況
に
つ
い
て
、令
和
４
年
度

の
相
談
件
数
、移
住
件
数
、

移
住
者
数
、空
き
家
の
登
録

件
数
は
。ま
た
、令
和
２
年
度

お
よ
び
３
年
度
と
の
比
較
は
。

町
長　
空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
平
成
19
年
度
か
ら
本
格
的

に
実
施
し
、町
の
定
住
施
策
の

推
進
に
寄
与
し
て
い
る
。

　

相
談
件
数
は
令
和
２
年
度

207
件
、３
年
度
226
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
308
件
と
、年
々

増
加
し
て
い
る
。

　

移
住
件
数
は
令
和
２
年
度

15
件
、３
年
度
11
件
、４
年
度

は
２
月
ま
で
に
11
件
。

　

移
住
者
数
は
令
和
２
年
度

21
人
、３
年
度
15
人
、４
年
度

２
月
ま
で
が
23
人
で
あ
っ
た
。

　

空
き
家
の
登
録
件
数
は

令
和
２
年
度
15
件
、３
年
度

16
件
、４
年
度
２
月
ま
で
が

９
件
で
あ
っ
た
。

　

田
園
回
帰
の
流
れ
も
あ
り
、

各
市
町
村
で
過
当
競
争
に

な
っ
て
い
る
。

　

空
き
家
の
新
規
登
録
に

つ
い
て
は
、相
当
数
が
登
録

さ
れ
て
い
る
が
、新
規
の
物
件

が
枯
渇
し
、出
に
く
い
傾
向
に

な
り
つ
つ
あ
る
現
状
で
あ
る
。

問　
宇
田
郷
の
町
営
住
宅
は

１
年
近
く
空
き
家
の
ま
ま

だ
が
、
管
理
状
況
お
よ
び

入
居
予
定
は
。

町
長　

管
理
に
つ
い
て
は
、

ど
の
町
営
住
宅
も
同
じ
で
、

前
入
居
者
の
退
去
後
に
は

ハ
ウ
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、

傷
み
具
合
に
よ
っ
て
は
障
子

や
ふ
す
ま
紙
な
ど
の
張
り

替
え
を
行
う
。

　

ま
た
、外
回
り
の
草
刈
り

や
生
け
垣
の
剪
定
も
行
い
、

気
持
ち
良
く
生
活
を
始
め

ら
れ
る
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。

　

昨
年
12
月
に
は
地
元
有
志

の
方
々
に
、ふ
れ
あ
い
体
育
館

の
環
境
整
備
に
あ
わ
せ
て
、

剪
定
や
草
刈
り
な
ど
を
し
て

い
た
だ
い
て
お
り
、感
謝
を

申
し
上
げ
る
。

　

な
お
、先
般
、担
当
職
員
が

住
宅
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、

前
入
居
者
退
去
後
の
清
掃

時
点
か
ら
状
態
が
保
た
れ
て

い
た
が
、定
期
的
に
窓
開
け
や

換
気
な
ど
を
行
う
よ
う
に

指
示
し
た
。

　

今
後
も
、移
住
の
相
談
が

あ
れ
ば
、
宇
田
郷
の
町
営

住
宅
も
し
っ
か
り
と
紹
介

す
る
。

＊　＊
ダ

＊
ツ

＊
マ

＊　

◆
阿
武
町
個
人
情
報
の

　
保
護
に
関
す
る
法
律

施
行
条
例

◆
阿
武
町
情
報
公
開・

個
人
情
報
保
護

審
査
会
条
例

◆
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に

関
す
る
条
例

問　
以
上
３
つ
の
条
例
案
に

つ
い
て
、要
点
の
説
明
を
。

答　

個
人
情
報
の
保
護
に

関
し
て
、従
来
は
、独
立
行
政

法
人
・
国
の
行
政
機
関
・
地
方

公
共
団
体
の
機
関
・
民
間

事
業
者
な
ど
、そ
れ
ぞ
れ
別
個

に
定
め
ら
れ
て
い
た
ル
ー
ル

を
一
元
化
す
る
た
め
に
国
が

行
っ
た
法
改
正
に
対
応
す
る

も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、「
個
人
情
報
の
保
護

に
関
す
る
法
律
」は
個
人
の

権
利
・
利
益
を
保
護
す
る

目
的
で
平
成
15
年
に
制
定

さ
れ
た
法
律
で
あ
り
、今
回
が

３
度
目
の
改
正
で
あ
る
。

　

近
年
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

進
展
や
、経
済
・
社
会
情
勢
の

変
化
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

規
定
が
強
化
さ
れ
て
い
る
と

共
に
、公
益
に
資
す
る
目
的
で
、

匿
名
化
さ
れ
た
１
千
人
以
上

の
統
計
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、

審
査
な
ど
の
手
続
き
を
経
た

上
で
外
部
に
提
供
さ
れ
得
る

旨
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

　

ル
ー
ル
の
一
元
化
に
よ
り
、

異
な
る
地
方
公
共
団
体
間

で
も
、転
居
時
の
個
人
情
報
の

取
り
扱
い
や
開
示
請
求
の

方
法
が
統
一
さ
れ
て
お
り
、

住
民
の
利
便
性
が
図
ら
れ
て

い
る
と
同
時
に
、大
規
模
災
害

発
生
時
の
自
治
体
間
連
携
に

つ
い
て
も
適
切
か
つ
迅
速
な

対
応
が
期
待
で
き
る
。

米
津　
デ
ジ
タ
ル
改
革
の
名

の
下
に
、自
治
体
が
持
つ
膨
大

な
個
人
情
報
を
外
部
提
供

し
、企
業
に
Ａ
Ｉ
分
析
さ
せ
て

「
儲
け
の
種
」に
す
る
こ
と
が

目
的
の
法
律
で
あ
り
、ル
ー
ル

の
一
元
化
に
よ
っ
て「
デ
ー
タ

流
通
の
支
障
」を
な
く
そ
う
と

す
る
条
例
案
に
反
対
で
あ
る
。

市
原　
個
人
情
報
取
り
扱
い

に
関
す
る
ル
ー
ル
一
元
化
は
、

国
が
主
導
す
る
Ｄ
Ｘ
推
進
の

一
環
で
あ
り
、有
時
の
人
命

救
助
に
役
立
つ
と
い
っ
た

合
理
的
な
側
面
も
あ
る
。

　

な
お
、「
阿
武
町
議
会
の

個
人
情
報
保
護
に
関
す
る

条
例
案
」（
提
案
者
：
市
原
、

賛
成
者
：
池
田
）に
つ
い
て
は
、

外
部
提
供
の
対
象
と
な
り

得
る
デ
ー
タ
は
議
会
管
理
下

に
存
在
せ
ず
、今
後
、発
生

す
る
可
能
性
も
極
め
て
低
い
。

　

と
は
い
え
、ル
ー
ル
上
の

「
空
白
」が
生
じ
る
状
態
は

望
ま
し
く
な
い
た
め
に
、全
国

議
長
会
が
入
念
に
検
討
し
た

素
案
を
元
に
作
成
し
、発
議

し
た
条
例
案
で
あ
る
。

　

先
述
の
反
対
理
由
は
、

条
例
案
の
趣
旨
を
誤
解
し
て

い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
採
決　
以
上
３
つ
の
条
例
案

に
つ
い
て
は
、反
対
意
見
が

あ
っ
た
た
め
、挙
手
に
よ
る

採
決
を
行
っ
た
結
果
、い
ず
れ

の
案
も
反
対
１
人
、
賛
成

５
人
で「
可
決
す
べ
き
」と

決
し
た
。

◆
お
試
し
サ
テ
ラ
イ
ト

オ
フ
ィ
ス
の
設
置・

管
理
に
関
す
る
条
例

問　
利
用
見
込
み
や
、利
用

料
金
の
内
訳
は
。

答 

現
在
１
社
、新
年
度
か
ら

の
利
用
予
定
が
あ
る
。

　

料
金
に
関
し
て
は
、家
賃
は

１
ヶ
月
５
万
円
の
固
定
額
で
、

光
熱
費
や
光
フ
ァ
イ
バ
の

利
用
料
を
含
む
。

◆
自
家
用
有
償
旅
客
運
送

条
例
の
一
部
改
正

問　

デ
マ
ン
ド
型
交
通
が
、

福
賀
に
続
き
、奈
古
・
宇
田
郷

で
も
運
行
開
始
と
な
る
が
、

３
地
区
の
連
携
は
、
今
後

ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

答　
地
域
の
自
主
性
・
互
助

の
精
神
を
基
に
ス
タ
ー
ト

し
た
も
の
で
、今
後
、運
用
を

し
て
い
き
な
が
ら
、電
話
受
付

や
配
車
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

の
体
制
が
整
え
ば
、町
と
し
て

は
、全
町
一
体
化
も
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
る
。

◆
令
和
４
年
度 

一
般
会
計

補
正
予
算（
第
６
回
）

問　

出
産
・
子
育
て
応
援

給
付
金
に
つ
い
て
、申
請
方
法

と
給
付
の
流
れ
は
。

答　
対
象
者
は
、令
和
４
年

４
月
〜
５
年
２
月
末
に
妊
娠
、

出
産
さ
れ
た
方
で
あ
る
。

　

妊
娠
さ
れ
た
方
に
は
３
月

13
日
に
申
請
書
な
ど
を
送
付

し
て
お
り
、３
月
１
日
以
降
に

出
産
さ
れ
た
方
に
は
、新
生
児

訪
問
時
に
案
内
を
行
う
。

◆
令
和
５
年
度 

一
般
会
計

当
初
予
算

問　

障
害
者
福
祉
施
設
の

設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、

こ
れ
は
、ど
の
よ
う
な
施
設
か
。

答　
特
別
支
援
学
校
を
出
た

方
が
、地
域
に
戻
っ
た
時
に
、

な
か
な
か
行
き
場
が
な
い
と

い
う
現
状
に
対
し
、地
域
で

手
助
け
す
る
公
設
民
営
の

施
設
を
考
え
た
。

　

補
助
金
や
過
疎
債
な
ど
に

よ
る
財
源
と
、
利
用
料
や

家
賃
に
よ
る
原
資
の
補
填
に

よ
り
、約
10
年
で
回
収
す
る

こ
と
を
目
途
に
計
画
し
て

い
る
。

問　
が
ん
検
診
等
委
託
料
に

つ
い
て
、Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
使
っ
た

コ
ロ
ナ
予
防
接
種
の
予
約

シ
ス
テ
ム
は
使
い
勝
手
が

悪
か
っ
た
が
、
検
診
予
約

シ
ス
テ
ム
は
改
善
さ
れ
る
か
。

答　
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
予
定
通
知

（
リ
マ
イ
ン
ダ
ー
）機
能
は

便
利
で
、
検
診
時
の
混
雑

予
防
や
日
時
の
確
認
な
ど
に

有
効
で
あ
り
、以
前
よ
り
使
い

や
す
く
な
る
よ
う
に
改
善

し
て
い
く
。

問　
消
費
生
活
相
談
専
門
員

の
活
動
は
。

答　
特
殊
詐
欺
な
ど
の
消
費

生
活
ト
ラ
ブ
ル
対
策
と
し
て
、

毎
月
第
２
・
第
４
月
曜
の

相
談
日
を
予
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ま
ち
づ
く
り

推
進
課
で
対
応
し
て
き
た
が
、

複
雑
な
案
件
も
増
え
て
き
た

た
め
、専
門
員
へ
の
相
談
日
を

定
期
的
に
設
け
る
。

問　
老
朽
危
険
空
き
家
解
体

除
去
補
助
金
と
は
何
か
。

答　
以
前
か
ら
、危
険
家
屋

な
ど
の
調
査
や
危
険
回
避
の

た
め
の
改
修
・
除
去
な
ど
に

つ
い
て
関
係
者
へ
交
渉
を

行
っ
て
き
た
が
、費
用
の
問
題

な
ど
で
、な
か
な
か
進
ん
で

い
な
か
っ
た
。

　

こ
の
事
業
は
、国
の
補
助
金

を
活
用
し
た
も
の
で
あ
り
、

老
朽
危
険
空
き
家
の
解
体
が

進
む
こ
と
で
、町
民
生
活
の

安
全
安
心
を
目
的
と
す
る
。

　

募
集
期
間
は
、今
年
５
月

〜
12
月
中
旬
で
、２
件
程
度

を
見
込
ん
で
い
る
。

◆
令
和
５
年
度

介
護
保
険
事
業

特
別
会
計 

当
初
予
算

問　
全
国
的
に
介
護
保
険
料

が
上
が
る
傾
向
だ
が
、
町

で
は
基
金
を
繰
り
入
れ
て

保
険
料
を
抑
え
て
い
る
。

　

今
後
は
、
ど
の
よ
う
に

な
っ
て
い
く
の
か
。

答　

介
護
保
険
料
は
３
年

ご
と
に
見
直
し
が
行
わ
れ
、

令
和
４
年
、５
年
と
基
金
を

取
り
崩
し
て
保
険
料
負
担
を

引
き
下
げ
て
い
る
が
、基
金
の

残
高
も
尽
き
て
し
ま
う
。

　

介
護
保
険
の
利
用
状
況
に

よ
る
が
、令
和
６
年
度
か
ら

保
険
料
が
上
が
る
可
能
性
が

高
い
。

対象年齢

料 金

検査内容 ●歯科健診、歯みがき指導など　
※集団では口腔粘膜疾患の検査も行います

成人歯科健診
18～39歳
無料

歯周疾患検診
節目年齢

個 別集 団

18歳以上

なかなか下がりにくいＬＤＬですが、
健康的な生活習慣を実践して
健康寿命を延伸しましょう！

びわ色（Ａ４）

▼がん検診受診券
　（20歳以上女性・40歳以上男性）

▼特定健診受診券
　（国民健康保険の方）

▼後期高齢者健診受診券
　（75歳以上の方）

オレンジ色（Ａ４） 水色（Ａ５） 黄色（Ａ４）

５月上旬に送付

個別健診 今年度も完全予約制で行います。
本庁や支所へお申し込みください。 WEB予約もできます！（受付期間内にご予約ください）➡

日付
6月  8日(木)
6月10日(土)
6月13日(火)
6月14日(水)
11月25日(土)

予約受付期間

  ５月８日（月）～  ５月26日（金）

10月２日（月）～11月10日（金）

場所

町民センター（奈古）

ふれあいセンター（宇田郷）
のうそんセンター（福賀）
町民センター（奈古）

集団健診 健診の開始時期は、医療機関によって異なる場合があります。事前に医療機関に
お問い合わせください。（医療機関などの詳細は健診のしおりP.8～9参照）

令和５年５月８日（月）～令和６年２月29日（木）まで

骨粗しょう症検診 歯科健診 \          /検診の種類が
変わりました！

「LDLコレステロール」とは
血液中の何を表すのでしょう？
「LDLコレステロール」とは
血液中の何を表すのでしょう？

全国健康保険協会 山口支部  保健グループ ☎083-974-1501

　「全国健康保険協会 （協会けんぽ）」 では、加入する40～74歳の
ご家族（被扶養者）を対象に特定健診を実施しています。（基本的な
健診は最大7,150円の費用補助）

　対象者には３月31日に、協会けんぽからご自宅あてに、受診券を
お送りしています。受診可能な健診実施機関・費用については、
同封の案内文書でご確認ください。

　なお、受診の際は、事前に健診実施機関にご予約のうえ、受診券
と健康保険証を忘れずにお持ちください。

特定健診のご案内

対象年齢

料 金

検査内容

集 団
40歳以上の女性

200円
（節目年齢は無料）

個 別
節目年齢の女性

無料

●骨量測定　　
※Ｘ線や超音波、CTなどでを用いて測定します

※

「
節
目
年
齢
」は 

40
、45
、50
、

　

55
、60
、65
、70
歳
の
方
で
す
。

オレンジの封筒で送付します！

健康習慣❶
　みんなで
　　　実践！

令和5年度 住民健診 始まります！
～年に１度は 健診を受けましょう～

ＬＤＬコレステロールＬＤＬコレステロール

❶善玉コレステロール
❷悪玉コレステロール

第１問

▼健診のしおり

広報４月号と同送

答えは次のページ！
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な
が
み
ね　

せ
い
し

た
け
う
ち　

ひ
で
と

か
わ
む
ら

た
は
ら  

は
じ
め

お
だ 　
　

た
け
ゆ
き

３
／

12 

宇
田
郷
婦
人
会 

総
会　

　

４
年
ぶ
り
に
対
面
で
の
総
会
が

行
わ
れ
、47
人
が
参
加
し
て
新
年
度

の
事
業
計
画
や
予
算
な
ど
が
決
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、阿
武
町
社
会

福
祉
協
議
会
の
小
田  

武
之  

会
長

か
ら
、「
人
生
楽
し
く
」と
題
し
、前
半

は
相
撲
や
地
勢
の
話
を
交
え
な
が
ら

日
々
の
少
し
の
心
が
け
で
明
る
く

楽
し
く
健
や
か
に
暮
ら
す
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き
、後
半
は
、

お
得
意
の
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
ご
披
露
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

一
部
、種
明
か
し
を
交
え
つ
つ
の
、巧
み
な
話
術
と
演
出
に

参
加
者
一
同
が
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
々
の
生
活
の
中
で
生
じ
る
問
題
や
課
題
を
和
ら
げ
る

た
め
、ひ
と
つ
前
に
行
動
に
移
す
勇
気
を
も
ら
え
る
講
演
会

と
な
り
ま
し
た
。

３
／

16 

宇
田
郷
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　

第
163
回 

春
が
来
た
、人
も
木
も
、動
き
出
す 

グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
が
、ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

12
月
か
ら
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
ブ
レ
イ
ク
を
挟
み
、４
ヶ
月
ぶ
り

の
大
会
に
、久
々
に
合
わ
す
顔
も

あ
り
、わ
く
わ
く
気
分
で
始
ま
り

ま
し
た
。

　

追
い
つ
追
わ
れ
つ
の
展
開
に

お
い
て
も
、抜
群
の
集
中
力
と

卓
越
し
た
調
整
力
で
ホ
ー
ル
イ
ン

ワ
ン
を
成
し
遂
げ
る
な
ど
、弾
け
る

笑
顔
と
喝
采
に
包
ま
れ
た
大
会
と

な
り
、競
技
を
通
じ
て
、参
加
者

相
互
の
親
交
を
一
層
、深
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

３
／
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仲
間
た
ち
に
感
謝
！ 

ス
ポ
少
卒
団
式

　

奈
古
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
、

こ
の
日
、９
人
が
卒
団
し
ま
し
た
。

　

式
で
は
、お
世
話
に
な
っ
た

コ
ー
チ
や
、一
緒
に
活
動
し
て
き
た

後
輩
、保
護
者
に
向
け
た
感
謝
を

一
人
ず
つ
発
表
し
ま
し
た
。

　

顧
問
か
ら
は
、「
目
標
に
限
界

は
な
い
。自
分
で
限
界
を
作
ら
ず
、

成
長
し
て
い
っ
て
ほ
し
い
」と
激
励

が
あ
り
、コ
ー
チ
か
ら
も
激
励
の

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

在
団
生
か
ら
も
感
謝
の
言
葉
と
記
念
品
を
受
け
取
り
、

最
後
は
記
念
撮
影
で
、思
い
出
を
作
り
ま
し
た
。

３
／
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奈
古
婦
人
会 

総
会

　

令
和
４
年
度
の
事
業
報
告・決
算

報
告
や
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画

・
収
支
予
算
、会
則
の
変
更
、役
員

改
選
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、全
て

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
体
制
で
ス
タ
ー
ト
す
る
奈
古

婦
人
会
。コ
ロ
ナ
禍
も
収
束
し
つ
つ

あ
り
、よ
う
や
く
通
常
の
活
動
が

で
き
そ
う
で
す
。

３
／
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に
こ
に
こ
百
歳
体
操

　

福
賀
こ
と
ぶ
き
会
で
は
、春
〜
夏
、

夏
〜
秋
、冬
の
、年
間
３
シ
ー
ズ
ン
、

毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
か
ら

約
１
時
間
か
け
て「
に
こ
に
こ
百
歳

体
操
」に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

参
加
す
る
人
た
ち
自
ら
準
備
し
、

長
嶺 

世
史 

会
長
の
指
導
の
も
と
、

毎
回
15
人
ほ
ど
が
集
ま
っ
て
、
和
気

あ
い
あ
い
と
運
動
し
て
い
ま
す
。

　

１
シ
ー
ズ
ン
12
週
で
、こ
の
日
は

冬
の
最
終
回
。皆
勤
賞
の
竹
内 

英
人
さ
ん
、河
村 

セ
ツ
コ
さ
ん
、

田
原 

肇
さ
ん
の
３
人
に
は
、長
嶺
会
長
か
ら
賛
辞
の
お
言
葉

が
、福
賀
公
民
館
か
ら
は
粗
品
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
５
年
度
も
体
操
が
計
画
さ
れ
ま
す
。家
に
こ
も
る
の

で
は
な
く
、体
調
が
良
い
と
き
に
は
、仲
間
と
一
緒
に
身
体
を

動
か
し
、楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。お
出
か
け
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

阿武町在住の方が、
萩図書館本館で借りた
本に限ります。

  ※須佐・明木図書館など、
　  萩図書館本館以外で 
  　借りた本は、対象外です

中央公民館☎2-2044

　 日　時　４月29日（土） ９時30分～
　 集　合　福賀・宮の馬場付近
　福賀地区の５月の風物詩・大井川沿いの
こいのぼり。今年も設置作業を行います！
　福賀昭和会や、「For the Town」の小・中・
高校生ボランティアのほか、多くの有志で
立てる予定です。
　新緑かおる福賀の里で、
一緒に、心地良い汗を
流しませんか？
　ご家庭で不要になった
古いこいのぼりの提供も
大募集しています！

福賀公民館 ☎08388-5-0211

萩図書館の本を
町民センターで
返却できます！

今年度から今年度から

こいのぼりスタッフ募集！

みんなで感じる春の訪れ

にこにこ元気に皆勤賞！

日々の“一歩”で健やかに

今年度もよろしくお願いします今年度もよろしくお願いします

これからの活躍を
祈っています！

コレステロールは細胞膜を作ったり、ホルモンや胆汁酸の原料となるので、体にとって必要なものですが、
体内に増えすぎると、血管の中に蓄積されて動脈硬化が進み、心筋梗塞や脳梗塞の原因になってしまいます。

前のページの答え
❷悪玉コレステロール 22



農業･漁業の
新規就業や
経営などを
支援します！

　阿武町では、町内で農業・漁業に新規就業される方に、
初期の経済的負担の軽減や、安定した経営・生活基盤の
確立支援のための補助金を交付します。

　また、すでに町内で農林水産業を営まれている方には、
機械更新や施設整備、新技術の導入など、経営の安定や
拡充のための確立支援にかかる補助金を交付する制度
も準備しております。

今年度から新たに、「農業大学校就学支援」と「就農開始支援制度」を拡充！

支給額など
５万円（1人につき１回）
月額家賃の１/２以内（上限２万円）
１人につき５千円、上限１万５千円（１歳未満の扶養家族）
農具費、資材費、修繕費などの1/2以内（上限30万円）
奨学金年額20万円（就学時60歳未満）
就学生活支援年額90万円（就学時60歳未満）
営農研修支援年額90万円（就農時40歳未満）
営農研修支援年額45万円（就農時60歳未満）
指導農家支援月額１万円
農業用機械・施設導入費の1/3以内（上限100万円）
農業用機械・施設などの導入費の1/2以内（上限150万円）
新品種、栽培技術導入費の1/2以内（上限50万円）

対象者
認定新規就業者
法人就業者

農業経営を継承した方

農業大学校へ就学された方

自営農地などを
維持する農家を継承した方

認定農業者
認定新規就業者
認定農業者・認定新規就業者

支援メニュー
就業準備金
家賃補助
ＵＪＩターン家族就業支援
営農継承支援
【制度拡充】
農業大学校就学支援

【制度拡充】
就農開始支援

農業経営確立支援

対象者

新規就業者
（経営自立化
  支援事業の対象者）

法人就業者

支給額など
５万円（1人につき１回）
月額家賃の
１/２以内（上限２万円）
18歳未満の扶養家族
１人につき５千円

（上限１万５千円）

支援メニュー
就業準備金

家賃補助

ＵＪＩターン
家族就業支援

 制度拡充！ 制度拡充！

漁 業

農 業

※家賃補助、ＵＪＩターン家族就業支援金は、最長３年間。
※農業大学校就学支援、就農開始支援は、国や県による同種の支援を受けていない者で、
　卒業または就農後、阿武町に住所を定め、引き続き3年以上就農すること。最長２年間。

農林水産課 ☎2-3114

森林資源の利用拡大と
適正な整備･保全のため
薪ストーブ購入補助を
行います。

「薪ストーブ｣のある暮らし
はじめてみませんか？

上限額 20万円
（対象経費の１/３以内）

町内に住所を有する個人･事業所が対象です。
※ストーブ購入･設置は申請者が行うことが前提です。
※購入する前に、交付申請の手続きを行ってください。

自宅などの室内に
「薪ストーブ」または「ペレットストーブ｣を
購入する方に対して、町が経費を助成します。

農林水産課 ☎2-3114

阿武町 民間住宅
リフォーム資金 助成事業

お住まいの住宅のリフォーム工事費に対する
補助制度があります。ぜひ、活用の検討や、
お早めのご相談を、よろしくお願いします。

◆補助対象 （全てに合致すること）
   ・ 申請者が阿武町の住民で、
　　  現に居住し、所有している住宅のリフォーム　　
   ・ 老朽化や模様替え、災害などによる
　　　　　　　　　　　修繕、補修のための工事　　
   ・ 町内に営業所がある施工業者が施工するもの
   ・ 10万円以上（消費税を除く）の工事　　　　　ほか

◆受付期間　12月20日まで

 詳細は町ウェブサイトをご確認ください。

土木建築課 ☎2-3112
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　保険料の納め忘れ防止に、クレジットカード納付をご利用ください。
　ご利用には「国民年金保険料クレジットカード納付（変更）申出書」を年金事務所の窓口に提出してください。
　また、郵送による手続きも行っております。
　お支払いに利用できるクレジットカードは、次のいずれかの国際ブランドのマークが付いたものです。

VISA　MasterCard　ダイナースクラブ　JCB　アメリカンエキスプレス

令和５年度の国民年金保険料について
令和４年４月分から令和５年３月分までの保険料は、月額16,590円です。

保険料の納付期限は翌月末（例えば4月分は5月末まで）です。
　未納のまま放置されると、強制徴収の手続きによって督促を行い、指定された期限までに納付がない場合は、
延滞金が課されるだけではなく、納付義務のある方※の財産が差し押さえられる場合がありますので、納付期限
までに納付をお願いします。　　　　　  ※納付義務者は被保険者本人、連帯して納付する義務を負う配偶者および世帯主です。

納付期限までに納めましょう

「口座振替」申し込み方法
　「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」に必要な事項を記入・押印(金融機関への届出印)し、お近くの
年金事務所へ郵送、または、年金事務所や、振替を行う口座のある金融機関・郵便局の窓口に提出してください。
　保険料の納付期限は翌月末です。
　口座振替日が土・日・祝日の場合は、翌営業日に引き落としされます。
　口座振替申出の開始時期などは、手続き完了後に通知します。
　通知が届くまでの間は、納付書を大切に保管してください。

「クレジットカード納付」もできます

「国民年金保険料口座振替納付（変更）申出書」は
年金事務所の窓口、日本年金機構ウェブサイトに
あります。必ず事前に提出期限をご確認ください。

日本年金機構 萩年金事務所 ☎ 0838-24-2158　　　阿武町役場 戸籍税務課 ☎ 2-0500

阿武町 緑のカーテンコンテスト 優秀作品決定!! 令和４年度 

総
数
16
作
品
の
応
募
を
い
た
だ
き
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

緑
の
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
は
今
回
で
一
旦
、終
了
と
な
り
ま
す
が
、

引
き
続
き
、地
球
温
暖
化
防
止
に
、み
ん
な
で
楽
し
く
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
！

個人の部 団体の部

最優秀賞　水津 孝弘さん（浜の二） 優秀賞
宮本 舜司さん（野柳）

努力賞
大倉 淑子 さん（宇生賀中央）

すいづ   たかひろ

みやもと しゅんじ

おおくら   よしこ
奨励賞
藤村 喜代子さん（市）
ふじむら  　 きよこ

優秀賞　
阿武町社会福祉協議会

最優秀賞　福賀小学校

年金のたより
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　ゴールデンウィーク期間中は、システムの停止により、
電子証明書の更新・発行・失効・暗証番号の初期化などの手続きができなくなります。

　　　　　   ※マイナンバーカードの交付は可能ですので、電話予約されてから来庁してください。
　　　　　   ※マイナンバーカードでの転出・転入はできますが、町内での引越しや婚姻などによる
　　　　　  　 券面事項（氏名・住所の情報）の更新および電子証明書の再発行はできません。
　　　　　   ※カードの紛失による一時停止はできますので、総合ダイヤルにおかけください。

ＧＷ期間中は 電子証明書の手続きができません！

マイナンバー総合ダイヤル ☎0120-95-0178

手続きできない日 ： 令和５年５月１日（月）・２日（火）の終日

 ＜利用可能なパターン＞
　 ①パスポートの残存有効期間が１年未満となった場合
　　 （有効期間は、顔写真のページに記載されています）
　 ②査証欄の余白が見開き３ページ以下になった場合
　　 （ビザ貼り付け、入国スタンプ押印に使われるページ）

令和５年3月27日から、パスポートの更新申請がオンラインで
できるようになりました。オンライン手続きには政府が運営
する「マイナポータル」と、「マイナンバーカード」を利用します。

スマホで
パスポート更新 ！ 

　初申請の場合、すでに失効している場合、戸籍上の氏名や
　本籍地に変更があった場合などはオンラインの対象外です。

戸籍税務課 ☎2-0500 

休日･時間延長マイナンバーカード専用窓口
カード発行･更新・マイナポイント申し込みなどの窓口を事前予約制で開設します。
平 日 午後７時まで延長 ４月27日（木）、５月11日（木）・18日（木）･25日（木）
休 日 午前８時半～12時 ４月23日（日）、５月13日（土）・28日（日）

※事前予約制（予約されていなければ、お待ちいただく場合があります）
※休日や時間外だけでなく、平日の午前８時半～午後５時15分も手続きできます。

※希望日時を電話でお伝えください。

戸籍税務課 ☎2-0500

本庁・戸籍税務課

政府広報オンライン  パスポート

生活困窮者自立支援法
による相談会

生
活
に
困
っ
て
い
る
、

仕
事
が
見
つ
か
ら
な
い
、

将
来
が
不
安
、

病
気
で
働
け
な
い
な
ど
、

お
困
り
ご
と
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

相
談
員
が
一
緒
に
考
え
、

解
決
に
向
け
た

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日時：令和５年５月17日（水）
9:30～12:00

場所：阿武町役場 小会議室
※事前予約制（前日まで）

健康福祉課 ☎2-3115

令和５年度から、全国大会に出場する方に激励金を交付することになりました。
文化・スポーツそれぞれの部門で、国または地方公共団体が主催・共催・後援する
全国大会に出場する、町内に住所がある個人、または、町内に活動の本拠を有する
団体が対象となります。 みなさまの活躍を応援しています！

　　個　人　１人あたり5,000円 　　団　体　1人あたり5,000円（上限10万円）

阿武町 全国大会等
出場に対する激励金交付事業

教育委員会 
☎2-0501

町民センター駐車場側出入口は 
改修工事のため 利用できません

ご迷惑をおかけしますが、ご理解のほど、よろしくお願いいたします。

正面玄関または
体育センター側より
出入りしていただけます。
　※夜間・休日は
　　体育センター側のみ
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休日当番医

萩･阿武健康ダイヤル24
24時間年中無休で健康や医療に関する
相談を受け付けています。

☎0120ｰ506-322 通話料･
相談料無料(　　　　　)

　　　　　　       休日当番医：   午後 5時半まで
    萩市休日急患診療センター：  午後 10時まで

受付はいずれも30分前まで

診 療 時 間
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４/23㊐
４/29㊏
４/30㊐
５/３㊌
５/４㊍
５/５㊎
５/７㊐
５/14㊐
５/21㊐
５/28㊐

齋 藤 医 院
萩市休日急患診療センター
萩市休日急患診療センター
福 賀 診 療 所
萩市休日急患診療センター
弥富診療センター
須佐診療センター
齋 藤 医 院
萩市休日急患診療センター
萩市休日急患診療センター

奈古
椿
椿
福賀
椿
弥富
須佐
奈古
椿
椿

08388-2-2838
0838-26-1397
0838-26-1397
08388-5-0863
0838-26-1397
08387-8-2311
08387-6-2540
08388-2-2838
0838-26-1397
0838-26-1397

発熱などの症状で
医療機関を受診される方へのお願い

健康福祉課 健康衛生係　☎2-3113

発熱症状がある場合は必ず電話してください
かかりつけ医のある方（日ごろ受診している医療機関がある）

まずは、 電話でご相談ください。

かかりつけ医のない方（日ごろ受診している医療機関がない）
下記にお問い合せください。 受診可能な医療機関を紹介します。

　◎受診･相談センター       0152-209-380☎ ・ 0077＃☎
　◎萩･阿武健康ダイヤル24　 　　 ☎0120-506-322

５/８以降も継続

新型コロナの「５類」移行に伴い、県の無料検査は終了します
　・抗原検査キット：5/2（火）12時で受付終了
　・ネット登録できない方のPCR検査：4/21（金）12時で受付終了

　　　※自己検査で陽性となった方の登録受付も、
　　　　5/7（日）で終了します。
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５月

※決定済みとなっている場合もあります。ご了承ください。

日
2
8
9

11

12

15

17

18
20

25

26

28

29
30
31

曜
火
月
火

木

金

月

水

木
土

木

金

日

月
火
水

行事予定
行事食（11:45）【みどり保育園】
健康教室「さくら会」（9:00）【町民センター】
食改役員会（9:00）【役場大会議室】
農業委員会総会（9:00）【役場小会議室】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会（9:00）【役場会議室】
身体測定（11:00）【みどり保育園】
保護者会役員会（19:30）【みどり保育園】
心配ごと相談（9:00）【町民センター】
誕生会（11:00）【みどり保育園】
園医健康診断（13:30）【みどり保育園】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
親子バス遠足（年長児親子）（9:00）【秋吉台サファリランド】
ひよこクラブ（9:45）【ほっとハウスみどり】
手話講座（13:30）【町民センター】
避難訓練・交通安全指導（11:00）【みどり保育園】
鳴き砂清掃ボランティア（9:00）【清ヶ浜】
森里海の市（10:00）【道の駅阿武町】
まちづくり懇談会（奈古）（19:00）【町民センター】
まちづくり懇談会（福賀）（19:00）【のうそんセンター】
まちづくり懇談会（宇田郷）（19:00）【ふれあいセンター】

ナベル山口工場
バンザイエンタープライズ

阿武福祉会

鶴惣工業
阿武建設
吉岡土建

リモワ 山口営業所

一般事務
調理・清掃
看護職員

栄養士または管理栄養士
介護職員
調理員

技術職（惣郷工場）
土木技術員
林業作業員

システムエンジニア
（在宅業務を推奨）

165,900円～
172,000円～
184,000円～
171,000円～
169,000円
152,000円
160,000円～
190,000円～
208,050円～

260,800円～

福賀郵便局

ウォンツ

鹿野ファーム
阿武農場

美萩工芸

道の駅阿武町
（あぶクリエイション）

窓口業務
郵便物等の集配業務

販売
店舗運営スタッフ

販売

養豚飼育管理員

製造工員（阿武工場）
製造工員（阿武工場）
レストラン業務
販売員（ラパン）

157,248円
165,888円
168,000円～
200,000円～
時給900円～

170,000円～

160,000円～
時給895円
134,820円～
時給890円～

阿武町の人口と世帯数

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,084

481

481

3,046

(－7)

(－1)

(－2)

(－10)

1,010

253

267

1,530

( 5 )

( 1 )

( 1 )

( 7 )

21

28

1

4

転入

転出

出生

死亡

（３月末）

妹
が
割
っ
た
玉
子
を
僕
が
混
ぜ　

マ
マ
が
味
付
け　

パ
パ
が
焼
く　

こ
れ
が
我
が
家
の
玉
子
焼
き

（　）内数字は前年件数

区　分 物損
事故負傷者死者

人　身　事　故
件数

萩警察署管内で
起こった事 故
うち阿武町内で
起こった事 故

３月の交通事故

0
（0）
0
（0）

0
（0）

2
（3）

0
（0）

３
（3）

６
（4）

96
（97）

●ハローワーク萩　☎0838-22-0714
 

4月分 町内の求人情報 ４月7日現在

郷川などに係る　　　　奈古地区のみなさんへ

洪水ハザード･マップ住民説明会
【町民センター・研修室】
☞ ４月24日（月）午後７時～ 
 ◎対 象 ： 奈古地区住民ほか
 ◎説 明 ： ㈱パスコ （ハザード・マップ作成業者）

総務課 
☎２-3110

工事中につき、町民センターは
「体育センター側出入口」をご利用ください

令和５年度

まちづくり懇談会
  ５月29日（月） 町民センター
  ５月30日（火） のうそんセンター
  ５月31日（水） ふれあいセンター

いずれも午後７時～

令和５年度

まちづくり懇談会

まちづくり推進課 ☎２-3111

空き家情報 募集中！
　阿武町では、賃貸や売買で空き家の活用を考えている方
から家の情報をいただき、利用希望者に情報を提供する
｢空き家バンク｣制度を設けています。

　まだ使える空き家の利活用を図ることで、
集落内の空き家が「危険空き家」になること
を未然に防げます。

　登録につながりそうな「空き家」について、
ぜひ、情報をお寄せください。

まちづくり推進課 ☎２-3111

阿武町
空き家情報
紹介ページ

阿武町では、空き家・廃屋などの調査を実施します。
自治会長さんが各集落の建物を点検されますので、
みなさま、ご理解ご協力をよろしくお願いします。

実施期間
５～６月ごろ
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「フレイル予防のためのおすすめレシピ！」より

れんこんナゲット

［作り方］
①れんこんは皮をむき、すりおろして軽く水気をきっておく。
　玉ねぎはみじん切りにしてフライパンに油を少量入れ、炒めて
　おく。いりごまは粗くすりつぶしておく。ツナ缶は油をきっておく。
　サニーレタスは洗って食べやすい大きさにちぎっておく。ミニ
　トマトは洗っておく。ブロッコリーは小房に分けて茹でておく。
②ボウルにれんこん、玉ねぎ、いりごま、ツナを入れてよく混ぜ、
　片栗粉、鶏ガラスープの素を入れてよく練り混ぜ、10等分にして
　厚さ1㎝ぐらいの楕円形にする。
③ボウルに【ころも】の材料の溶き卵、小麦粉、水を入れて混ぜ
　合わせる。
④フライパンに２㎝ぐらいまで油を入れて中温（170～180度）に
　熱して、②の【たね】に【ころも】をつけて入れ、ときどき返し
　ながら、きつね色になるまで４～５分揚げて油をきる。
⑤【付け合わせ】のサニーレタス、ミニトマト、ブロッコリーを
　のせたお皿に盛り付ける。

野村 眞津江 さん（宇田浦）

作品は道の駅温泉棟１階に展示中

会員作品紹介

◆ 
あ
ぶ
フ
ォ
ト
倶
楽
部  

★
投
稿
写
真
も
大
歓
迎
！ 

あ
な
た
の「
ス
マ
ホ
写
真
」を
待
っ
て
い
ま
す
★  

◆ 

事
務
局  

☎
２‐

３
１
１
１ 

私 の 一 品

のむら　　  まつえ

「雨に煙る山桜」　梅地  幸穂  （東方）
●道の駅の山側に、山頂に向けて多数の山桜が咲いて
おりました。小雨にかすむ山桜は、春の詩情あふれる
情景です。

うめぢ　  ゆきほ

「
七
色
の
夕
日
」　
杉
村 

広
和  （
宇
田
中
央
）

●
こ
の
場
所
は
以
前
か
ら
印
象
的
に
撮
り
た
い
と
、

考
え
て
い
ま
し
た
。今
後
も
新
た
な
写
真
を
追
及

し
て
い
き
ま
す
。

す
ぎ
む
ら 

ひ
ろ
か
ず

［材料２人分］
【たね】
れんこん･･･････200g（約１節）
ツナ缶･････････70ｇ（小１缶）
玉ねぎ････････････････1/2個
いりごま････････････大さじ１
片栗粉･･････････大さじ３～４
鶏ガラスープの素････大さじ１

【ころも】
溶き卵･･･････････････１個分
小麦粉（よくふるっておく）･･50ｇ
水･････････････････････50㏄
油･････････････････････適量
ケチャップ・マスタード･･･適量

【付け合わせ】
サニーレタス････････････１枚
ミニトマト･･････････４～６個
ブロッコリー････････････適量

福
賀
小
学
校桜

の
下
で
集
合
写
真

今年度、福賀小に新１年生はいませんが、
４月から新たに、５年生に１人、６年生に１人
の、あわせて２人の転校生を迎えました！
新しい仲間も加わり、全校児童８人そろって
校庭の桜の木の下で集合写真を撮りました。

5・6年生のクラス写真　　　　　　　  せーのでジャンプ！
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